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 後期基本計画  ～身延のまちづくり施策を定める  

 

第 1 章 暮らしの環境を改善する（生活・健康・福祉） 

 

第１節 福祉のある暮らし  
 

１．地域福祉の強化  
 

【現状と課題】  

急激 な過 疎 化及 び少 子 高齢 化に よっ て 地域 や家 庭の 様 態が 変化 す る中 で 、高 齢

者は もち ろ ん障 害者 な ど、 地域 にお い て生 活上 の支 援 を必 要と す る人 々が 増加 し

てい ます 。 また 、近 年 は子 育て に地 域 が関 与し ない 傾 向も 生じ て おり 、地 域の 中

での 助け 合 いや 支え 合 いの 重要 性が 高 まっ てい ます 。  

本町 にお い ては、 地 域社 会に お ける 助け 合 いの 活動 が はぐ くま れ るよ う、 地域

福祉 に対 す る意 識の 高 揚を 図る とと も に、 社会 福祉 協 議会 など 関 係機 関・ 団体 と

の連 携を 推 進し てき ま した 。こ うし た こと から 各種 ボ ラン ティ ア 組織 や地 区に お

ける 地域 福 祉に 関わ る 活動 は活 発化 し て来 てい ます 。  

しか し 、本 町 にお いて は 山間 集落 にお け る 高齢 者世 帯 や一 人暮 ら し世 帯も 多い

こと から 、 移送 支援 や 買い 物代 行な ど 身近 な生 活支 援 の一 層の 充 実が 求め られ て

いま す。今後 は 、NPO＊ ） 、ボ ラン ティ ア 団 体及 び地 域 コミ ュニ テ ィ等 の活 動が 母

体と なる 生 活支 援サ ー ビス の事 業化 を 促進 する こと が 大切 です 。  

地域 福祉 を 推進 して い くた めに は、 町が 取 り組 んで い る様 々な 施 策を、 効 果的

に展 開す る 仕組 みづ く りが 必要 です 。 その ため 、社 会 福祉 協議 会 、地 域住 民や ボ

ラン ティ ア 、福 祉関 係 事業 者、 関係 団 体や 専門 機関 な どと 行政 と の連 携と 分担 に

よる 地域 協 働の 体制 を 強化 する 必要 が あり ます 。  

なお 、生 活保 護 世帯 は、 近年 の社 会 構造 の 変化 に伴 い、 今 後も 増加 して い くこ

とが 懸念 さ れて いま す 。し たが って 、 援護 を必 要と す る世 帯の 実 態に 応じ て自 立

でき るよ う に相 談・ 支 援を 進め てい く 必要 があ りま す 。  

また 、国 民年 金 につ いて は、経 済状 況や 将来 的な 年金 給 付へ の不 安 など によ り 、

保険 料未 納 者や 未加 入 者が 増え てい る 状況 にあ りま す 。そ のた め 、年 金事 務所 と

連携 しな が ら、 町に お いて も年 金制 度 への 理解 を深 め る広 報や 相 談を 充実 して い

く必 要が あ りま す。  
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【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )地 域 福 祉 推 進 体 制 の 充 実  【 1-1-1-1】 

(２ )地 域 福 祉 活 動 の 展 開  【 1-1-1-2】 

(３ )福 祉 対 応 の 環 境 整 備 の 推 進  【 1-1-1-3】 

(４ )低 所 得 者 福 祉 の 推 進  【 1-1-1-4】 

１ ． 地 域 福 祉 の 強 化  【 1-1-1】  

(５ )国 民 年 金 制 度 の 推 進  【 1-1-1-5】 

 

【施策】  

 

(１)地域福祉推進体制の充実 

①地域福祉推進指針の策定  

■ 地域 福 祉計 画な ど 地域 福祉 推進 の 指針 を策 定し、 社 会福 祉関 係 団体 との 協 働

によ る地 域 福祉 活動 の 一体 的な 推進 を 図り ます 。  

②福祉関係団体等の連携  

■ 民生 委 員・児 童委 員 や社 会福 祉 協議 会 など 地域 に おい て福 祉 活動 を行 って い

る各 種関 係 機関 ・団 体等 が互 い に連 携を 深 める こと に より 、町 民の 自主 的・ 自

立的 な福 祉 活動 への 参 画機 会を 拡充 し ます 。  

 

(２)地域福祉活動の展開 

①ボランティア活動の促進 

■ ボラ ン ティ ア機 能 の充 実を 図る た め、NPO、ボ ラ ンテ ィア 団体 の 活動 等の PR

に努 めま す 。  

■ 学校 教 育や 社会 教 育に おけ る福 祉 教育 を推 進し、 ボ ラン ティ ア 活動 の普 及 に

努め ると と もに 、特に 若 い世 代や 高齢 世 代 のボ ラン テ ィア 活動 へ の参 加促 進を

図り ます 。  

②地域の支え合いの推進  
■ 地区 の 社会 福祉 活 動（小 地 域福 祉活 動 ）の 基盤 強化 につ い ての 方策 を 検討 す

ると とも に 、地域 ぐる み の支 え合 いや 見 守 りな どの 地 域支 え合 い 事業 を推 進し

ます 。  

③暮らしのサポート事業の推進  
■  買い物 代行 サ ービ ス事 業 等の コミ ュ ニ ティ・ビ ジネ ス ＊ ） を促 進し 、高 齢 者や

障害 者の 皆 様等 の日 常 生活 にお ける サ ポー トを 推進 し ます 。（★ ）  

地 域 協 働 に よ る 地 域 福 祉 の 推 進 体 制 を 整 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 や 地 域 に お け

る支 え合 い 活動 の促 進、地 域の 包括 的 なユ ニバ ーサ ル デザ イン ＊ ） 環境 の 整 備 を

進め ます 。 また 、低 所 得者 福祉 や国 民 年金 制度 など 社 会保 障を 推 進し ます 。  
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(３)福祉対応の環境整備の推進 

①ユニバーサルデザイン環境の整備  

■ 生活 空 間及 び施 設 にお いて 、全 ての 利 用者 にと っ て可 能な 限 り、優 し く使 い

やす い環 境 への 改善 を 促 進 す る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 推 進 事 業 を 進 め ま す 。 

■ 各種 催 しな どに だ れも が参 加で き るよ うな 交通 手 段の 確保 な ど、生 活面 も 含

む包 括的 な 地域 ユニ バ ーサ ルデ ザイ ン 化を 進め ます 。  

 

 (４)低所得者福祉の推進 

①生活の援護  

■ 民生 委 員・児 童委 員 や関 係機 関 との 連 携に より 生 活実 態や 援 護ニ ーズ の把 握

に努 める と とも に、 各種 援護 制 度の 適正 な 活用 を進 め、 自立 し た生 活に 向 けた

指導 、負 担 軽減 を図 る 支援 を推 進し ま す。  

 

(５)国民年金制度の推進 

①国民年金の加入促進  

■ 老後 の 生活 の安 定 を図 る国 民年 金 制度 の理 解と 加 入を 促す た め、広 報に よ る

啓発 や相 談 業務 を充 実 し、 無年 金者 の 解消 に努 めま す 。  
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２．高齢者福祉の充実  
 

【現状と課題】  

団塊 の世 代 が高 齢期 を 迎え つつ ある 中 で 、本格 的な 高 齢社 会に 移 行す るこ とを

踏ま え、 高 齢者 が生 涯 を安 心し て健 康 に暮 らす ため の 環境 整備 や 施策 の再 構築 が

求め られ て いま す。  

本町 の高 齢 化率 は 38.2%（ 平成 22年 国勢 調 査） で、 極 めて 高い 高 齢化 率と なっ

てい ます が 、町 にお い ては 住み 慣れ た 地域 や家 庭で 自 立し た生 活 を送 るこ とが で

きる 地域 社 会づ くり を 基本 とし 、保 健 ・医 療・ 福祉 の 連携 を図 り なが ら総 合的 な

福祉 サー ビ スの 提供 に 努め てい ます 。  

平成 12年 度か ら 介護 保険 制 度が 施行 さ れ、本町 では 介 護サ ービ ス 事業 者等 と協

力し 介護 サ ービ スの 基 盤を 整え ると と もに 、日 常生 活 支援 の様 々 な事 業に 取り 組

んで きま し た。  

さら に適 切 な介 護サ ー ビス の確 立に 向 けて 、第 5期「 身 延町 介護 保 険事 業 計 画 ・

身延 町高 齢 者福 祉計 画 」を 策定 し、 高 齢者 が住 み慣 れ た地 域で そ の有 する 能力 に

応じ 自立 し た日 常生 活 を営 むこ とが で きる よう 、新 た な介 護サ ー ビス 事業 の創 設

や、 地域 包 括ケ アの 充 実に 取り 組ん で いき ます 。今 後 にお いて も これ らに つい て

一層 の事 業 推進 を図 る 必要 があ りま す 。  

高齢 者が 心 身の 健康 を 維持 する ため に は 、生き がい づ くり や社 会 参加 の促 進も

重要 であ り 、高 齢者 で も参 加し やす い スポ ーツ や文 化 活動 など の 振興 にも 積極 的

に活 動支 援 を行 って き まし た。 今後 と も高 齢者 の健 康 づく りと 合 わせ て、 高齢 者

が持 つ豊 富 な経 験と 知 識を いか した 地 域づ くり への 参 画を さら に 拡大 する 必要 が

あり ます 。  

特に 、ふる さ と回 帰者 も 含む 団塊 の世 代 な どを 地域 づ くり の重 要 な戦 力と 捉え 、

公的 なサ ー ビス を消 費 する 側で はな く 、提 供す る側 、 地域 社会 を 支え る側 とし て

位置 付け て 、高 齢者 が 活躍 でき る環 境 をつ くり 出す と とも に、 退 職後 の就 労や 雇

用の 受け 皿 を整 えて い くこ とが 必要 で す。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

高 齢 者が 生 涯 を 健 康 で 自立 し た 暮 ら し を 営 め る よう 、 在 宅 福 祉 対 策を 強 化 す

る と とも に 、 民 間 活 力と 連 携 し た 介 護 サー ビ ス 提供 の 充 実 を 進 めま す 。 ま た 、

生 き がい づ く り を 支 援し 、 高 齢 者 の 能 力が ま ち づく り の 様 々 な 場面 で 発 揮 さ れ

るこ とを 目 指し ます 。  
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【施策体系】  
 

(１ )高 齢 者 福 祉 施 設 の 充 実  【 1-1-2-1】 

(２ )在 宅 福 祉 対 策 の 推 進  【 1-1-2-2】 

(３ )高 齢 者 介 護 の 充 実  【 1-1-2-3】 

２ ． 高 齢 者 福 祉 の 充 実  【 1-1-2】  

(４ )生 き が い 対 策 の 充 実  【 1-1-2-4】 

 

【施策】  
 

(１)高齢者福祉施設の充実 

①地域密着型サービス施設の有効利用  

■  高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 身 体 能 力 の 向 上 及 び 維 持 に 係 る 訓 練 等 が 受 け ら

れる よう 、町 内外 のサ ー ビス 事業 者の 協 力 を得 て地 域 密着 型サ ー ビス 施設 の充

実と 有効 利 用を 図り ま す。  

 

(２)在宅福祉対策の推進 

①在宅支援 

■ 高齢 者 が住 み慣 れ た地 域で 自立 し た在 宅生 活を 送 るこ とが で きる よう に、 緊

急 通 報 シ ス テ ム （ ふ れ あ い ペ ン ダ ン ト ）、 外 出 支 援 サ ー ビ ス 、 配 食 サ ー ビ ス 、

認知 症高 齢 者徘 徊探 索 サー ビス 事業 、生 き がい 活動 支 援通 所事 業（ 生き が いデ

イサ ービ ス ）や 軽度 生 活援 助事 業等 の 充実 に努 めま す 。  

②地域包括支援  

■  地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を 中 核 と し た 総 合 的 な 介 護 予 防 シ ス テ ム の 確 立 に 努

める ため 、介 護予 防 ケア マネ ジ メン ト専 門 職を 配置 し、 地域 ケ アネ ット ワ ーク

づく り等 に 努力 して き まし たが 、さら に 介 護予 防サ ー ビス 事業 者 など との 連携

によ り、 効 果的 な介 護 予防 の推 進を 図 りま す。  

■ 認知 症 ケア に関 す る情 報提 供や 早 期治 療の 必要 性 の啓 発を 図 ると とも に、 認

知症 サポ ー ター を養 成 し、地 域 で見 守る ネ ット ワー ク づく りな ど、 地域 全 体で

支え る環 境 整備 を進 め ます 。  

■ 高齢 者 虐待 防止 の 啓発 と早 期に 適 切な 対応 が行 え る体 制を 整 えま す。  

③地域の支え合いの推進  

■  ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 介 護 サ ポ ー タ ー 等 の 活 動 体 制 の 強 化 や 地 域 支 え 合 い 事

業の 推進 を 図り ます 。  

④暮らしのサポート  
■  コミュ ニテ ィ・ ビ ジネ スを 促 進し 、日 常生 活に お ける 困り ご と、お 届 け、 駆

けつ け、 送 迎な ど、 地 域協 働に よる 暮 らし のサ ポー ト 事業 を進 め ます 。（ ★ ）  
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(３)高齢者介護の充実 

①介護サービス情報の提供  

■  介 護 保 険 サ ー ビ ス の 利 用 者 が 質 の 高 い サ ー ビ ス を 安 心 し て 受 け る こ と が で

きる よう に 、介護 保険 制 度の 内容 やサ ー ビ ス事 業者 等 の情 報を 的 確に 提供 して

いき ます 。  

②地域密着型サービスの提供  

■ 住み 慣 れた 地域 で きめ の細 かい サ ービ スの 提供 を 図る ため、 町 内外 のサ ー ビ

ス 事 業 者 の 協 力 を 得 な が ら 、「 身 延 町 介 護 保 険 事 業 計 画 」 と の 調 整 を 図 り 、 地

域密 着型 に よる 施設 サ ービ スの 要望 に こた えて いき ま す。  

③介護保険事業の運営  

■ 介護 保 険制 度の 円 滑な 実施 のた め、 峡 南広 域行 政 組合 との 連 携を 図り 、認 定

事務 の迅 速 化に 努め ま す。  

■ 介護 給 付費 の適 正 化の ため 、ケ アプ ラ ンの 点検 ・指 導の 強 化と 町指 定 の地 域

密着 型サ ー ビス 事業 者 の指 導・ 助言 ・ 監督 に努 めて い きま す。  

■ 介護 予 防事 業の 一 層の 推進 を図 る とと もに、 保険 料 抑制 のた め 広報 等に よ る

周知 を図 り 、介 護保 険 財政 の健 全な 運 営に 努め ます 。  

 

(４)生きがい対策の充実 

①社会参加の拡充  

■ スポ ー ツ大 会、 ゲー トボ ー ル大 会、 集 落敬 老事 業 など の高 齢 者の 様々 な分 野

での 社会 参 加機 会の 拡 充を 促進 しま す 。  

■ 高齢 者 が持 つ技 術・ 知識 や 経験 をい か して いく た め、シ ル バー 人材 セ ンタ ー

と連 携し 、 匠の 技術 伝 承を はじ めと し た生 きが い活 動 を促 進し ま す。（★ ）  

②高齢者によるコミュニティ・ビジネスの促進  

■ 高齢 者 が主 体と な るコ ミュ ニテ ィ・ ビ ジネ スに よ る相 互の 助 け合 いビ ジネ ス

の起 業を 促 進し ます 。（★ ）  
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３．子育て支援  
 
【現状と課題】  

町内 の五 つ の公 立保 育 所、二 つ の民 間保 育 園で は、 社会 環境 の 変化 に伴 い 多様

化す るニ ー ズに 対応 し た保 育サ ービ ス を提 供す ると と もに 、子 育 てに 関す る悩 み

相談 への 対 応も 行い 、 子育 てと 仕事 の 両立 を支 援し て いま す。 ま た、 町で は小 学

生を 対象 に した 学童 保 育を 実施 し、 放 課後 児童 の健 全 育成 を図 っ てい ます 。  

子ど もを 取 り巻 く環 境 は、核 家 族化 、少 子 化、 ライ フス タ イル の変 化等 に より

大き く変 動 して いま す 。特 に、 急速 な 少子 化の 進行 に より 、将 来 の地 域社 会の 運

営や 住民 生 活全 体へ の 深刻 な影 響が 懸 念さ れ、 子育 て 環境 を改 善 し少 子化 を抑 制

する 観点 か ら、 社会 が 一体 とな って 総 合的 な少 子化 対 策へ の取 り 組み を推 進す る

こと が緊 急 の課 題と な って いま す。この た め平 成 15年に は 次世 代育 成 支援 対策 推

進法 が制 定 され 、そ れを う けて 本町 で は、平成 17年 度に「 次世 代育 成支 援 対策 行

動計 画 （ みの ぶ子 育 て応 援プ ラン ） 」を 策定 し、 家 庭、 学校 、 地域 、企 業、 行

政等 がそ れ ぞれ の役 割 のも と、 一体 と なっ てす べて の 家庭 に対 す る子 育て 支援 を

推進 して い ると ころ で す。  

平成 22年 度か ら は、後 期 計画 に掲 げて い る 様々 な事 業 を効 果的 か つ効 率的 に推

進す るた め 、子 ども の 福祉 と保 健に 関 する 業務 等を 一 体的 に取 り 組む 体制 の整 備

に努 める 必 要が あり ま す。 また 、様 々 な活 動団 体が 連 携す る子 育 て支 援ネ ット ワ

ーク の充 実 を図 る必 要 があ りま す。  

近年、 家 庭や 学校 に おけ る児 童 虐待 やい じ めが、 痛 まし い事 件 に発 展す る 事例

が発 生し て おり 、こ れ らを 未然 に防 ぐ 対策 も重 要な 課 題に なっ て いま す。  

また 、離 婚等 に よる 母子 ・父 子世 帯 等が 増 加し てお り、 子 育て への 支援 を はじ

め、 生活 の 安定 と自 立 に向 けた 援護 を して いく 必要 が あり ます 。  
   
【基本方針】  

 

 

 

 
 
【施策体系】  
 

(１ )保 育 所 機 能 の 充 実  【 1-1-3-1】 

(２ )子 育 て 支 援 体 制 の 充 実  【 1-1-3-2】 

３ ． 子 育 て 支 援  【 1-1-3】  

(３ )援 護 対 策 の 充 実  【 1-1-3-3】 
 
【施策】  
 
(１)保育所機能の充実 

①仕事と両立できる環境整備  

■ 保護 者 の多 様な 就 労形 態や 緊急 の 事情 等に 対応 し た延 長保 育、 一時 保 育、 障  

「次 世代 育 成支 援対 策 行動 計画  （ みの ぶ 子育 て応 援 プラ ン ）」の着 実な 推 進

を 図 る と と も に 、 関 係 部 署 や 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 な ど と の 連 携 強 化 に よ り 、

総合 的な 子 育て 支援 体 制の 充実 を進 め ます 。  
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害児 保育 な ど、子育 てと 仕 事を 両立 でき る 環 境づ くり の 充実・拡 大に 努 めま す 。 

②保育所の統廃合  

■ 地区 的 なバ ラン ス や入 園児 の動 向 を踏 まえ た上 で、 保育 所の 統 合整 備に よ る

保育 サー ビ スの 充実 を 進め ます 。  

③幼保一体化の検討  

■ 保育 所 にお ける 幼 保一 体化 に向 け て取 り組 みま す 。  
 
(２)子育て支援体制の充実 

①相談機能等の整備  

■ 児童 相 談所 や保 育 所、学 校、 身 延町 子 育て 支援 セ ンタ ーな ど との 連携 を強 化

し、 子育 て 支援 のた め の相 談体 制の 整 備を 進め ます 。  

■ 乳幼 児 を持 つ親 の 不安 解消 を図 る ため 、既 存施 設の 活用 な どに より 、子 育 て

相談 や親 同 士、 子ど も 同士 の交 流が で きる 機能 を充 実 させ ます 。  

■ 子育 て 世帯 等の 抱 える 様々 な問 題 を解 決す るた め、 関係 機関 と の連 携を 図 り

なが ら、 相 談、 指導 の 充実 を図 りま す 。  

■ 児童 虐 待や いじ め に関 する 相談 窓 口な どの 設置 を 行い、 関係 機 関と 連携 し な

がら 、き め 細か なサ ポ ート に努 めま す 。  

②家庭教育の支援  

■ NPO や 地区 な どの 協力 を 得な がら 、親 子で 楽し め る体 験学 習 機会 の充 実な ど 、

次代 の親 の 育成 支援 を 推進 する とと も に、 家庭 教育 学 級な ど生 涯 学習 体系 にお

いて 家庭 教 育支 援の 取 り組 みを 進め ま す。  

③遊び場と安全確保  

■  公 園 緑 地 の 整 備 や 身 延 福 祉 セ ン タ ー の 児 童 館 運 営 な ど を 通 し て 遊 び 場 の 確

保を 進め る とと もに 、地 域で 子 ども 達を 見 守る 活動 を 促進 し、 子ど もの 安 全確

保を 進め ま す。  

④学童保育の充実  

■ 学校 施 設や 民間 施 設な どの 活用 を も検 討し なが ら、 障害 児の 受 け入 れな ど 運

営の 充実 を 進め ます 。  

⑤子育て支援対策の総合化  

■  家 庭 、 学 校 、 地 域 、 企 業 、 行 政 、 さ ら に 関 係 機 関 や 団 体 と の 連 携 を 強 化 し 、

子育 て支 援 のた めの 課 題解 決や 情報 交 換を 進め 、総合 的 な子 育て 支 援ネ ット ワ

ーク の充 実 を図 りま す 。  
 
(３)援護対策の充実 

①生活の支援  

■ 母子 ・父 子 世帯 の生 活 の安 定と 自立 に 向け て、 児童 扶 養手 当の 給 付、 ひと り

親家 庭等 医 療費 の助 成 、母子 寡婦 福祉 資 金 の活 用等 に よる 生活 支 援を 図る とと

もに 、職 業 訓練 の促 進 など によ る就 業 支援 を推 進し ま す。  

②相談・指導の充実  

■  ひ と り 親 家 庭 等 が 抱 え る 様 々 な 問 題 を 解 決 す る た め 、 関 係 機 関 と の 連 携 を図

りながら、民生委員・児童委員、母子相談員等の相談・指導の充実に努めます。 
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４．障害者自立への支援  
 

【現状と課題】  

本町 では 、障 害者 の 自立 と社 会 参加 の促 進 を図 るた め、 様々 な 取り 組み を 進め

てき まし た が、平 成 15年に は 障害 福祉 制度 の一 部が 、従来 の 措置 制度 か ら支 援費

制度 に移 行 し、 利用 者 自ら がサ ービ ス を選 択し 、事 業 者と 直接 に 契約 する 制度 に

なり まし た 。  

また 、平 成 18年 4月に 施 行さ れた 障 害者 自立 支援 法に よ り、 サー ビ ス提 供主 体

はを 市町 村 に一 元化 さ れ、 障害 の種 類 にか かわ らず 共 通の 制度 に よる ケア マネ ジ

メン トを 経 て福 祉サ ー ビス を提 供し 、 自立 と社 会参 加 を進 めて き まし た。 

また 、現 在 平成 24 年 4 月 以降 に つい て、 障害 者自 立 支援 法に 代 わる 新制 度の

導入 が検 討 され てい ま すが 、住 み 慣れ た地 域で 安心 し て自 立生 活 が送 れる よ う支

援体 制を 継 続す る必 要 があ りま す。 

その ため に は、 生活 の 場、 日中 活動 の 場、 就労 に向 け ての 支援 等 、福 祉サ ービ

スを 提供 す る事 業所 の 拡充 、障 害者 が 働け る地 元企 業 への 就労 開 拓、 障害 者へ の

差別 をな く し、 権利 を 擁護 する ため の 地域 住民 への 啓 発活 動な ど が課 題と なっ て

いま す。 

こう した 状 況の 中、 障 害者 基本 法に 基 づき 策定 した 身 延町 障害 福 祉計 画を 改め

て見 直す 必 要が あり 、 これ に基 づ いて 障害 保健 福祉 施 策の 総合 的 ・計 画的 な 推進

に取 り組 む 必要 があ り ます 。 

また 、次 期 障害 者福 祉 の新 制度 を円 滑 に導 入す るた め にも 、こ れ まで 以上 に在

宅の 障害 者 が住 みや す く、障 害が あっ て も地 域で 暮ら し たい とい う 思い を尊 重し 、

「施 設か ら 地域 」「 病 院か ら地 域」 へ の移 行が でき る よう 福祉 サ ービ スの 充実 を

図る 必要 が あり ます 。 

さら に、 風水 害の み なら ず東 海 地震 の被 害 が大 規模 と 予想 され る 本町 では 、東

日本 大震 災 の教 訓を も とに 災害 弱者・要援 護 者等 への 防 災、救出 体 制の 強化 など 、

安心 して 暮 らし てい け る環 境づ くり が 急務 とな って い ます 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )障 害 者 福 祉 施 設 の 充 実  【 1-1-4-1】 ４ ． 障 害 者 自 立 へ の 支 援  【 1-1-4】  

(２ )支 援 の 推 進  【 1-1-4-2】 

 

施 設 サ ー ビ ス の 充 実 に 努 め る と と も に 、 居 宅 サ ー ビ ス の 効 果 的 な 利 用 を 促 進

す る な ど 、 支 援 を 充 実 し ま す 。 ま た 、 社 会 参 加 ・ 交 流 を 促 進 し 、 ユ ニ バ ー サ ル

デザ イン を 理想 とし た 環境 づく りに 努 めま す。  
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【施策】  
 

(１)障害者福祉施設の充実 

①通所・入所施設の整備  

■ グル ー プホ ーム な どの 施設 整備 へ の支 援に 努め、 在 宅生 活が 困 難な 障害 者 の

施設 への 通 所及 び入 所 を円 滑化 しま す 。  

②活動・就労の場の確保  

■ 就労 す るこ とが 困 難な 障害 者に 対 し、 授産 指導 ・生 活指 導 を行 う小 規 模作 業

所の 運営 を 支援 し、 日中 活動 ・就 労 の場 を 確保 し、 自立 と 社会 参加 を促 進 しま

す。  
 

(２) 障 害 者 支 援の推進 

①障害者福祉計画の見直し 

■ 障害 者 福祉 対策 の 総合 的・計 画 的な 推 進を 図る た めの 指針 と なる 身延 町障 害

者福 祉計 画 を見 直し ま す。  

②障害者自立支援制度の運営  

■ 平 成 24 年 4 月以 降 、障 害者 自 立支 援 法に 代わ る 新制 度の 導 入に 向け 検討 さ

れて いる 途 中で あり ま すが、 当 面の 間、 一 部見 直し さ れた 現行 制 度の もと 、住

み慣 れた 地 域で 安心 し て自 立生 活が 送 れる 支援 体制 を 継続 する と 共に 、次期 障

害者 福祉 の 新制 度を 円 滑に 導入 し 、こ れ ま で以 上に 地 域移 行が で きる よう 福祉

サー ビス の 充実 を図 り ます 。  

③居宅サービスの充実  

■ ホー ム ヘル プサ ー ビス や移 動支 援、 コ ミュ ニケ ー ショ ン支 援、 障害 児 の一 時

預り サー ビ スな ど、 地域 で自 立 した 生活 を 送る こと が でき るよ う、 事業 を 拡充

しま す。  

■ 障害 者 の日 常生 活 の便 宜を 図る た め、 補装 具や 日 常生 活用 具 等の 福祉 機器 給

付サ ービ ス を充 実し ま す。  

④就労支援  

■ 公共 職 業安 定所 や 地元 企業 、関 係機 関 と連 携を 図 りな がら 、就 労支 援 を推 進

し、 障害 者 の福 祉的 就 労か ら一 般雇 用 への 移行 の促 進 に努 めま す 。  

⑤ユニバーサルデザイン環境づくり  

■ 公共 空 間の ユニ バ ーサ ルデ ザイ ン 化を 推進 する と とも に、住 環 境の 改善 を 支

援し ます 。  

■ スポ ー ツ大 会や 各 種教 室等 への 参 加を 促進 する と とも に、だ れ でも 参加 で き

る行 事の 開 催及 び環 境 づく りを 進め ま す。  

■ 積極 的 な広 報・ 啓発 活 動に より 、障 害 者へ の理 解 が一 層深 ま り、 障害 者に 対

して 抱き が ちな 差別 的 な意 識を なく し 、地 域で 生活 で きる よう に 努め ます 。  

⑥災害時における支援  

■ 災害 弱 者で ある 高 齢者 や障 害者 が、 災 害発 生直 後 の安 否の 確 認、救 出 及び 日

常 生 活 に 戻 る ま で の 間 等 に 十 分 な 配 慮 と 支 援 が 受 け ら れ る よ う な 方 途 を 関 係
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機関 と検 討 しま す。  
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第２節 快適な暮らし  
 

１．住宅・宅地の整備  
 

【現状と課題】  

本町 にお い ては 、若 者 の定 住化 を進 め る住 宅政 策が 課 題と なっ て おり 、中 部横

断自 動車 道 の開 通に よ る宅 地需 用 の拡 大も 想定 し、 宅 地分 譲な ど 定住 のた め の環

境整 備の 推 進が 急務 と なっ てい ます 。  

山間 部に お いて は、過疎 化 に伴 い相 当数 の 空 き家 が発 生 して おり 、防 災、景 観、

地域 活動 の 低下 など の 面で その 対 応が 課題 とな って い ます 。空 き 家所 有者 等 の理

解を 得て 、 田舎 暮ら し や農 業体 験 宿泊 施設 とし て空 き 家を 再利 用 する こと な どが

求め られ て いま す。 ま た、 近年 町 内に 土地 家屋 を所 有 して いる 町 外の 方か ら 町に

寄付 した い 、と の問 い 合わ せが 急増 し てい ます 。  

この よう な 物件 を町 が 一旦 受 領し 、土 地 家 屋を 求め て いる 方々 に 譲渡 する よ うな

シス テム の 検討 も必 要 な状 況と なっ て いま す。  

住宅 ・宅 地 の整 備は 、 定住 促進 を図 る 上で 重要 な位 置 付け にあ り 、町 保有 遊休

地の 利活 用 や宅 地分 譲 を進 める と とも に、 交通 条件 の 改善 や雇 用 ・就 労の 場 の創

出、 子育 て 世代 を対 象 とし た低 価 格住 宅の 整備 など 多 様な 施策 を 総合 的に 進 めて

相乗 効果 を 発揮 して い く必 要が あり ま す。  

また 、本 町 の多 自然 居 住環 境を いか し た、 ゆと りの あ る居 住環 境 の整 備に 向け

て、 新た な 宅地 分譲 を はじ め、 様 々な ニー ズに こた え る住 宅政 策 を検 討し て いく

必要 があ り ます 。  

また 、現 在 ある 公営 住 宅に つい ては 、 平 成 23 年 度 策定 の「 身 延町 公営 住 宅長

寿命 化計 画 」に 基づ き 整備 を進 め、 効 率的 な管 理運 営 を行 って い きま す。  

 高 齢化 が 一層 進む 中 で、 住宅 に おけ るユ ニバ ーサ ル デザ イン 化 など 高齢 者 等に

対応 した 住 宅整 備に つ いて 、普 及 ・啓 発を 行っ てい く 必要 があ り ます 。ま た 、東

日本 大震 災 によ る建 築 物の 倒壊 被 害に より 住宅 にお け る耐 震性 能 につ いて の 不安

と関 心が 高 まっ てい ま す。  

東海 地震 の 発生 が懸 念 され る中 、 町民 が安 心し て暮 ら せる よう 住 宅の 耐震 診 断の

必要 性に つ いて の啓 発 に努 めて い ます が、 一層 の耐 震 改修 の促 進 を働 きか け てい

く必 要が あ りま す。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 
 

 

「 身 延 町 公 営 住 宅 長 寿 命 化 計 画 」 に 基 づ く 町 営 住 宅 の 改 修 善 を 進 め ま す 。 ま

た 、 若 い 世 代 も 住 み や す い 宅 地 開 発 や 分 譲 を 促 進 し 、 更 に 空 き 家 等 の 利 活 用 を

進め 定住 ・ 新定 住化 を 図り ます 。  
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【施策体系】  
 

 

【施策】  

 

(１)住宅対策 

①住宅長寿命化計画の推進 

■ 平成 18 年に 制定 さ れた 住生 活 基本 法 によ って 、 住宅 政策 は 維持 管理 や増 改

築な どに よ る良 質な 既 存住 宅の 充実 を 図る 方向 に転 換 しま した 。厳 しい 財政 状

況 の 下 、 効 率 的 か つ 円 滑 に 老 朽 化 し た 町 営 住 宅 等 を 運 営 管 理 す る た め 、「 身 延

町公 営住 宅 長寿 命化 計 画」に 基 づく 公営 住 宅ス トッ ク の長 寿命 化 を図 り、 ライ

フサ イク ル コス ト ＊ ） の 縮減 に つな げて いき ます 。  

②安心・安全な居住環境の普及  

■ 地域 に 根ざ した 住 宅施 策の 展開 を 基本 に、高 齢化 の 実情 に即 し た住 宅の ユ ニ

バー サル デ ザイ ン化 や 建物 の安 心 ・安 全 に 配慮 した 住 まい の普 及 を働 きか けて

いき ます 。  

■ 耐震 診 断の 必要 性 につ いて の啓 発 と耐 震改 修の 促 進に 引き 続 き努 めま す。  

③町営住宅の改修  

■  町 営 住 宅 に つ い て は 、「 身 延 町 公 営 住 宅 長 寿 命 化 計 画 」 に 基 づ く 改 修 等 の 適

切な 対策 を 順次 進め て いき ます 。  

■ 管理 運 営の 効率 化 を図 るた めの 指 定管 理者 制度 の 導入 の検 討 を進 めま す。  

④集落再編への対応  

■ 山間 部 集落 にお い て移 転を 希望 す る地 区が ある 場 合は、 集落 再 編整 備等 に よ

る住 宅・ 宅 地の 受け 皿 づく りを 検討 し ます 。  

⑤ 若者 世 帯 向け 低 価 格住 宅 の 整備  

■ 町内 に 定住 を検 討 して い る若 者世 帯 に 貸与 する 低 価格 な住 宅 の整 備を 検 討し

ます 。  

 

 (２)宅地の開発 

①宅地の開発、分譲 

■ 定住 化 対策 、少 子化 対 策、 子育 て支 援 対策 等と も 連携 しな が ら、 だれ もが 住

みや すい 宅 地開 発と 分 譲を 促進 しま す 。  

■ 町が 保 有し てい る 遊休 宅地 の有 効 利用 を検 討し て いき ます 。  

(１ )住 宅 対 策  【 1-2-1-1】 

(２ )宅 地 の 開 発  【 1-2-1-2】 

１ ． 住 宅 ・ 宅 地 の 整 備  【 1-2-1】  

(３ )空 き 家 等 の 利 活 用  【 1-2-1-3】 
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(３)空き家等の利活用 

①空き家情報の収集と提供  

■  地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ と 連 携 し て 防 災 対 策 を 含 め て 空 き 家 の 再 利 用 に つ い て 調

査検 討を 進 めま す。  

■ 全国 的 な田 舎暮 ら し情 報提 供機 関 等へ の情 報提 供 を進 め、空 き 家等 を活 用 し

た 季 節 居 住 や 週 末 居 住 な ど 、 都 市 住 民 の 田 舎 居 住 ニ ー ズ に こ た え る た め の 相

談・ 情報 提 供に 努め ま す。（★ ）  

■ 空き 家 利用 の窓 口 とな る情 報バ ン クの 充実 など、 空 き家 の利 活 用や 定住 化 を

促進 する 対 策の 検討 を 進め ます 。（★ ）  

■  町 が 保 有 す る 遊 休 施 設 や 寄 附 を 受 け た 建 物 な ど を 低 価 格 に よ り 提 供 す る こ

とを 検討 し てい きま す 。  

②空き店舗利用等の検討  

■ 商業 ・観 光 振興 対策 と も連 動し なが ら 、空 き家 や空 き 店舗 利用 対 策、 不動 産

流通 の促 進 に向 けた 方 策を 検討 しま す 。  
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２．水道施設の整備  
 

【現状と課題】  

本町 では 、町 営 の簡 易水 道事 業 10及 び組 合 管理 の簡 易 水道 15、山間 地等 の 小規

模給 水施 設 （町 営 4、組 合 33施設 ） によ り飲 料水 の供 給 を行 って い ます 。簡 易水

道の 水源 地 は山 間地 の 谷間 から の取 水 が多 いた め、 豪 雨時 等の 濁 りな ども 発生 す

る状 況に あ り、 さら に 小規 模給 水施 設 は高 齢化 等も 進 み、 その 適 切な 維持 管理 が

困難 にな り つつ あり ま す。  

今後、 安 定供 給や 適 切な 維持 管 理を 行う た め、簡 易 水道 の統 合 整備 が必 要 とな

りま す。 ま た、 全町 民 に安 全で 十分 な 水を 供給 する た め、 未普 及 地域 の解 消を 図

る施 設整 備 が必 要で す 。さ らに 、老 朽 化し た施 設や 送 配水 管の 更 新が 重要 な課 題

であ り、 地 震災 害対 策 の観 点か らも 施 設の 早期 の更 新 や改 良が 必 要と なっ てい ま

す。  

こう した 基 盤整 備は 、多 額の 費 用と 時間 が 必要 とな る ため、 長 期的 展望 に たっ

た需 給計 画 を検 討の 上 、計 画的 かつ 効 率的 に施 設整 備 を進 めて い くこ とが 必要 で

す。  

水道 事業 の 経営 は、 独立 採算 が 法制 度化 さ れて いま す が、水 源 地が 遠い な ど施

設整 備に 多 額の 費用 を 要し 、加 えて 既 存施 設の 改築 更 新、 新た な 施設 の建 設、 水

源の 確保 、 未普 及地 域 の解 消と いっ た 課題 等を 多く 抱 え、 厳し い 事業 運営 を迫 ら

れて いま す 。今 後、 水 道整 備計 画を 踏 まえ 、経 営の 効 率化 や料 金 体系 の適 正化 等

を進 め、 公 営企 業と し て経 営の 健全 化 に努 める 必要 が あり ます 。  

なお、 家 庭の 井戸 は 災害 時の 有 効性 を踏 ま え、水 質 管理 の徹 底 によ り維 持 して

いく こと が 望ま れま す 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )水 道 施 設 整 備 の 推 進  【 1-2-2-1】 ２ ． 水 道 施 設 の 整 備  【 1-2-2】  

(２ )水 道 事 業 の 運 営  【 1-2-2-2】 

 

水道 需給 計 画（水 道整 備計 画 ）の抜 本的 な 見直 しを 進 めな がら 、水源 の 確保 、

水 道 施 設 の 整 備 と 統 合 整 備 を 図 り 、 安 全 で 質 の 高 い 水 を 供 給 し ま す 。 ま た 、 水

道事 業経 営 の健 全化 に 努め ます 。  
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【施策】  
 

(１)水道施設整備の推進 

①水道整備計画の見直し  

■ 水道 事 業計 画の 基 礎と なる 需給 計 画（ 水道 整備 計 画） につ いて は、 将 来動 向

等の 状況 を 勘案 しな が ら抜 本的 見直 し を図 る中 で統 合 整備 を推 進 しま す。  

②水源の確保  

■ 水源 地 の保 全を 図 ると とも に、 安 定し た水 源確 保 に努 めま す 。  

③水道施設の整備  

■ 需給 計 画に 基づ き 水道 施設 の整 備 と統 合整 備を 推 進し ます 。  

■ 安全 で 質の 高い 水 を供 給す るた め に、 老朽 化し た 送配 水管 及 び浄 水施 設等 を

計画 的か つ 効率 的に 整 備、 更新 しま す 。  

④未普及地域の対策  

■ 未普 及 地域 につ い ては 、そ の解 消に 努 め、 地理 ・地 形的 に 給水 区域 へ 包含 で

きな い地 域 につ いて は 、小規 模給 水施 設 と して 水の 確 保と 濁り 除 去な どの 施設

整備 、管 理 運営 の方 向 につ いて 対策 を 検討 しま す。  

 

(２)水道事業の運営 

①経営の健全化  

■ 計画 的 かつ 効率 的 な事 業運 営を 行 い、 経営 の健 全 化を 図る と とも に、 地区 間

及び 将来 の 水道 使用 者 の負 担が 公平 と なる よう に努 め ます 。  
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３．下水道施設の整備  
 

【現状と課題】  

本町 の公 共 下水 道は 、平成 3年 か ら身 延町 特 定環 境保 全 公共 下水 道 事業（ 帯 金 ・

塩之 沢処 理 区） 、平 成 8年か ら 身延 町公 共下 水道 事業 （ 角打 ・丸 滝 処理 区） 、平

成 14年か ら身 延 町特 定環 境 保全 公共 下 水道 事業（ 中富 処理 区 ）、平 成 21年 から 身

延町 公共 下 水道 事業（身 延 処理 区）、平 成 22年か ら 身延 町特 定 環境 保全 公 共下 水

道（ 下部 処 理区 ）が 供 用を 開始 して い ます が、 接続 ・ 水洗 化の 過 程に あり ます 。  

農業 集落 排 水施 設整 備 事業 は上 之平 地 区 、小規 模集 合 排水 処理 施 設整 備事 業は

北川 地区 で 実施 し、 接 続率 ・水 洗化 率 とも 100%と なっ てい ます 。  

下水 道は 、生 活 環境 の改 善、 公共 用 水域 の 水質 保全 を 図り 、快 適な 生活 を 確保

する 上で 重 要な 社会 基 盤で す。 今後 、 公共 下水 道整 備 区域 内の 水 洗化 率を 高め る

とと もに 、 下水 道事 業 の計 画的 な拡 張 整備 、浄 化槽 の 普及 促進 な ど、 長期 的観 点

から 町域 全 体の 生活 排 水対 策が 必要 で す。  

その ため 、 各地 区の 実 情を 考慮 し、 経 済性 を基 に「 身 延町 生活 排 水処 理計 画 」

（平 成 22年 12月）を 策定 し、公 共下 水道 、農業 集落 排 水処 理、浄化 槽 等の 区域 を

明確 にし 、 今後 の生 活 排水 処理 の方 向 付け をし てい ま す。  

この 計画 に 基づ いて 、社 会資 本 整備 総合 交 付金 及び 国 庫補 助金 を 活用 し、 公共

下水 道や 浄 化槽 の整 備 を計 画的 に進 め てい きま す。 整 備に あた っ ては 、長 期の 整

備期 間と 多 くの 事業 費 を要 する こと か ら、 長期 的な 展 望に たち 、 計画 的に 進め て

いく 必要 が あり ます 。  

下水 道汚 泥 の処 理対 策 とし て 、発 生汚 泥 を 資源 とし て 活用 を図 る 必要 性か ら肥

料化 等の リ サイ クル の 推進 に取 り組 ん でき まし たが 、 今後 さら に 循環 型社 会の 構

築を 図る 観 点か ら、 そ の促 進に 意を 注 ぐこ とが 必要 で す。  

事業 経営 に つい ては 経 営環 境を 様々 な 角度 から 分析 を 行い 、経営 改 善を 実施 す

ると とも に 、受 益と 負 担の 適正 化の 検 討を 行い 、経 営 の健 全化 を 図っ てい くこ と

が必 要で す 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )生 活 排 水 処 理 施 設 の 整 備 推 進  【 1-2-3-1】 ３ ． 下 水 道 施 設 の 整 備  【 1-2-3】  

(２ )下 水 道 事 業 の 運 営  【 1-2-3-2】 

「 身 延 町 生 活 排 水 処 理 計 画 」 に 基 づ い て 、 公 共 下 水 道 、 農 業 集 落 排 水 処 理 、

浄 化 槽 等 の 区 域 に 応 じ た 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 下 水 道 事 業 経 営 の 健 全 化 に 努

めま す。  
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【施策】  
  

(１)生活排水処理施設の整備推進 

①生活排水処理計画の推進  

■ 「身 延町 生 活排 水処 理 計画 」に 基づ い て、 長期 的な 視 点か ら、 計画 的 で効 率

的な 生活 排 水処 理を 推 進し てい きま す 。  

■  集 合 処 理 と し て 下 山 処 理 区 に つ い て は 、 地 域 の 実 情 等 を 勘 案 す る 中 で 今 後 、

検討 して い きた いと 考 えま す。   

■  そ の 他 の 区 域 は 、 浄 化 槽 市 町 村 整 備 推 進 事 業 （ 市 町 村 設 置 型 ）、 浄 化 槽 設 置

整備 事業 （ 個人 設置 型 ）に より 段階 的 な浄 化槽 の普 及 促進 を図 り ます 。  
 

(２)下水道事業の運営 

①下水道加入の促進  

■  公 共 下 水 道 整 備 区 域 に お け る 下 水 道 加 入 の 促 進 を 図 る た め 、 助 成 制 度 等 の

PR と制 度の 充実 を 推進 しま す。  

②経営の健全化  

■ 整備 施 設の 維持 管 理の 充実 、水 洗化 の 普及 促進 な どに より 、効 率的 な 事業 運

営の 推進 を 図り 、経 営 の健 全化 に努 め ます 。  

■ 処理 汚 泥を 原料 と する 堆肥 化等 へ の活 用の 推進 を 図り ます 。  
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第３節 安心な暮らし  
 

１．防災対策の強化  
 

【現状と課題】  

本町 は、 日本 三大 急 流の 一つ で ある 富士 川 の氾 濫や 、急 峻な 山 間部 とそ の 谷間

に沿 って 集 落が 点在 す る地 形に よる 、 土石 流、 地滑 り 、山 地崩 壊 など 、災 害の 発

生す る可 能 性が 非常 に 高い 地形 条件 に あり ます 。東 海 地震 につ い ては 地震 対策 強

化地 域に も 指定 され て おり 、被 害想 定 の甚 大さ や地 震 発生 の切 迫 性に より 、防 災

に対 する 関 心が 高ま っ てい ます 。ま た 、武 力攻 撃事 態 等に 対処 す る国 民保 護法 の

成立 に伴 い 、本 町に お いて も「 身延 町 国民 保護 計画 」 を策 定し 、 態勢 づく りを 進

めて いま す 。  

「身 延町 地 域防 災計 画」では 、町 とし ての 防 災体 制の 強 化、地 域 防災 力の 向上 、

災害 時要 援 護者 対策 の 三つ をキ ーワ ー ドと して 、災 害 に強 いま ち づく りを 目指 し

ます 。ま た 、平 成 23年 3月 11日に 発 生し た東 日本 大震 災 は、 これ ま での 各自 治体

が策 定 した 防災 計 画の 想 定を は るか に超 え た未 曾 有の 災害 を もた ら した こ とか ら 、

国や 県の 動 向を 踏ま え 、本 町の 計画 も 抜本 的見 直し を 早急 に進 め 防災 体制 の整 備

に努 めま す が、 本町 の 有す る地 域特 性 や、 観光 地、 過 疎化 とい っ た社 会特 性に 加

え、 高齢 者 、障 害者 な どの 「災 害時 要 援護 者対 策」 を 踏ま え、 さ らに 検討 を進 め

てい く必 要 があ りま す 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )災 害 防 止 対 策 の 推 進  【 1-3-1-1】 １ ． 防 災 対 策 の 強 化  【 1-3-1】  

(２ )地 域 防 災 体 制 の 強 化  【 1-3-1-2】 

 

【施策】  
 

(１)災害防止対策の推進 

①未然防止と被害の軽減  

■ 土砂 災 害の 未然 防 止や 河川 護岸 施 設の 被害 の軽 減 を図 るた め、 防災 パト ロ ー

ルの 実施 や 点検 を充 実 させ、 急 傾斜 地崩 壊 対策 事業 や 砂防 堰堤 の 整備、 河 川改

あ ら ゆ る 災 害 に 対 し 、 町 と し て の 防 災 組 織 強 化 、 地 域 防 災 力 の 向 上 、 災 害 時

要 援 護 者 対 策 の 三 つ を キ ー ワ ー ド と し て 、 行 政 、 防 災 関 係 機 関 、 消 防 団 、 自 主

防災 組織 、 住民 が役 割 分担 を明 確に し 、災 害に 強い ま ちづ くり を 目指 しま す 。  
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修な ど関 連 機関 と連 携 し防 災施 設の 整 備を 推進 して い きま す。  

ま た 、 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 作 成 し 危 険 箇 所 、 避 難 場 所 を 周 知 徹 底 し 、

避難 体制 の 確立 を図 り ます 。  

■ 洪水 時 にお ける 富 士川 浸水 状況 や 避難 所な どの 情 報に 加え、 山 間地 も含 む 全

町的 な土 砂 災害 によ る 危険 箇所 、地 滑り 危 険箇 所、 急傾 斜地 崩 壊危 険箇 所 など

を記 載し た 富士 川洪 水 ハザ ード マッ プ を町 民に 配布 し 、大雨 や洪 水 時に おけ る

速や かな 対 応に より 被 害の 軽減 を図 り つつ あり ます 。  

■ 森林 等 の適 切な 管 理を 推進 し、 土 砂災 害の 未然 防 止に 努め ま す。  

②国民保護対策  

■  武 力 攻 撃 や テ ロ 等 の 緊 急 事 態 に 対 処 す る た め 、「 身 延 町 国 民 保 護 計 画 」 を 基

本に 国・ 県、 各関 係 機関 との 連 携を 図り な がら 、組 織体 制 整備 や訓 練、 研 修等

の事 前対 策 や広 域的 な 対策 強化 に努 め ます 。  

 

(２)地域防災体制の強化 

①地域防災力の向上  

■ 災害 防 止及 び被 害 を軽 減す るた め 、ハ ザー ドマ ッ プ ＊ ） の 作成・配布 、教育 啓

発活 動や 訓 練等 によ り 防災 意識 の高 揚 を図 ると とも に、 初期 消 火や 避難 ・救 援

を行 う自 主 防災 組織 を 強化 し地 域防 災 力の 向上 を目 指 しま す。  

■ 防災 拠 点の 耐震 化・ 耐水 化 を進 める と とも に、 無料 耐震 診 断及 び耐 震 改修 の

推進 、家 具 の固 定な ど の普 及に より 減 災対 策を 進め ま す。  

■ 自主 防 災組 織に よ る集 落内 の避 難 所、 避難 路、 土砂 災 害等 の危 険 箇所 や、 障

害者 、独 居老 人 など の情 報を 記 載し た手 づ くり の「 防災 マ ップ づく り」 を推 進

しま す。 これ に より 、地 域の 個別 情 報の 確 認や 、災 害時 の 迅速 な初 期行 動 が可

能に なり 、 ひい ては 「 自主 防災 力の 向 上」 につ なげ て いき ます 。  

②防災体制の強化  

■ 国・ 県の 動 向を 踏ま え、 地 域防 災計 画 の検 証・ 修正 ・ 追加 等、 見直 し を推 し

進め ます 。  

■ 町及 び 防災 関係 機 関の 応急 対策 等 を確 実に 実施 す るた め、初 動 マニ ュア ル の

逐次 改訂 を はじ め、 事前 避難 ・避 難 勧告 ・ 避難 指示 の 基準 づく り など 行動 規定

を関 係機 関 と協 議し 作 成し ます 。  

■ 防災 行 政無 線施 設 の整 備充 実に 向 けた 検討 をさ ら に進 め、デ ジ タル 化に 向 け

た実 施計 画 を具 体化 さ せ 、非 常時 の情 報 伝 達手 段と し ての 活用 と 運用 体制 の強

化を 図り ま す。  

■ 応急 対 策を より 迅 速、的 確 に実 施す る ため に、 地震 等大 規 模災 害時 に 備え た

広域 的な 支 援体 制の 強 化、防 災 ボラ ンテ ィ アや 防災 リ ーダ ーの 育 成、企 業 等と

の協 力体 制 の充 実な ど を図 りま す。  

■ 警察、 消 防等 と連 携 して テロ 対 策に つ いて の研 究 や必 要な 訓 練な ど有 事へ の

備え を強 化 しま す。  
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③災害時要援護者対策  

■ 病院 、福 祉 施設 や自 主 防災 組織 、消 防 団、 関係 機関 と の相 互連 携 のも と、 観

光客 等も 含 む災 害時 要 援護 者対 策の 推 進を 図り ます 。  

■ 災害 時 にお ける 高 齢者 や乳 幼児 、傷 病 者及 び障 害 者等 の避 難、 救 援、 救急 救

助体 制づ く りを 強化 す ると とも に、 孤 立集 落対 策を 図 りま す。  
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２．保健・医療の充実  
 

【現状と課題】  

（保健）  

生活 環境 の 改善 や、 医学 の進 歩 によ り、 長 寿化 が進 み まし たが 、一 方で は 急速

な高 齢化 と とも に生 活 習慣 病の 増加 な どが 社会 問題 と なっ てい ま す。平 成 12年 に

は 、壮 年期 死亡 の 減少 と健 康 寿命 の延 伸 、生活 の質 の 向上 を目 的 とし た 21世紀 に

おけ る国 民 健康 づく り 運動（健 康日 本 21）が提 唱さ れ、一 人ひ とり の 健康 の向 上

に関 する 取 り組 みが 重 点と なっ てい ま す。  

本町 は、 全 国平 均を 大 きく 上回 る速 度 で高 齢化 が進 行 して いま す が、 成人 保

健・ 老人 保 健対 策の 推 進と して 、各 種 教室 や健 康相 談 など の高 齢 者の 健康 維持 へ

の取 り組 み に力 を入 れ てき まし た。  

健康 寿命 の 延伸 を図 る ため には、死 亡原 因の 約 6割 を 占め る生 活 習慣 病（ がん 、

脳卒 中、 心 疾患 など ） の発 症予 防と 、 早期 発見 のた め の健 康診 査 や健 康教 育な ど

の保 健事 業 の充 実強 化 が求 めら れて い ます 。  

こう した こ とを 背景 に、 子ど も から 高齢 者 まで のす べ ての 町民 が、 その 生 涯を

通じ て生 き 生き と充 実 した 生活 を営 む こと がで きる よ うに 、食 生 活、 生活 習慣 や

体力 面な ど のセ ルフ コ ント ロー ル能 力 を身 に付 け、 健 康課 題の 解 決に 向け た自 主

的な 活動 を 進め てい く ため の意 識啓 発 や健 康づ くり 活 動を 支援 す るこ とが 重要 に

なっ てい ま す。  

（医療）  

急速 に進 む 高齢 化や 慢 性疾 患の 増加 に よる 疾病 構造 の 変化 など 、町 民の 医療 に

対す るニ ー ズも 多様 化 、高 度化 して い ます 。  

本町 の医 療 機関 は、 現在 、身 延町 早 川町 組 合立 飯富 病 院、 公益 財団 法人 身 延山

病院 及び 医 療法 人財 団 交道 会し もべ 病 院、 開業 医 4、歯 科医 院 7、僻 地 診療 所 5が

あり 、地 域 医療 の質 の 向上 を目 指し て いま すが 、近 年 、産 婦人 科 、小 児科 の設 置

に対 する 要 望の 声も 出 てい ます 。飯 富病 院 に つい ては 地 域の 中核 医 療機 関と して 、

山間 地へ の 出張 診療 を 実施 する とと も に、 町営 バス ・ 乗合 タク シ ー・ 病院 の送 迎

バス 等で 通 院患 者の 交 通を 確保 して い ます 。  

今後 、高 齢化 の 急速 な進 展や 慢 性疾 患の 増 加に より 、保 健・ 医 療の 更な る充 実

が求 めら れ る中、健康 で 安心 して 暮 らせ るよ う、保 健・医療・福祉 の 連携 のも と 、

地域 にお け る保 健・ 医 療の 充実 に努 め るこ とが 大切 で す。  

休日 急患 対 策で は、 現 在 、 一 次 救 急 医 療 か ら 三 次 救 急 医 療 ま で の そ れ ぞ れ が 、

医療 機能 に 合わ せて 的 確に 対応 して い ます 。ま た、 小 児救 急医 療 事業 を実 施し て

いま す。  

（国民健康保険）  

国民 健康 保 険に つい て は、高 齢 化の 進行 及 び高 度先 進 医療 機器 の 充実 等、 医療

内容 の高 度 化に より 、 医療 費が 増大 し 、医 療費 の適 正 化が 課題 と なっ てい ます 。

その ため 、 診療 報酬 明 細書 等（ レセ プ ト） の点 検や 適 正な 受診 等 への 啓発 を進 め

てい ます が 、今 後と も 、国 民健 康保 険 制度 に対 する 理 解を 高め る とと もに 、財 政
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基盤 の安 定 化対 策を 強 化す る必 要が あ りま す。  

平成 20年 度か ら、特に 医 療費 増大 要因 と な って いる 生 活習 慣病 の 予防 のた めの

「特 定健 康 診査 」や 「 特定 保健 指導 」 を実 施す るこ と が法 的に 保 険者 に義 務付 け

られ たこ と から 、策 定 した 「特 定健 康 診査 等実 施計 画 」に 基づ き 実施 し必 要に 応

じて 見直 し をお こな い ます 。  

 

【基本方針】  

 

 

 
 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )保 健 事 業 の 推 進  【 1-3-2-1】 

(２ )健 康 づ く り 活 動 の 促 進  【 1-3-2-2】 

(３ )地 域 医 療 体 制 の 強 化  【 1-3-2-3】 

(４ )保 健 ・ 医 療 と 福 祉 等 の 連 携  【 1-3-2-4】 

２ ． 保 健 ・ 医 療 の 充 実  【 1-3-2】  

(５ )国 民 健 康 保 険 制 度 の 推 進  【 1-3-2-5】 
 
【施策】  
 
(１)保健事業の推進 

①母子保健対策  

■ 各種 の 学級 開催 や 乳幼 児健 診を は じめ 、母 親父 親と して の 意識 啓発 、育 児 相

談体 制の 強 化な ども 含 めた 母子 保健 対 策を 推進 しま す 。  

②生活習慣病予防  

■ 健康 診 査や 健康 教 育、栄 養 指導 など の 保健 事業 を 推進 する と とも に、 生涯 を

通じ た健 康 づく り事 業 を福 祉や 教育 な ど 、様々 な分 野 と連 携し 実 施す るこ とに

より 生活 習 慣病 予防 に 努め ます 。  

■ 生活 習 慣病 予防 健 診、生 活 習慣 病予 防 教室 、転 倒予 防教 室 など 成人 保 健対 策

を推 進し ま す。  

③感染症予防対策  

■ 予防 接 種、結 核 検診 など 感 染症 予防 対 策を 推進 す ると とも に、 関係 機 関と 連

携し 、そ の 他の 感染 症 に対 し早 期に 対 応で きる 体制 の 整備 に努 め ます 。  

④歯科保健対策  

■ 学校 保 健と の連 携 をは じめ 、乳 幼児 か らの 歯科 検 診、フ ッ 素塗 布と フ ッ素 洗

口を 進め 、青 年期・壮 年期・老 人期 の生 涯 に わた る歯 科 保健 対策 を 推進 しま す 。  

⑤心の健康づくり  

■ 広域 的 な専 門相 談 体制 との 連携 を とり 、講演 会な ど の普 及啓 発 事業 をは じ め

保 健 ・医 療 と 福 祉 等 の 連携 を 図 り な が ら 、 住 民 の健 康 維 持 ・ 増 進 を図 る 保 健

事 業 を推 進 し な が ら 、住 民 の セ ル フ コ ント ロ ー ル能 力 を 高 め 、 自主 的 な 健 康 づ

く り 活動 を 促 進 し ま す。 ま た 、 関 係 機 関と の 連 携を 図 り 、 地 域 医療 体 制 の 充 実

に努 めま す 。  
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とし た、 ラ イフ ステ ー ジに 応じ た心 の 健康 づく り事 業 を推 進し ま す。  
 
(２)健康づくり活動の促進 

①健康づくり意識の浸透  

■ 福祉 ・教 育・ 産 業等 の様 々 な分 野に お いて 、関 係団 体 との 連携 ・協 力 を推 進

しな がら 、町 民自 らの 健 康づ くり 意識 を 高 める ため の 啓発 と情 報 提供 を充 実し

ます 。  

②町民の主体的な健康づくりの推進  

■ 健康 づ くり 協議 会、 保健 推 進員 など を 中心 とし た 団体 の育 成 支援、 健 康づ く

りの 自主 活 動グ ルー プ の育 成と 活動 支 援を 進め ます 。  

■ 家庭 、学 校 、職 場、 地域 に おい て、 健 康の 保持 ・増 進 を図 る町 民 の主 体的 な

健康 づく り 活動 を促 進 しま す。  
 
(３)地域医療体制の強化 

①中核病院の充実  

■ 飯富 病 院な ど中 核 病院 につ いて は、 安 全で 質の 高 い医 療サ ー ビス を提 供す る

ため 、医療 安 全管 理体 制 の充 実や 広域 的 連 携の 視点 を 踏ま えた 高 度医 療機 器の

整備 充実 を 図る とと も に、医 療 技術 向上 の ため 教育 、研 修 の充 実の 促進 、遠 隔

地等 の地 域 医療 サー ビ スの 充実 に努 め ます 。特に 定住 対 策の 観点 か らも 産婦 人

科、 小児 科の 設 置を 検討 する 必 要が あり ま す。 また 、よ り安 定 的か つ効 率的 な

病院 経営 ・ 組織 の在 り 方に つい てそ の 方向 性を 検討 し ます 。  

②町民に身近な医療の確保  

■ 関係 機 関と の連 携 を図 りな がら 町 民に 身近 な医 療 を行 う、 かか りつ け 医、 か

かり 付け 薬 局の 定着 を 促進 しま す。  

③急患対策  

■ 各医 療 機関 及び 関 係団 体の 協力 を 得て 、小児 急患 診 療や 休日 急 患対 策の 維 持、

強化 を図 り ます 。  

④後期高齢者医療制度の推進  

■ 平成 20 年度 から 後 期高 齢者 医 療制 度 が発 足し 後 期高 齢者 医 療広 域連 合と 連

携を 図る 中 で業 務の 適 切な 運営 を推 進 しま す。  
 
(４)保健・医療と福祉等の連携 

①連携体制の強化  

■ 保健 ・ 医療 ・福 祉 の連 携と 分担 を 基礎 とし た「 身 延町 高齢 者 保健 福祉 計画 」

を推 進す る とと もに 、各 関係 機 関の 専門 的 ・技 術的 な機 能 をい かし なが ら、 地

域に おけ る 保健 ・医療 と 福祉 等の 密接 な 連 携に よる 相 乗効 果の 発 揮に 努め ます 。 

 

(５)国民健康保険制度の推進 

①広報・啓発の強化  

■ 町広 報 誌の 「保 健だ よ り」・「国 保だ よ り」 など を通 じ て、 国民 健康 保 険制 度

や適 正受 診 等に つい て の広 報・ 啓発 を 推進 しま す。  
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②事業運営の安定  

■ レセ プ トの 点検 体 制の 強化 、高 医療 費 等の 分析 を 進め なが ら、 国民 保 健事 業

の円 滑か つ 適正 な運 営 の確 保、 及び 国 民健 康保 険財 政 の安 定化 を 図り ます 。  

■ 医療 費 適正 化対 策 等に 係る 特別 対 策事 業を 計画 的 に推 進す る こと によ り、 国

民健 康保 険 事業 の安 定 化に 努め ます 。  

■ 「特 定健 康診 査 等実 施計 画」に 基づ いた「特 定健 康診 査」や「 特定 保 健指 導」

を進 め、 生 活習 慣病 の 予防 に努 めま す 。  
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３．消防・救急の充実  
 

【現状と課題】  

本町 の消 防･救 急 活動 にお ける 体 制は 、峡南 広域 行政 組 合消 防本 部・中 部消 防 署

と身 延町 消 防団 によ り 組織 され 、緊密 に 連携 を図 りな が ら活 動を 推 進し てい ます 。 

適切 な消 防 活動 の推 進 に向 けて 、常 備 消防 であ る峡 南 広域 行政 組 合に おい ては

消防 施設 や 機械 器具 装 備等 の計 画的 な 整備･充実 に努 め てい ます が 、建 築 技術 や生

活様 式の 高 度化 等に 伴 い危 険度 の 高い 多様 な災 害も 想 定さ れ、 更 なる 装備 の 充実

を図 って い く必 要が あ りま す。  

消防 団に つ いて は、 1 団、 10 分 団 44 部 、 860 名（ 条 例定 数） で 組織 され 、地

域で の消 防 活動 や火 災 予防 啓発 活 動を 行っ てい ます 。 団員 の中 に は町 外へ の 就業

者も 多く 、 日中 に消 防 団員 が不 足 する こと や人 口の 減 少と 、高 齢 化な どに よ り団

員の 確保 が 難し くな っ てい るこ と など が課 題で す。 こ うし たこ と から 訓練 等 を通

じて 、団員 個々 の実 働 能力 を向 上 させ ると と もに 、消防 施設･装備 の一 層 の整 備を

図る 必要 が あり ます 。  

救急 ・救 命 活動 は、 中 部消 防署 、下 部 分駐 所に 救急 車 を配 備し 業 務に あた って

いま す。 交 通事 故の 増 加や 高齢 化 の進 展等 によ り、 出 動は 年々 増 加傾 向で 、 さら

に救 急、 救 助の 要請 は 増大 する 可 能性 があ りま す。 こ うし た変 化 に迅 速か つ 的確

に対 応で き るよ うに 体 制強 化を 図 る必 要が あり ます 。 また 、救 急 隊到 着前 の 町民

によ る応 急 手当 の重 要 性や その 知識 の 普及 啓発 が必 要 とな って 来 てい ます 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 
 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )消 防 体 制 の 充 実  【 1-3-3-1】 ３ ． 消 防 ・ 救 急 の 充 実  【 1-3-3】  

(２ )救 急 体 制 の 充 実  【 1-3-3-2】 

 

常備 消防 、消防 団 とも に 、生 活 様式 の変 化 等に よる 、災害 の 多様 化に 対 応し

うる 装備 の 充実 を図 る とと もに、町 民に 対 して 火災 予 防、防 火意 識 の啓 発を 進

めて いき ま す。  

救命 率の 向 上を 図る た め、装 備・施 設の 近代 化・高度 化を 推進 す ると とも に 、

救急 救命 士 の養 成、救急 隊員 の 育成 を進 め ます 。ま た、住民 に応 急 救護 、救 急

協力 の重 要 性の 認識 を 広め てい きま す 。  
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【施策】  
 

(１)消防体制の充実 

①防火対策と防火啓発活動の充実  

■ 防火 対 象物 や危 険 物施 設へ の予 防 査察 を強 化す る とと もに、 住 宅用 火災 警 報

器の 設置 の 啓発 など 、住 宅、 施設 の 防火 対 策を 推進 し、 火 災の 未然 防止 及 び火

災時 にお け る拡 大防 止 、被 害の 軽減 を 図り ます 。  

■ 火災 予 防運 動、年 末 年始 特別 警 戒を は じめ とし た 各種 啓発 事 業等 の実 施に よ

り、 住民 の 火災 予防 、 防火 意識 の向 上 を図 りま す。  

②消防施設、資機材の充実  

■  特 殊 火 災 や 大 規 模 火 災 な ど 火 災 原 因 の 変 化 に も 対 応 で き る 防 災 対 策 の 推 進

に向 け、 広域 消防 並 びに 消防 団 の消 防車 両 や各 種資 機 材の 整備 充 実を 図り 、消

防体 制の 強 化に 努め ま す。  

■ 消火 活 動を 円滑 に し、被 害 を軽 減す る ため 、東 海地 震等 も 踏ま えた 耐 震性 の

機能 を持 っ た防 火水 槽 等の 整備 を計 画 的に 推進 しま す 。  

■ 消防 無 線の デジ タ ル化 に対 応す べ く、 県及 び峡 南 広域 管内 各 町と 歩調 を合 わ

せ、 実現 に 向け た取 り 組み を推 進し ま す。  

③消防団の活性化  

■ 若手 を 中心 に団 員 の加 入促 進を 図 ると とも に、消 防 施設 及び 資 機材 の近 代 化

を目 指し 、機 動性 あ る消 防施 設 整備 に努 め 、魅力 あ る効 率的 な 組織 体制 づ くり

を目 指し ま す。 また 、 自主 防災 組織 と 連携 した 活動 を 推進 しま す 。  

 

(２)救急体制の充実 

①救急体制の充実  

■ 救命 率 の向 上を 図 るた め、 峡南 広域 行 政組 合消 防 本部 にお け る各 種装 備、 資

機材 、施 設の 近 代化 ・高 度化 を 推進 する と とも に、 救急 救 命士 の養 成、 救 急隊

員の 育成 、人 命 救助 のた めの 訓 練を 強化 し 、ま た、 医療 機関 と の連 携強 化に 努

め、 救助 活 動の 充実 を 図り ます 。な お 、平 成 24 年度 か らの 県の ド クタ ーヘ リ

導入 に伴 う 緊急 発着 場 の整 備を 進め ま す。  

②応急救護の重要性  

■ 自動 体 外式 除 細動 器（ AED）を 公 民館 、集 客施 設 等に 配 備し 、機 器 を用 い た

応急 手当 を 普及 させ る など、 町 民に 対す る 救命 講習 の 拡大、 救 急協 力体 制 の充

実を 目指 し ます 。  
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４．交通安全対策の充実  
 

【現状と課題】  

交通 量の 増 加、 運転 者の 高 齢化 、飲 酒・ 酒 気帯 び運 転、 運 転中 の携 帯 電話 の使

用、 後部 座 席を 含む シ ート ベル ト・ チ ャイ ルド シー ト の着 用率 の 低迷 、道 路へ の

急な 飛び 出 しな ど、 運 転者 ・歩 行者 の 交通 モラ ルの 低 下等 によ っ て、 交通 事故 発

生要 因は 増 加傾 向に あ りま す。 また 、 子ど もや 高齢 者 など 交通 弱 者の 交通 事故 の

増加 が懸 念 され ます 。  

本町 にお い ては、 地 理的 に公 共 交通 機関 が 不足 して い る状 況に あ り、住 民 生活

の自 動車 依 存度 は非 常 に高 くな って い ます 。本町 では 交 通事 故防 止 に向 けて 、「 身

延町 交通 安 全計 画」 に 基づ き、 安全 施 設設 置な ど、 道 路交 通環 境 の改 善を 図る ほ

か、行 政、町民、関係 機 関が 一体 と なっ て、交通 安全 対 策の 推進 に 努め てい ます 。  

今後 とも 、道 路 を管 理す る 国・ 県・ 町に 加 え、 地域 や警 察 など 交通 関 係団 体と

連携 しな が ら、 歩道 、 カー ブミ ラー 、 防護 柵等 の安 全 対策 を講 じ 、交 通事 故の 未

然防 止に 努 めて いく 必 要が あり ます 。 また 、関 係機 関 と連 携し 、 一人 ひと りに 正

しい 交通 ル ール とマ ナ ーを 習慣 付け る とと もに 、運 転 者、 子ど も 、高 齢者 等に 対

する 交通 安 全教 育を 徹 底す る必 要が あ りま す。  

 

【基本方針】  

 

 
 

 

【施策体系】  
 

(１ )交 通 安 全 施 設 等 の 整 備  【 1-3-4-1】 ４ ． 交 通 安 全 対 策 の 充 実  【 1-3-4】  

(２ )交 通 安 全 教 育 と 啓 発  【 1-3-4-2】 

 

【施策】  
 

(１)交通安全施設等の整備 

①道路交通環境の改善  

■ ガー ド レー ル・ 防護 柵 や歩 道の 整備 、 山間 部に お ける 車輌 待 避所 の設 置、 カ

ーブ ミラ ー 設置 要望 に 対し ての 材料 支 給・ 新設 など 、道 路交 通 環境 の改 善 を進

め、 交通 事 故防 止に 努 めま す。  

交 通 安 全 施 設 の 整 備 な ど 道 路 交 通 環 境 の 改 善 を 図 る と と も に 、 関 係 機 関 と の

連携 によ り 、交 通安 全 教育 ・啓 発活 動 を推 進し ます 。  
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(２)交通安全教育と啓発 

①交通安全指導の充実 

■ 地域 に おけ る交 通 安全 指導 の充 実 を図 るた め、 交通 安全 協 会、 交通 安全 母 の

会等 の活 動 を積 極的 に 支援 し、 地域 ぐる み の交 通安 全 思想・ 意 識の 啓発 と 高揚

に努 めま す 。  

②交通安全教育の推進  

■ 保育 所・ 園 や学 校、 家 庭、 地域 など と の連 携を 図 り、 幼児 や児 童 ・生 徒、 高

齢者 など へ の交 通安 全 教育 を強 化し ま す。  

③運転者への啓発  

■ 交通 安 全関 係団 体 の活 動を 通じ て、 交 通ル ール ・モ ラ ル・ マナ ーの 向 上へ の

啓発 を図 り ます 。  

■ チャ イ ルド シー ト の着 用徹 底を 図 るた め、乳 幼児 用 チャ イル ド シー トの 貸 出

や着 用の 必 要性 の啓 発 など によ り、 着 用率 の向 上に 努 めま す。  

■ 警察 な ど交 通安 全 関係 機関 と町 、 地域 、飲 食店 等 とが 連携 ・ 協力 し、 飲酒 ・

酒気 帯び 運 転の 徹底 追 放を 進め ます 。  

④交通安全運動  

■ 春、 夏、 秋、 年 末年 始等 の 交通 安全 運 動を 中心 に、 住 民の 運動 へ の積 極的 な

参加 と理 解 ・協 力を 得 て、 運動 趣旨 の 徹底 と推 進体 制 の充 実を 図 りま す。  

■ 交通 安 全期 間中 な どで 県外 車輌 に 対す る交 通安 全 指導 を行 い、 交通 安全 意 識

の徹 底に 努 めま す。  
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５．防犯対策の充実  
 

【現状と課題】  

近年 、犯 罪の 広 域化 、多 様化 、凶 悪 化に よ り、 女性 や社 会 的弱 者で あ る子 ども

達や 高齢 者 を狙 った 犯 罪が 増加 して い ます 。「 安全 安 心な まち づ くり 」を 進め る

中で 防犯 対 策は 、重 要 な課 題の 一つ で す。  

この ため 本 町で は、 平 成 18年 2月 よ り青 色防 犯パ トロ ー ルカ ーを 継 続し て運 行

して いま す 。地 域に お いて も、 小学 生 の登 下校 時に 地 域の 有志 や スク ール ガー ド

によ る見 守 りや 、一 緒 に登 下校 する な どの 取り 組み が 行わ れて い ます 。  

また 、近 年 、地 域防 犯 の要 であ る駐 在 所に つい て警 察 官駐 在箇 所 が削 減さ れた

り、 平成 19 年 4 月 か らは 本町 全 域が 南部 警察 署の 管 轄と なっ た こと から 、こ れ

まで 以上 に 地域 に密 着 した 警察 の 迅速 な対 応を 行う 体 制を 要請 し てい く必 要 があ

りま す。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )防 犯 啓 発 活 動 の 推 進  【 1-3-5-1】 

(２ )死 角 の 排 除  【 1-3-5-2】 

５ ． 防 犯 対 策 の 充 実  【 1-3-5】  

(３ )地 域 防 犯 活 動 の 推 進  【 1-3-5-3】 

 

【施策】  

 

(１)防犯啓発活動の推進 

①防犯教育・啓発  

■ 保育 所・園・小 学校・中学 校・高 等学 校 での 防犯 教 育の 推進 を 図る とと もに 、

警 察 署 等 関 係 団 体 の 協 力 を 得 て 高 齢 者 行 事 な ど の 際 に は 積 極 的 に 防 犯 へ の 啓

発活 動を 進 めま す。  

■ 防災 行 政無 線を 活 用し た情 報提 供 をは じめ、 防犯 に 関す る幅 広 い情 報の 提 供

に努 めま す 。  

防犯 活 動の 基 本は 、 警察 で あり 地域 に 密着 し、 迅 速か つ 機動 力 のあ る 警察 活

動を 行う 体 制を 強く 要 望し てい きま す 。  

住民 の 防犯 意 識へ の 高ま り を背 景と し て、 子ど も たち や 高齢 者 の教 育 ・啓 発

活動 を 警察 署 等の 関 係機 関 と協 力し て 進め 、住 民 によ る 防犯 活 動を 更 に推 進し

ます 。  
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(２)死角の排除 

①死角箇所の認識と排除  

■  犯 罪 を 未 然 に 防 ぐ た め 、 住 民 が 主 体 的 に 防 犯 マ ッ プ を 作 成 す る な ど に よ り 、

まず 死角 と なる 箇所 を 認識 し、 死角 を 排除 する 方策 を 講じ るよ う 努め ます 。  

■ 防犯 灯 設置 への 支 援を 図り 、地 域 の安 全環 境の 改 善に 努め ま す。  

 

(３)地域防犯活動の推進 

①住民活動への支援 

■ 各種 犯 罪を 未然 に 防ぐ ため 、各 種防 犯 組織 との 連 携を 図る と とも に、 住民 活

動に 必要 な 助言 と協 力 など 、支 援に 努 めま す。  

②地域に根ざす警察の強化  

■ 地域 住 民の 防犯 活 動に は限 界が あ るこ とも 事実 で す。地 域の 防 犯活 動の 要 で

ある 、警察 官 の増 員や 適 正配 置を 所管 警 察 署を 通じ て 県警 察本 部 へ継 続し て強

く要 望し て いき ます 。  

■  駐 在 し な く な っ た 駐 在 所 へ の 警 察 官 の 再 配 置 を 強 く 要 望 し て い く と と も に 、

警察 官の パ トロ ール 強 化 と 住 民 ・ 地 域 に 密 着 し た 防 犯 啓 発 活 動 を 要 請 し ま す 。 

③児童生徒の安全確保  

■ 地域 ボ ラン ティ ア の協 力を 得て 、登 下 校時 にお け るス クー ル ガー ド活 動な ど

によ り、 児 童生 徒の 安 全確 保を 図り ま す。  
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第２章 うるおいの環境を保全する（環境保全） 

 

第１節 みどりの継承  
 

１．自然・みどりの保全  
 

【現状と課題】  

本町 では 、山 梨県 自 然環 境保 全 条例 に基 づ き自 然環 境 保全 地区 と して、 七 面山

自然 保存 地 区（ 身延 ） が指 定さ れ、 さ らに 自然 記念 物 とし て、 栃 代川 上流 のハ コ

ネサ ンシ ョ ウウ オ及 び 生息 地（ 栃代 ） 、反 木川 上流 の ヨコ グラ ノ キ（ 八坂 ）、 早

川橋 のモ ク ゲン ジ林 （ 遅沢 ）、 一宮 賀 茂神 社の サカ キ 林（ 下山 ） 、小 原島 貝化 石

（粟 倉） が 指定 され て いま す。 町で は こう した 価値 あ る自 然資 源 につ いて その 保

全を 図っ て いま す。 ま た、 本栖 湖西 岸 は本 町東 端に 位 置し てお り 、富 士箱 根伊 豆

国立 公園 に 指定 され て いま す。 この 地 域は 富士 山麓 に 位置 し、 現 在本 町を 含め た

富士 山周 辺 自治 体と 山 梨県 、静 岡県 が 中心 とな り、 富 士山 世界 文 化遺 産登 録に 向

けた 活動 を 進め てい ま す。  

こう した 自 然公 園区 域 にあ って は 、町 民 を はじ め多 く の来 訪者 が 優れ た自 然環

境に ふれ あ い、 自然 環 境に つい て学 び 考え 、高 い認 識 を持 てる よ う、 適切 な事 業

の推 進と 保 全を 図る 必 要が あり ます 。  

本町 の集 落 周辺 の自 然 環境 の大 半は 、地 域 の人 々に よ って 守り 育 てら れて きた

里山 や農 地 から なっ て いま す。 これ ら はか つて 多様 な 生物 生息 空 間を 形成 して き

まし たが 、 近年 の生 活 様式 の変 化な ど によ り、 里山 の 必要 性が 薄 れ人 の手 が入 ら

なく なっ た ため 、荒 廃 する 里山 や耕 作 放棄 地が 増加 し 、山 際を 中 心に 有害 鳥獣 に

よる 深刻 な 農作 物被 害 をも たら して い ます 。  

この ため 、里 山や 農 地な どの 身 近な 自然 環 境に あっ て は、こ れ らが 持つ 多 面的

な機 能を 保 全す るた め 、農 林業 の振 興 を図 ると とも に 、ボ ラン テ ィア の活 用な ど

新し い保 全 管理 の手 法 を導 入す るこ と が求 めら れま す 。  

また 、本 町で は 地域 の住 民の 努 力に より 、 一色 地域 の ホタ ルの 里 をは じめ 、町

内各 地に ホ タル が自 生 する 環境 があ り ます 。こ れら は 、都 市住 民 の間 で自 然指 向

が高 まる 中 で、 観光 客 も多 く集 まる 地 域の 魅力 の一 つ とな って い ます 。  

こう した 、身 近な 自 然の 保全 活 動が 広が る よう、 地 域住 民が 主 体と なっ て 行う

自然 学習 や 環境 改善 活 動な どを 促進 し 、活 動が 継承 さ れる よう に 努め る必 要が あ

りま す。  
 

【基本方針】  

 

 

 

豊か な自 然 環境 を守 り 育て なが ら 、環 境保 護 施策 を推 進 する とと も に、自然 環

境を 人々 の 交流 ・観 光 ・学 習の 場、 健 康保 健・ 休養 の 場と して 活 用し ます 。  
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【施策体系】  
 

(１ )自 然 保 護 対 策 と 保 全 管 理 の 推 進  【 2-1-1-1】 １ ． 自 然 ・ み ど り の 保 全  【 2-1-1】  

(２ )フ ィ ー ル ド ミ ュ ー ジ ア ム づ く り  【 2-1-1-2】 

 

【施策】  

 

(１)自然保護対策と保全管理の推進 

①自然保護の重要性の啓発  

■ 自然 保 護の 重要 性 や必 要性 につ い て、 あら ゆる 機 会を 通じ て、 その 啓 発に 努

めま す。  

②水辺環境の保全  

■ ホタ ル の里 づく り 事業 を進 める と とも に、 河川 や水 路に つ いて は、 治水 機 能

のほ か、生き もの の 生息 空間 とし て の役 割を 重視 し、整備・改 修に あた っ ては 、

水辺 環境 の 保全 に努 め ます 。  

③周辺の緑の保全  

■ 周辺 の 緑を 町民 の 散策 や子 ども の 遊び 場、 また、 学 校に おけ る 環境 教育 の 場

など とし て 活用 する た め、 町民 主体 の 保全 活動 を支 援 しま す。  

■ 身近 な 里山 や農 地 等は 農林 業の 振 興に よっ て保 全 を図 るこ と を基 本と し、 生

物 多 様 性 の 保 全 や 景 観 の 保 全 を 図 る た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 受 け 入 れ な ど 、

新し い担 い 手の 確保 や 保全 管理 手法 に つい て検 討し ま す。  

④自然環境の保全管理  

■ 自然 環 境の 多面 的 機能 の保 全と 活 用を 図る ため 、町 民を は じめ 、都 市住 民 な

ど が 自 然 に 親 し む 場 と し て の 森 林 の 整 備 を 推 進 す る と と も に 、 ビ オ ト ー プ ＊ ）

（生 物生 息 空間 ）の 保 全等 、自 然環 境 の適 切な 保全 管 理を 進め ま す。  

■ 町民 の 自然 環境 に 対す る理 解を 深 め、 環境 保全 に 積極 的に 関 わっ てい くこ と

がで きる よ う 、環 境ボ ラン テ ィア 団体 、NPO 等の 活動 団体 と 連携 し 、自 然 環境

を知 り、 保 全管 理手 法 等を 学ぶ 機会 の 充実 や指 導者 の 育成 を推 進 しま す。  

（★ ）  
 

(２)フィールドミュージアム＊）づくり 

①体験フィールドづくり  

■ 多様 な 自然 環境 を 活用 し、豊 か な自 然 環境 を舞 台 に体 験学 習 がで きる フィ ー

ルド ミュ ー ジア ム機 能 を整 備し ます 。  

②エコツーリズム＊）プログラムの提供  

■ 環境 ボ ラン ティ ア 団体、NPO 等 と 連携 し、フ ィ ール ドミ ュ ージ アム 機能 を 活

用し た自 然 環境 講座 や 体験 イベ ント の 開催 など を通 じ て 、エ コツ ー リズ ムプ ロ

グラ ムを 提 供し ます 。（★ ）  
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２．自然との共生  
 

【現状と課題】  

地球 温暖 化 やオ ゾン 層 の破 壊を はじ め とす る地 球環 境 問題 、有害 化 学物 質問 題

等が 顕在 化 し、 その 対 応が 求め られ て いま す。 京都 議 定書 の発 効 によ り、 日本 に

おい ては 地 球温 暖化 の 原因 とな る温 室 効果 ガス の排 出 量を 2008年（平 成 20年 ）～

2012年（ 平 成 24年）に かけ 、基準 年と な る 1990年（ 平成 2年 ）より 6%削減 す るこ

とが 定め ら れま した 。 また 、 2009年 （平 成 21年） 9月 、鳩 山 内閣 総理 大 臣が 国際

会議 の場 で 、温 室 効果 ガス 排 出量 を 2020年 まで に 25％削 減（ 1990年比 ）する こと

を明 言い た しま した 。 本町 では 「身 延 町地 球温 暖化 対 策実 行計 画 」を 策定 し、 こ

れに 基づ い て削 減に 取 り組 んで いま す 。複 雑化 ・多 様 化す る環 境 問題 に対 応し て

いく ため 、 生活 環境 ・ 自然 環境 の保 全 、省 資源 、省 エ ネル ギー 、 廃棄 物処 理、 町

民意 識の 啓 発な ど総 合 的視 点に 立っ た 環境 関連 施策 を 計画 的に 推 進す るた め、 環

境基 本条 例 や環 境基 本 計画 の策 定を 進 める 必要 があ り ます 。  

本町 では 、バ イ オマ ス ＊ ）資 源 の活 用と して 、町 内 NPOによ る 生ご み飼 料化 に よ

る養 鶏、 峡 南衛 生組 合 の堆 肥化 事業 、 また 、竹 炭組 合 によ る竹 炭 づく り等 が進 め

られ 、環 境 に関 連し た 事業 が地 域の 活 性化 の一 役を 担 う重 要な 取 り組 みと なっ て

いま す。  

今後 もこ う した 循環 型 社会 の形 成に 向 けた 活動 を拡 大 し 、環 境に や さし い生 活

を営 める よ う自 然と 共 生し たま ちづ く りを 推進 して い くこ とが 必 要で す。さら に 、

新た な自 然 エネ ルギ ー 資源 の活 用と し て、 太陽 光、 太 陽熱 、風 力 、水 力、 バイ オ

マス 等の 活 用や 、省 エ ネル ギー を意 識 した 生活 様式 を 取り 入れ て いく こと が望 ま

れま す。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )地 球 環 境 保 全 へ の 取 り 組 み  【 2-1-2-1】 

(２ )環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 と 保 全 活

動 の 推 進  

【 2-1-2-2】 

２ ． 自 然 と の 共 生  【 2-1-2】  

(３ )環 境 に や さ し い 資 源 活 用  【 2-1-2-3】 

 

地 球 温 暖 化 対 策 に 率 先 し て 取 り 組 む と と も に 、 環 境 重 視 の ま ち づ く り の 強 化

に向 けた 総 合的 な指 針 を樹 立し てい き ます 。ま た、環境 教育・環 境 学習 を進 め 、

環境 保全 活 動を 促進 し ます 。  
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【施策】  
 

(１)地球環境保全への取り組み 

①環境にやさしいまちづくり  

■ 多様 化 する 環境 問 題に 対処 する た め、 町民 、事 業者 、行 政 が一 体と な って こ

れに 取り 組 み、 環境 に やさ しい まち づ くり を進 めま す 。  

②地球温暖化対策  

■ 「身 延町 地 球温 暖化 対 策実 行計 画」 に 基づ いた 、省 資 源、 省エ ネル ギ ー、 リ

サイ クル な どの 環境 に 配慮 した 取り 組 みを 行政 自ら が 率先 して 実 行し 、さら に

事業 所、 住民 へと つ なげ るこ と によ り、 地 球温 暖化 に 対す るさ ら なる 取り 組み

を推 進し ま す。  

 

(２)環境教育・環境学習と保全活動の推進 

①環境教育・環境学習の推進  

■ 町民 ・事 業 者・ 行政 の環 境 に対 する 意 識の 高揚 を 図る ため 、学 校 教育 や生 涯

学習 、地 域の コ ミュ ニテ ィ活 動 との 連携 を 図り なが ら、 環 境教 育・ 環境 学習 を

進め ます 。  

②環境保全活動の展開  

■ 身近 な 環境 保全 活 動に 自主 的に 取 り組 む町 民、 事業 者等 に、 必 要な 資料 や 情

報な どを 提 供し 、そ の 活動 を支 援し ま す。  
 

(３)環境にやさしい資源活用 

①地域資源の有効活用  

■ 地下 水、 雨水 等 の利 用を は じめ 、既 存 湧出 温泉 の 活用 事業 な ど地 域資 源の 活

用を 進め ま す。  

②クリーンエネルギーの活用  

■ 身延 町 地域 新エ ネ ルギ ービ ジョ ン（初 期 ビジ ョン ）を元 に、太陽 光 、太 陽熱 、

風力、 水 力、 バイ オマ ス 等の 地域 に合 っ た クリ ーン エ ネル ギー 導 入の 可能 性を

検討 しま す 。  
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第２節 環境の保全  
 
１．ごみ処理・リサイクル  
 

【現状と課題】  

環境 問題 が 地球 規模 に まで 拡大 する 中 で、 身近 な地 域 にお いて も、 町民 の 生活

様式 の見 直 しか ら地 域 の経 済・ 社会 シ ステ ムの 環境 適 合型 への 転 換ま で、 総合 的

な施 策が 求 めら れて い ます 。  

本町 にお い ては 、循環 型 社会 の構 築を 目 指 した 地域 づ くり を進 め てい ると ころ

であ り、 特 にご み問 題 につ いて は、 分 別収 集に よる 可 燃ご み減 量 対策 や資 源化 を

図っ てい ま す。 今後 と もさ らに 、ご み の減 量化 、一 般 廃棄 物の 適 正処 理に 向け て

研究 ・検 討 を進 めて い く必 要が あり ま す。  

平成 12年 12月 に 開始 され た 資源 ごみ 回収 事 業は、住 民の 協力 に より 回収 量も 増

加し 、平 成 22年 度に おい て は、 古紙 296ｔ、 ペッ トボ ト ル 26ｔ。 平成 18年度 から

分別 収集 を 開始 した 2品 目に お いて は、 その 他プ ラス チ ック 製容 器 包装 83ｔ 、ミ

ック ス紙 156ｔが 収集 さ れ、 可燃 ゴ ミの 減少 につ なが っ てい ます 。 

この よう な 中で、 町 民の ごみ の 分別 やリ サ イク ルに 対 する 関心 も 高ま り、 各家

庭で 取り 組 むこ との で きる 活動 が盛 ん に行 われ てお り 、環 境に 対 する 意識 の高 揚

が見 られ ま す。 

しか し、生活 環境・様 式の 変 化に 伴い、排 出 され るご み は多 様化 の 傾向 にあ り、

平成 22年 度に お いて 、一 般 家庭 から の 可燃 ごみ は減 少 した とは い え 2,736ｔ が収

集・ 処理 さ れて いま す 。な お、 ごみ 収 集は 、指 定の ご み袋 によ り 収集 ステ ーシ ョ

ン方 式で 行 って いま す が、 可燃 ごみ の 中に 不燃 ごみ や 水き りの さ れて いな い生 ご

みな どが 混 入さ れて お り、 これ が焼 却 炉の 能力 低下 や 設備 の故 障 の原 因の 一つ と

なっ てい る ため 、さ ら に分 別の 徹底 を 呼び かけ る必 要 があ りま す 。分 別収 集は 、

各家 庭で の 取り 組み が 最も 重要 な要 素 であ るこ とか ら 、引 き続 き 広報 ・チ ラシ 等

によ る啓 発 活動 を行 い 、分 別の 徹底 を 図る とと もに 、 リサ イク ル 事業 を推 進し て

いく 必要 が あり ます 。  

収集 され た ごみ は、 本 町外 2町 で構 成し てい る峡 南衛 生 組合 の処 理 施設 にお い

て処 理さ れ てお り、 ご み処 理施 設で は 、ご みピ ット へ のＥ Ｍ活 性 液投 入に よる 消

臭や 害虫 駆 除な ど EM活性 液 によ る環 境 浄化 を図 って い ます 。ま た、峡南 衛 生組 合

では 、生 ごみ 堆 肥化 事業 を 行っ てお り、EMを活 用し た 地域 循環 シ ステ ムに 取り 組

んで いま す 。  

下水 道整 備 や合 併処 理 浄化 槽の 普及 に より 、し尿 の搬 入 量は 年々 減 少傾 向に あ

りま すが 、 まだ 整備 に は相 当期 間を 要 する こと から 、 峡南 衛生 組 合で は老 朽化 し

た処 理施 設 を整 備し 、 適正 な処 理体 制 の確 立と 施設 の 充実 を図 り 生活 環境 保全 の

向上 に努 め てい ます 。 

 

【基本方針】  

 

 循 環 型 社 会 の 構 築 を 目 指 し 、 ご み の 減 量 化 と 資 源 化 な ど へ の 取 り 組 み を 強 化

する とと も に、 広域 的 な連 携に よる 一 般廃 棄物 の適 正 処理 を推 進 しま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )ご み 減 量 、 資 源 リ サ イ ク ル の 推 進  【 2-2-1-1】 １ ． ご み 処 理 ・ リ サ イ ク

ル  

【 2-2-1】  

(２ )し 尿 の 収 集 ・ 処 理 の 推 進  【 2-2-1-2】 
 
【施策】  
 
(１) ごみ減量、資源リサイクルの推進 

①ごみの減量化・資源化意識の高揚  

■ 町民 、事 業者 、行 政が 一 体と なっ て ごみ の減 量化・資 源化 に 取り 組む た めに 、

簡易 包装 や マイ バッ グ の奨 励な ど 、身 近 な リサ イク ル 活動 を推 進 しな がら 意識

の高 揚を 図 りま す。  

②分別収集や収集システムの改善  

■ 効果 的 なリ サイ ク ルシ ステ ムの 確 立に 向け、 資源 ご みの 分別 収 集や 収集 シ ス

テム の改 善 等に つい て、峡 南衛 生組 合 及び 構成 2 町と と もに 、研 究・検 討を 行

い、 ごみ の 減量 化を 推 進し ます 。  

③一般廃棄物の適正処理  

■ 一般 廃 棄物 処理 計 画の 策定 に向 け 、峡 南衛 生組 合 及び 構成 2 町 と連 携を 図 り

なが ら研 究・ 検討 を 行い 、地 域環 境の 保 全 に留 意し た 一般 廃棄 物 の適 正処 理を

推進 しま す 。  

④生ごみ処理の普及  

■ 家庭 に おけ る生 ご み処 理の 普及 を 図る ため 、地 域 での EM 講習 会等 の開 催 を

支援 しま す 。  

■ 生ご み 排出 ゼロ を 目指 し、 峡南 衛 生組 合の 生ご み 堆肥 化事 業や NPO 法 人 エ

コク ラブ み のぶ、 地 域ボ ラン テ ィア グル ー プな どの 活 動を いか し、 かつ 連 携し

なが ら、 生ご み 処理 によ る土 壌 改良 剤、 肥 料、 発酵 飼料 等 への 資源 化を 促 進し

ます 。（★ ）  

⑤最終処分場の検討  

■ 広域 対 応に よる 最 終処 分場 の確 保 につ いて 検討 を 行い ます 。  

 

(２)し尿の収集・処理の推進 

①し尿の収集  

■  収 集 業 者 に 対 す る 一 般 廃 棄 物 処 理 業 の 許 可 に あ た っ て は 厳 正 な 審 査 を 行 う

とと もに 、 適正 な収 集 運搬 を維 持で き るよ う指 導を 図 りま す。  

②し尿の処理  

■ 地域 の 環境 保全 を 推進 する ため に、 峡 南衛 生組 合 にお ける 適 正な し尿 処理 を

継続 しま す 。  

③浄化槽の管理  

■ 浄化 槽の 適 正な 保守 ・ 管理 につ いて の 情報 提供 など に 努め ます 。 
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２．環境衛生・美化活動  
 

【現状と課題】  

ごみ のポ イ 捨て、 不 法投 棄な ど が町 の美 観 を損 ない 、生 活環 境 を悪 化さ せ てい

ます 。快 適 な生 活環 境 を維 持し てい く ため には 、町 民 自ら が地 域 に対 する 環境 美

化意 識を 高 める こと が 大切 です 。  

本町 では ご みゼ ロ運 動 とし て、 景勝 地に お ける 本栖 湖 西岸 クリ ー ン大 作戦 、身

延山 クリ ー ン作 戦、 地 域に おけ る町 内 一斉 美化 運動 な どの 実践 活 動を 展開 して き

まし た。 ま た、 地区 、 学校 、事 業所 な どの 地域 清掃 活 動に 対し 、 回収 作業 や処 理

手数 料等 を 負担 する こ とな どに より 支 援し てい ます 。  

一方、 山 間地 や人 目 の付 かな い 場所 での 不 法投 棄は 後 を絶 たず 、対 策と し て不

法投 棄が 恒 常的 に行 わ れて いる 箇所 を ピッ クア ップ し 、不 法投 棄 防護 柵を 設置 す

ると とも に 、山 梨県 不 法投 棄監 視協 力 員や 町の 自然 環 境監 視員 な どの 協力 によ る

日常 生活 に おけ る監 視 活動 を進 めて い ます 。ま た、 公 用車 に不 法 投棄 、野 焼き 禁

止の ステ ッ カー を貼 付 し、職 員 によ る日 常 業 務の 範囲 内 での 監視 を 行っ てい ます 。 

本町 では 、県 生 活環 境保 全条 例、 そ の他 環 境関 連法 令 等に 基づ き、 公害 防 止に

取り 組ん で おり 、工 場 や事 業所 を起 因 とす る大 気汚 染 、水 質汚 濁 など は大 幅に 改

善さ れて い ます 。し か し、 生活 環境 ・ 様式 の変 化に 伴 う生 活騒 音 、河 川の 水質 汚

濁等 、町 民 の日 常生 活 に起 因す る生 活 型公 害の 改善 が 求め られ て いま す。  

現在 、町 内 では 約 1,100頭 の 犬が 登録 さ れ、 町の 集合 注 射や 病院 に おい て狂 犬

病予 防注 射 の接 種が さ れて おり 、今 後 も引 き続 き集 合 注射 実施 に より 接種 を促 し

てい く必 要 があ りま す 。昨 今、 犬・ 猫 につ いて の様 々 な苦 情が 寄 せら れて おり 、

野犬 につ い ては 捕獲 用 檻の 設置 によ り 対応 し、 また 、 飼い 犬・ 飼 い猫 につ いて は

適正 飼養 の 啓発 や県 関 係機 関に 協力 し 飼い 主に 対す る 指導 を行 っ てい ます が、 動

物飼 養 の責 務者 で ある 飼 い主 の モラ ルや 動 物愛 護 意識 の向 上 が求 め られ て いま す 。 

   

【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )環 境 美 化 対 策 の 充 実  【 2-2-2-1】 

(２ )公 害 防 止 対 策 の 推 進  【 2-2-2-2】 

２ ． 環 境 衛 生 ・ 美 化 活 動  【 2-2-2】  

(３ )動 物 管 理 指 導 の 推 進  【 2-2-2-3】 

町 民 参 加 に よ る 環 境 美 化 活 動 を 展 開 す る と と も に 、 不 法 投 棄 対 策 の 強 化 、 公

害防 止や 公 衆衛 生の 向 上対 策を 進め 、 快適 な生 活環 境 の維 持に 努 めま す。  
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【施策】  
 

(１)環境美化対策の充実 

①環境美化活動の展開  

■ 町民 参 加に よる 環 境美 化を 推進 す るた め、 啓発・ 実 践活 動を 展 開す ると と も

に、 道路 、 公園 、河 川 等の 公共 施設 に おけ る清 掃や 美 観の 保持 に 努め ます 。  

②不法投棄対策の強化  

■ 不法 投 棄防 止の た め、防 止柵 設 置や 監 視パ トロ ー ル体 制な ど の整 備を 進め る

とと もに 、 関係 機関 と 連携 した 対策 を 強化 して いき ま す。  
 

(２)公害防止対策の推進 

①環境監視と指導  

■ 大気 汚 染や 水質 汚 濁、 騒音 、振 動及 び 悪臭 等の 防 止の ため 、関 係 機関 と連 携

した 環境 監 視体 制、 指 導等 の強 化を 図 りま す。  

②生活型公害の防止  

■ 環境 教 育・ 環境 学 習 を 通 じ て 、 生 活 型 公 害 の 防 止 に 向 け た 啓 発 を 進 め ま す 。 

 

(３)動物管理指導の推進 

①狂犬病予防と管理指導  

■ 飼い 犬 につ いて の 登録、 狂 犬病 予防 接 種な ど、 動物 の適 正 な飼 養に つ いて 啓

発す ると と もに、 野 犬捕 獲な ど によ る、 公 衆衛 生の 向 上と 人と 動 物の 快適 な生

活環 境づ く りに 努め ま す。  
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第３節 美しい景観と憩いの環境  
 

１．景観の形成  
 

【現状と課題】  

本町 は景 勝 地と して 、身 延 山久 遠寺 （都 市 計画 法に お ける 、風 致地 区） 、 富士

箱根 伊豆 国 立公 園に 指 定さ れて いる 本 栖湖 、さ らに 山 梨百 名山 の うち 9山 （ハ 鉱

嶺 、七 面山 、身 延山 、富士 見 山 、蛾 ヶ岳 、三 方分 山 、竜 ヶ 岳 、毛 無山 、三 石山 ）、

さら に関 東 の富 士見 百 選と して 、本 町 北東 部（ 林道 折 八古 関線 、 本栖 湖） 及び 本

町西 部（林 道 富士 見山 線、身延 山）から の富 士山 景観 な どを 擁し、観 光を はじ め 、

参拝 、ト レ ッキ ング や 登山 など 多く の 人々 が訪 れて い ます 。ま た 、林 道開 設事 業

を進 めて い る三 石山 は 富士 川を 一望 で きる 景観 を誇 り ます 。本 町 のふ るさ と景 観

は、 農林 業 を中 心と し た先 人達 の営 み とと もに 、長 年 をか けて 形 成さ れて きま し

た 。歴 史や 伝統・文 化の 中で 培 われ た生 活の 景観 が 、自 然景 観 に溶 け込 む よう に、

それ ぞれ が 美し く調 和 して いま す。  

JR身延 駅 前に ある「し ょう に ん通 り」は、平成 元年 に 駅前 地区 商 店街 が主 体と

なり 「身 延 駅前 通り 街 づく り推 進協 議 会」 を結 成し 、 住民 と行 政 が一 体と なっ て

区画 整理 事 業に より 整 備さ れた もの で 、鎌 倉時 代を イ メー ジし た 街路 景観 で統 一

して いま す 。ま た、 門 内商 店街 も風 致 地区 内に 立地 し 、「 門内 活 性化 委員 会」 を

中心 に落 ち 着い た町 並 みづ くり と活 性 化に 取り 組ん で いま す。 下 部温 泉郷 にお い

ては 、「 下 部温 泉魅 力 づく り協 議会 」 を結 成し 、景 観 形成 住民 協 定に よる 景観 形

成に 取り 組 んで いま す 。  

その 他、 地 域の 自然 資 源 で あ る ホ タ ル や し だ れ 桜 、 国 指 定 史 跡 甲 斐 金 山 遺 跡 、

句碑 の里 な どを いか し 地域 の景 観形 成 に寄 与す る地 域 づく り活 動 が行 われ てい ま

す。  

こう した 自 然景 観、 農村 景観 、歴 史 文化 景 観等 が、 地域 の より 大き な魅 力 とな

るよ う身 延 町景 観計 画 を策 定す ると と もに 、身 延町 の 美し い景 観 を保 つた め、 身

延町 景観 条 例を 制定 し 、適 切な 景観 形 成や 誘導 に努 め ます 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )景 観 の 保 全 と 整 備  【 2-3-1-1】 １ ． 景 観 の 形 成  【 2-3-1】  

(２ )景 観 に 配 慮 し た 公 共 施 設 ・ 空

間 の 整 備  

【 2-3-1-2】 

豊 か で 多 様 な 自 然 環 境 を 背 景 に し た 美 し い ふ る さ と 景 観 の 保 全 を 図 り な が

ら、 景勝 地 の景 観形 成 活動 や公 共空 間 等の 景観 づく り を進 めま す 。  
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【施策】  
 

(１)景観の保全と整備 

①景観形成の保全  

■  身 延 町 景 観 計 画 及 び 身 延 町 景 観 条 例 に 基 づ い た 景 勝 地 の 景 観 保 全 や 美 し い

ふる さと 景 観を 継承 し てい きま す。  

②集落景観の整備  

■ 美し い 山岳・ 里 山に 立地 す る農 村集 落 景観 等に 代 表さ れる 自 然・田 園 景観 を

守り 育て て いく ため に、 農林 業 の振 興施 策 と連 携し た 景観 保全 、空 き家 や 廃屋

対策 を含 め た集 落景 観 の形 成に 努め ま す。  

③河川景観の保全  

■ 富士 川 水系 の良 好 な河 川景 観の 保 全を 図り ます 。  

 

(２)景観に配慮した公共施設・空間の整備 

①景観づくり事業  

■ 地域 拠 点景 観づ く り事 業な どに よ りホ タル の里 、句 碑の 里、 し だれ 桜の 里 等

の整 備を 進 めま す。  

■ 町民 に よる 主体 的 な景 観形 成活 動 への 支援 を図 り、 美し い景 観 づく りを さ ら

に推 進し ま す。  

■ 歴史 文 化景 観の 保 全を 図る ため 、景 観 形成 地区 の 指定 や町 並 み景 観整 備を 図

る事 業導 入 を推 進し ま す。  

②公共空間の景観づくり  

■ 周辺 環 境と 調和 し た公 共施 設等 の デザ イン や落 ち 着い た沿 道 景観 の整 備・ 誘

導に 努め ま す。  

③統一サインの整備  

■  景 観 計 画 に 基 づ く 統 一 サ イ ン な ど に よ り 地 域 特 性 を い か し た 景 観 の 創 出 を

図り ます 。  
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２．公園・憩いの空間整備  
 

【現状と課題】  

本町 には 、 道の 駅富 士 川 ク ラ フ ト パ ー ク 、 道 の 駅 し も べ ・ 下 部 農 村 文 化 公 園 、

湯町 ホタ ル 公園 など 交 流拠 点を 兼ね た 公園 をは じめ 、 住民 生活 に より 身近 な地 区

の小 公園 が あり ます 。  

公園 ・緑 地は 、ス ポ ーツ ・レ クリ エ ーシ ョ ン活 動や コ ミュ ニテ ィ 活動 の場 、交

流の 場で あ り、 快適 な 生活 環境 を創 出 する 機能 を有 し てい ます 。 その ため 、だ れ

もが 親し み 、憩 いと 安 らぎ の場 であ る 公園 の機 能を 適 切に 保持 し てい くた め、 特

に身 近な 公 園に つい て は、 住民 との 協 働に よる 効果 的 かつ 効率 的 な維 持管 理が 必

要と なっ て いま す。  

今後 、豊か な 自然 環境 に 包ま れた 多自 然 居 住空 間に 調 和す る居 住 環境 を整 備す

るた めに も 、公 園や 緑 地の 整備 を推 進 する とと もに 、 ユニ バー サ ルデ ザイ ンの 視

点に 立ち だ れも が利 用 しや すい 設備 の 整備 、効 率的 な 維持 管理 に 努め てい く必 要

があ りま す 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 
 

 

【施策体系】  
 

(１ )公 園 ・ 緑 地 の 整 備  【 2-3-2-1】 ２ ． 公 園 ・ 憩 い の 空 間 整

備  

【 2-3-2】  

(２ )地 域 協 働 の 管 理  【 2-3-2-2】 

 

【施策】  
 

(１)公園・緑地の整備 

①公園・緑地の整備と改善  

■ 定住 環 境の 整備 、観 光・ 交 流の 推進 と 連携 した 公 園・ 緑地 の整 備 を進 める と

とも に、 町 民ニ ーズ に 即し た質 の高 い 公園 とし て再 整 備に 努め ま す。  

②ポケットパーク＊）や小緑地の整備  

■ 住民 の 生活 によ り 身近 な公 園・ 緑地 の 整備 を進 め るた め、 集落 環境 の 整備 や

防災 対策 等 と合 わせ た ポケ ット パー ク や小 緑地 等の 整 備に 努め ま す。  

町 民 及 び 観 光 客 等 の 来 訪 者 の 憩 い と 交 流 の 場 、 防 災 面 を 考 慮 し た 公 園 等 の 整

備 と 有 効 活 用 を 進 め る と と も に 、 町 民 参 画 に よ る 整 備 と 地 域 協 働 の 維 持 管 理 を

促進 しま す 。  
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(２)地域協働の管理 

①町民参画による整備と維持管理  

■ 公園 の 計画 にお い ては、 町 民が 緑を 身 近に 感じ 、親 しめ る よう にワ ー クシ ョ

ップ ＊ ）等 へ の住 民参 画 を促 し 、地 域に 根 ざ した 公園 づ くり を町 民 とと もに 進め

てい きま す 。  

■ 身近 な 公園 への 愛 着心 を促 すた め に、 町民 ボラ ン ティ アや 地 区活 動等 の自 発

的な 活動 を 積極 的に 導 入し 、よ り効 率 的か つ効 果的 な 維持 管理 に 努め ます 。  
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第 3 章 発展の活力をつくり出す（基盤・産業） 

 

第１節 基盤の強化  
 

１．土地利用と開発  
 

【現状と課題】  

本町 は、東西 約 24km、南 北約 25kmに広 がる 304.83km 2の 面積 を 有し、山 梨県 の

6.8%を 占め てい ま す。 土地 利用 は 、宅 地 3.29km 2(1.1%)、農 用地 5.33km 2(1.7%)、

森林 243.41km 2(79.9%)、 その 他 52.80km 2(17.3%)とな って おり 、 宅地 や農 地 の割

合が 低く 、 森林 等の 占 める 割合 が高 く なっ てい ます 。  

近年 は、 国 道 52号沿 いな ど への 商業 施 設・ 宅地 の立 地 が見 られ る 一方 で､農 地

の減 少と 耕 作放 棄・ 遊 休地 化が 進み 、 特に 山間 部農 地 の荒 廃化 や 保育 管理 の行 き

届か ない 森 林が 拡大 し てい ます 。こ う した 中、 本町 の 豊か な自 然 環境 との 調和 、

災害 の防 止 など 安全 性 を重 視し た土 地 利用 が課 題と な って いま す 。  

中部 横断 自 動車 道の 建 設に 伴う 発生 土 を活 用し た土 地 開発 など 、中 部横 断自 動

車道 の波 及 効果 を地 域 活性 化に 積極 的 にい かし てい く 土地 利用 を 着実 に進 めな け

れば なり ま せん 。ま た 、富 士川 と早 川 の合 流点 地域 で は、 富士 川 護岸 整備 事業 を

国に 要望 し てお り、 事 業実 施に よる 新 たな 土地 利用 が 期待 され て いま す。  

なお 、本 町域 に は、 農業 振興 地 域、 都市 計 画区 域、 自然 公 園区 域な ど の指 定が

あり 、各 関 係法 令等 に 基づ き土 地利 用 に一 定の 制限 が なさ れて い ます 。本 町に お

いて 約 8割の 面積 を 占め る森 林 区域 にお いて は、 森林 法 をは じめ と した 関係 法令

等に より 、 水源 の涵 養 や災 害防 止を 目 的と した 保安 林 指定 区域 な ど森 林保 全の た

めの 土地 利 用制 限な ど が行 われ てい ま す。  

現在、 身 延町 土地 利 用指 導要 綱 によ り、 一 定規 模以 上 の土 地開 発 につ いて 事前

協議 を実 施 して いま す 。ま た 、県と も連 携を 図り なが ら 都市 計画 法 、自 然 公園 法、

森林 法、 山 梨県 景観 条 例、 山梨 県屋 外 広告 物条 例等 に より 適切 な 開発 がな され る

よう 誘導 に 努め てい ま すが 、今 後と も 無秩 序な 土地 開 発を 抑制 し 、環 境の 保全 を

優先 する 対 策を 強化 し てい くこ とが 必 要で す。  

この ほか に、 土地 利 用の 基礎 と なる 地籍 調 査を 継続 し てい ます が、 広大 な 調査

面積 に加 え 、不 在地 主 も多 く、 境界 決 定に 時間 を要 す るな ど、 進 捗率 の向 上に 多

くの 課題 を 抱え てお り 、効 率的 な事 業 推進 が必 要と な って いま す 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 
 
 

限 ら れた 土 地 を 効 果 的 にい か し た ま ち づ く り を 進め て い く た め 、 環境 の 保 全

と 防 災対 策 を 重 視 し なが ら 、 利 便 性 や 生産 性 が 高く 、 活 力 を 生 み出 す 土 地 利 用

を 推 進し ま す 。 ま た 、土 地 利 用 と 管 理 の基 礎 と なる 地 籍 調 査 の 早期 完 了 を 目 指

して 、着 実 な事 業推 進 を図 りま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )計 画 的 な 土 地 利 用 の 推 進  【 3-1-1-1】 

(２ )環 境 と 調 和 す る 土 地 開 発 の 推 進  【 3-1-1-2】 

１ ． 土 地 利 用 と 開 発  【 3-1-1】  

(３ )地 籍 調 査 の 推 進 と 情 報 活 用  【 3-1-1-3】 

 

【施策】  

 

(１)計画的な土地利用の推進 

①計画的な土地利用  

■  土 地 利 用 の 指 針 を 定 め た 「 国 土 利 用 計 画 （ 身 延 町 計 画 ）」 を は じ め 、 都 市 計

画マ スタ ー プラ ン、 農業 振興 地 域整 備計 画 、森 林整 備計 画、 道 路整 備計 画等 に

基づ き、 環境 と の共 生や 景観 の 保全 、ま た 、災 害の 防止 な ど安 全性 に配 慮 しな

がら 適正 か つ計 画的 な 土地 利用 を誘 導 しま す。  

②都市計画マスタープランの策定  

■ 機能 的 で良 好な 居 住環 境を 創造 す るた め、長 期的 な 指針 とな る 都市 計画 マ ス

ター プラ ン を県 方針 に 即し て策 定し ま す。  

③都市計画の推進  

■ 都市 計 画マ スタ ー プラ ンの 策定 に より 、都市 計画 用 途地 域の 変 更や 住民 の 主

体 的 な 取 り 組 み を 基 本 に し た 都 市 計 画 法 に お け る 地 区 計 画 手 法 な ど に つ い て

検討 しま す 。  

 

(２)環境と調和する土地開発の推進 

①適切な開発指導の促進  

■ 開発 行 為に 関わ る 規制 の周 知・ 啓 発を 進め ると と もに 、法 制度 、条 例 、指 導

要綱 等に よ り適 切な 開 発指 導を 図り ま す。  

②環境保全等を図る規制の検討  

■ 環境 保 全や 防災 を 重視 し、独 自 の規 制 をつ くり 出 す本 町独 自 の土 地利 用計 画

制度 の確 立 に向 けて 、規 制の 内容 と開 発 許 可の 基準 や 開発 行為 の 事前 協議 の手

続き など に つい て検 討 しま す。  

③中核拠点づくりの展望  

■ 長期 的 な観 点か ら、 中部 横断 自 動車 道 イン ター チ ェン ジの 周 辺整 備や 富士 川

護岸 整備 事 業の 進捗 に よる 新た な土 地 利用 ・土地 開発 の 可能 性を 展 望し なが ら 、

本 町 及 び 峡 南 地 域 の 新 た な 中 核 拠 点 づ く り を 将 来 展 望 と し て 検 討 し て い き ま

す。  

④空き家・遊休地の活用  

■ 空き 家 や遊 休地 、農 地の 取 得や 賃貸 を 含め 、地 権者 など と 土地 取得 希 望者 を

つな ぐ「 空き 家 バン ク」 など 、土 地情 報 提 供や 斡旋 機 能の 充実 を 関連 機関 等と

連携 して 取 り組 みま す 。  
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⑤建設発生土の有効利用  

■ 中部 横 断自 動車 道 の建 設発 生土 を 有効 活用 する た め、処 理用 地 等残 土活 用 の

調査 を進 め 、地域 活性 化 を促 進す る新 た な 土地 開発 及 び農 産物 の 生産 拠点 等と

して の利 用 を図 りま す 。  

 

(３)地籍調査の推進と情報活用 

①地籍調査の促進  

■ 土地 と 管理 の基 礎 とな る地 籍調 査 の早 期完 了を 目 指し て、着 実 な事 業推 進 を

図り ます 。  

②地理情報システムの活用  

■  統 合 型 地 理 情 報 シ ス テ ム （ GIS） と の 情 報 共 有 を 図 る こ と に よ り 、 様 々 な 分

野で の地 図 情報 の活 用 を図 りま す。  
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２．交通網の整備  
 

【現状と課題】  

（交通網）  

本町 の主 要 幹線 道路 は 、南 北に 富士 川 右岸 の国 道 52 号と 左岸 の 主要 地方 道 市

川三 郷身 延 線及 び富 士 川身 延線 、東西 に 国 道 300 号か ら なっ てい ます 。南 北へ は

富士 川を 横 断し て延 びる 6 本 の県 道 等に よ り梯 子状 に 接続 され 、本 町 の西 部、東

部地 域の 往 来を 確保 し てい ます 。 甲府 方面 、静 岡方 面 への アク セ スと 本町 の 生活

基盤 の中 枢 とな る道 路 網と いえ ます 。 下部 地区 の主 要 道路 であ る 国道 300 号は 、

本町 と富 士 東部 地区 を 結ぶ 観光 ルー ト とし ての 役割 も 担っ てい ま す。  

この 基本 的 な道 路網 に 町道 ・農 道・ 林 道等 が付 加さ れ 、大 規模 集 落か ら中 山間

地域 の小 集 落ま でを 結 ぶ全 体的 な 道路 ネッ トワ ーク と して 形成 さ れて いま す 。大

雨等 の際 に は、 急峻 な 山地 と脆 弱 な地 質等 を切 り開 い て建 設し た 道路 であ る ため

土砂 崩れ 等 数多 く発 生 して いま す 。ま た、 これ らの 道 路網 は、 こ うし た地 形 条件

など から 、 雨量 通行 規 制を 受け や すく 、防 災工 事の 促 進や 通行 止 めの 際の 迂 回路

とな る道 路 整備 が課 題 とな って いま す 。 

なお 、本 町 は富 士川 に より 、町 が東 西 に二 分さ れて お り、 富士 川 に架 かる ６箇

所の 橋梁 は 東西 を結 ぶ 交通 の重 要基 盤 とな って いま す が、国 道 300 号 の富 山 橋を

除い て老 朽 化が 著し い 状況 にあ り ます 。本 町は 東海 地 震等 の強 化 地域 にも 指 定さ

れて いる こ とか ら、 富 士川 に架 か るこ れら の橋 梁の 耐 震性 確保 及 び落 橋防 止 のた

めの 整備 強 化が 喫緊 の 課題 とな って い ます 。 

さら に、 富 士川 両岸 地 域を 結ぶ 上下 水 道・ 通信 網等 管 路添 架も 橋 梁の 耐震 整備

等と 併せ て 進め るべ き 重要 な課 題と な って いま す。 

また 、今 後 は新 町一 体 化を 早期 に図 る ため に、 各地 域 間を 結ぶ 道 路網 の整 備の

構築 を図 っ てい く必 要 があ りま す。 

（中部横断自動車道）  

中部 横断 自 動車 道の 建 設が 概ね 7年 後の 全線 開通 を目 指 して 進め ら れて おり 、

本町 域の ル ート に当 た る六 郷～ 富沢 間 は、 富士 川沿 い を通 り、 新 直轄 方式 で建 設

が進 めら れ てお り、 町 内に は八 木沢 地 内に イン ター チ ェン ジの 設 置が 予定 され 、

さら に地 域 活性 化 ICの 設置 を積 極的 に 要請 し、 より 利 便性 の高 い 道路 を目 指し ま

す。  

この 道路 が 完成 する と 、本 町 と首 都圏､東海・中部・上信 越 地方 各 地 と の 時 間 ・

距離 の短 縮 や交 流圏 域 の拡 大が もた ら され 、物 流の 円 滑化 や観 光 客の 増加 など 地

域産 業の 活 性化 に寄 与 する 効果 や、 災 害時 の生 命線 と なる 輸送 ル ート とし ての 機

能確 保な ど が期 待さ れ てい ます 。一方 、国 道 52号等 の通 行 車輌 の減 少 によ る地 域

経済 への 影 響も 懸念 さ れ、 中部 横断 自 動車 道の 波及 効 果を 地域 活 性化 に積 極的 に

いか して い く取 り組 み を着 実に 進め て いく こと が重 要 にな って い ます 。  

（国道・県道）  

国道 52号 は、雨量 通行 規 制の 緩和 を図 る 防 災工 事及 び 歩道 等の 安 全対 策等 を進
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めて いま す が、 防災 幹 線道 路と して 工 事の 早期 完成 を 求め る必 要 があ りま す。  

国道 300号は 、富 士山 地 域と 富士 川 地域 を結 ぶ幹 線生 活 道路 であ る とと もに 、

観光 道路 と して の機 能 も果 たし てい ま す。 しか し、 現 状で は本 栖 湖ま では 多く の

観光 客が 訪 れる もの の 、本 栖湖 から 先 の富 士川 地域 に 足を 延ば す 観光 客は 少な い

状況 にあ り 、今 後は 魅 力あ る道 路整 備 や沿 道景 観整 備 等を 通じ て 観光 客を 富士 川

地域 に誘 導 する こと も 重要 な課 題で す 。今 後、 円滑 な 交通 の確 保 に向 けて 、中 ノ

倉バ イパ ス 工事 など 地 域産 業の 振興 等 も視 野に 入れ た 更な る機 能 の充 実が 必要 で

す。  

また、 主 要地 方道 市 川三 郷身 延 線は、 狭 隘 なカ ーブ と 冬季 の路 面 凍結 など を解

消す る道 路 整備 や三 沢 ・市 之瀬 間バ イ パス 構想 の早 期 実現 など を 県及 び関 係機 関

に要 望し て いま す。  

一般 県道 は、 未 改良 区間 が多 く、 改 良を 進 めて いま す が、 急峻 な地 形で あ るた

め進 みに く い状 況に あ り、 また 、不 在 地主 も多 く用 地 等の 確保 も 困難 にな って い

ます 。今 後 、地 域の 理 解を 得な がら 、 改良 事業 の推 進 を図 る必 要 があ りま す。  

（町道）  

町道 は、幹線 町 道で ある 1級 21路 線、2級 36路 線、その 他の 町 道 665路 線が あり 、

集落 間を 結 ぶ道 路改 良 と、 きめ 細か な 生活 道路 の整 備 を進 め、 よ り体 系的 な道 路

ネッ トワ ー クを 構築 し てい く必 要が あ りま す。  

（鉄道・バス等）  

JR身延 線 は、通 勤・通学 の 利用 や観 光 客流 動の 大き な 動脈 です が、近年 その 利

用者 は減 少 して いま す 。し かし 、地 域 にお ける 重要 な 交通 基盤 で ある ため 、運 行

本数 の増 加 や他 交通 機 関と の円 滑な 接 続、 台風 災害 に 強い 防災 対 策の 実施 等の 要

請を 通じ て 、安 全で 利 用し やす い路 線 の確 保を 行う 必 要が あり ま す。 また 、利 用

拡大 策と し て、パ ーク ア ンド レイ ル ライ ド ＊ ）に 対 応す る駅 周辺 の 駐車 場整 備 や沿

線市 町村 等 と連 携し て の利 用拡 大の た めの 諸事 業の 推 進を 図る 必 要が あり ます 。  

さら にリ ニ ア新 幹線 駅 建設 予定 地と の アク セス 環境 の 良い ＪＲ 身 延線 は今 後

重要 な交 通 手段 とし て 注目 され るこ と が予 想さ れま す 。  

この ほか に 都市 間交 通 機関 とし ては 、身 延 山と 新宿 を 結ぶ 高速 バ スが 運行 され 、

観光 客を は じめ 利用 者 等の 利便 性が 改 善さ れて 来て い ます 。  

身近 な交 通 手段 につ い ては、 現 在町 内で は 、路 線バ スに 加 えて 町営 バス ・乗 合

タク シー ・ 貸切 代替 バ ス（ 民間 2社 運行 ）等 が運 行し 、 交通 空白 地 域の 減少 、高

齢者 等い わ ゆる 交通 弱 者の 移動 手段 の 確保 等の 改善 が なさ れて 来 てい ます 。今 後 、

運行 形態 や 接続 等の 改 善を 図る とと も に、 バス 運行 事 業の 効率 的 な運 営を 進め る

こと が必 要 とな って い ます 。  

今後 とも 、利 用 者ニ ーズ を踏 ま えた 路線 変 更、 町民 ・観 光客 な どの 利用 の掘 り

起こ し、 鉄 道・ 他町 路 線バ スと の接 続 を考 慮し た路 線 ・運 賃・ ダ イヤ 、バ ス路 線

を補 完す る 交通 手段 の 確保 対策 など を 継続 的に 検討 し 、町 民の 足 の確 保に 努め る

こと が必 要 です｡  
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【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )高 規 格 道 路 整 備 の 促 進  【 3-1-2-1】 

(２ )国 道 整 備 の 促 進  【 3-1-2-2】 

(３ )県 道 整 備 の 促 進  【 3-1-2-3】 

(４ )町 道 等 の 整 備 の 推 進  【 3-1-2-4】 

(５ )道 路 環 境 の 整 備   【 3-1-2-5】 

(６ )鉄 道 運 行 等 の 充 実  【 3-1-2-6】 

２ ． 交 通 網 の 整 備  【 3-1-2】  

(７ )バ ス 運 行 等 の 充 実  【 3-1-2-7】 

 

【施策】  
 

(１)高規格道路整備の促進 

①中部横断自動車道インターチェンジの設置  

■ 中部 横 断自 動車 道 六郷 ～富 沢間 の 整備 促進 を図 り 、地 域活 性化 IC の設 置 を

要請 しま す 。  

②中部横断自動車道アクセス道路の整備  

■ 中部 横 断自 動車 道 の整 備と 連動 し 、ア クセ ス道 路 の整 備を 促 進し ます 。  

③中部横断自動車道の建設促進  

■ 早期 完 成を 図る た め、地 域 の合 意形 成 や地 域住 民 の協 力体 制 の確 保、 中部 横

断自 動車 道 建設 促進 連 絡 協 議 会 の 活 動 推 進 な ど 事 業 の 円 滑 な 推 進 に 努 め ま す 。 

④波及効果の検討と地域活性化  

■ 身延 町 中部 横断 自 動車 道 活用 プロ ジ ェ クト チー ム によ り、 中 部横 断自 動 車道

完成 後の 波 及効 果と 地 域活 性化 対策 の 検討 を進 めま す 。  
 

(２)国道整備の促進 

①国道 52号の整備促進  

■ 国道 52 号の 安全 性 の向 上や 交 通混 雑 解消 等に 向 けた 整備 の 促進 を要 請し ま

す。  

②国道 52号の工事目標の再検討 

■ 国道 52 号の 降雨 に よる 通行 規 制の 解 消に 向け た 防災 工事 目 標（ 雨量 規制 ）

の再 検討 を 働き かけ て いき ます 。  

中 部 横断 自 動 車 道 の 建 設を は じ め 、 町 外 と の 交 流を 活 発 化 す る 広 域幹 線 道 路

網 の 整備 の 促 進 と 町 内各 地 区 の 道 路 交 通の 円 滑 化、 防 災 ・ 安 全 を重 視 し た 整 備

を 進 めま す 。 ま た 、 鉄道 ・ バ ス の 公 共 交通 機 関 の利 用 増 進 と 利 便性 の 向 上 を 図

ると とも に 、全 町的 な 観点 から 多様 な 移動 手段 の確 保 に努 めま す 。  
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③国道 300号の整備 

■ 本栖 湖を 訪 れる 多く の 観光 客の 富士 川 地域 への 誘客 を 図る ため 、安全 性が 高 く

道 路 か ら の 自 然 景 観 等 に 魅 力 付 け が で き る よ う な 特 色 あ る 沿 道 景 観 の 創 出 に

配慮 した 道 路整 備を 要 請し てい きま す 。  

④広域観光道路の整備  

■ 下部 温 泉か ら富 士 宮方 面に アク セ スす る道 路の 整 備を 要請 し てい きま す。  
 

(３)県道整備の促進 

①主要地方道の整備  

■ 主要 地 方道 市川 三 郷身 延線 の三 沢 ～市 之瀬 間バ イ パス 構想 の 実現 など、 安 全

確保 と利 便 性の 向上 を 要請 しま す。  

②橋梁の架け替え  

■ 本町 に おけ る道 路 網の 強化 を図 る ため 、老朽 化し た 県道 橋の 耐 震化 に向 け て

架け 替え 等 を要 請し て いき ます 。併 せて 上 下水 道管 路、 情報 管 路等 のラ イ フラ

イン の添 架 につ いて 設 置要 請し ます 。  

③一般県道の整備  

■ 一般 県 道に つい て は、未 改良 区 間や 交 通危 険箇 所 の早 期整 備 を要 請し てい き

ます 。 

 

(４)町道等の整備の推進 

①重点的な町道整備の推進  

■  全 町 の 体 系 的 な 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化 す る 道 路 整 備 計 画 を 策 定 す る と と

もに 、同 計画 に 基づ いて 、整 備 優先 順位 を 設定 して 、年 次 的改 良・ 整備 を 着実

に進 めま す。 ま た、 橋梁 長寿 命化 計 画に 基 づき 橋梁 の 耐震 化、 落橋 防止 に 努め

ます 。  

②都市基盤整備と連動する道路整備  

■ 集落 に おけ る公 共 下水 道事 業や 住 宅・ 宅地 等の 住 環境 整備 と 一体 化し た町 道

の整 備を 進 めま す。  

③町道整備等による迂回路の確保  

■ 利便 性 や非 常時 対 応な ど防 災面 の 配慮 も重 視し て、 町 道、 農道 、林 道等 を 組

み合 せ 、幹 線 道路 の迂 回 路と して の機 能 を 合わ せ持 っ た道 路網 を 構築 する ため 、

行き 止ま り 道路 の解 消 や急 カー ブ・ 待 避所 等の 改良 整 備を 進め ま す。  

④農林道の整備  

■ 農林 道 の計 画的 な 整備 ・維 持管 理 によ り道 路ネ ッ トワ ーク を 強化 しま す。  

⑤道路整備計画への町民参画  

■ 道路 整 備の 計画 段 階か ら住 民が 積 極的 に参 画で き る体 制づ く りを 進め、 地 域

のニ ーズ に 即し た道 路 整備 を進 めま す 。 
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(５)道路環境の整備 

①交通安全を重視した道路指定の促進  

■ 通学 路 や集 落内 の 交通 安全 環境 を 強化 する ため、 ス クー ルゾ ー ン等 の指 定 検

討を 進め 、 安全 、安 心 な交 通環 境を 形 成し ます 。  

②歩道の整備  

■ 歩行 者・ 自転 車 が安 全に 通 行で きる 歩 道整 備を 進 める とと と もに、 特 に通 行

が多 い町 道 につ いて は、 高齢 者・ 障害 者 な どだ れも が 安心 して 利 用で きる 歩道

空間 の確 保 に努 めま す 。  

③地区コミュニティとの協働による道路環境の維持・管理  

■ 地区 コ ミュ ニテ ィ 活動 との 協働 に より 、道 路沿 線の 美化 活 動、 台風 など に よ

る倒 木や 冬 季に おけ る 路面 の凍 結・ 積 雪等 の対 策に 努 めま す。  
 

(６)鉄道運行等の充実 

①身延線の利便化  

■ 身延 線 沿線 活性 化 協議 会を はじ め、 身 延線 沿線 各 関係 組織 が 連携 し、 利用 拡

大策 を推 進 しつ つ、 利 便性 の高 いダ イ ヤ編 成を 要請 し てい きま す 。  

②身延線の魅力化  

■ 鉄道 利 用者 への 特 典サ ービ ス機 能、 イ ベン ト列 車 の運 行な ど を要 請し てい き

ます 。  

③鉄道利用の促進  

■ 自動 車・ 電 車乗 り継 ぎ シス テム （パ ー クア ンド レ イル ライ ド） を 円滑 にす る

駅周 辺の 駐 車場 の確 保 に努 めま す。  
 

(７)バス運行等の充実 

①バス交通の利便化  

■ 利用 者 ニー ズに 対 応し た利 便性 の 高い 運行 系統 、運 行回 数、 運 行時 間帯 や 料

金体 系、 車 輌、 運営 方 式等 の継 続的 な 改善 と路 線網 の 充実 を図 り ます 。  

■ 町民 の 移動 手段 の 確保 のた め、 利用 度 の高 い町 内 循環 的バ ス 路線 設置 の検 討

を行 いま す 。  

②バス運行事業の効率化  

■ 業務 委 託方 式な ど 効率 的な バス 運 行事 業を 検討 し ます 。  

③乗合タクシー等との連携 

■ 乗合 タ クシ ーや 民 間・ 公 共交 通機 関 等 との 連携 を 深め るこ と によ り、 さ らに

利便 性の 高 い地 域交 通 網の 創出 を図 り ます 。  
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３．集落の整備  
 

【現状と課題】  

本町 では 、集 居型 の 町並 みを 形 成す る集 落 が富 士川 沿 いと その 支 流の 中・ 下流

域の 平坦 地 に広 がり 、 山間 部の 中小 河 川沿 いや 中山 間 には 、小 規 模な 集落 が散 在

して いま す 。  

都市 計画 区 域は 、身 延 駅周 辺地 域と 身 延山 地域 から 下 山地 域に い たる 3,707ha

が指 定さ れ 、う ち 身延 駅前 、梅平 、門内 の 84haが 用 途地 域指 定区 域 にな って い ま

す。 また 、 門内 地域 一 帯は 風致 地区 に 指定 され てい ま す。  

都市 計画 区 域で は、 道路 、公 共下 水 道、 土 地区 画整 理 など 都市 計 画事 業を 進め

てき まし た が、 下水 道 事業 をは じめ と する 都市 基盤 整 備な ど、 長 期的 な指 針に 基

づい たよ り 秩序 ある 快 適な 居住 環境 の 形成 が課 題と な って いま す 。特 に、 中部 横

断自 動車 道 の波 及効 果 をい かす 土地 の 有効 利用 の推 進 、防 災機 能 を強 化す る都 市

基盤 の整 備 が必 要で す 。  

都市 計画 区 域の 長期 的 な整 備方 向を 示 す県 の県 マス 及 び区 域マ ス「 都市 計画 区

域マ スタ ー プラ ン」 を 踏ま えた 「身 延 町都 市計 画マ ス ター プラ ン 」を 策定 し、 計

画に 即し た 都市 基盤 の 整備 を行 いま す 。  

一方、 農 山村 地域 の 集落 にお い ては、 多 自 然居 住空 間 とし ての 環 境や 地域 特性

をい かし な がら 、上 下 水道 や生 活道 路 、交 通機 関な ど 生活 基盤 の 整備 、防 災機 能

の充 実な ど 定住 環境 の 改善 を図 る必 要 があ りま す。  

特に 、山 間地 の 小規 模集 落で は、 過 疎の 進 行と 高齢 者 世帯 の増 加 が著 しく 、空

き家 も増 え て、 集落 コ ミュ ニテ ィの 維 持が 困難 にな る など 、生 活 環境 の維 持や 防

災対 策に 多 くの 課題 を 抱え てい ます 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )都 市 計 画 の 推 進  【 3-1-3-1】 

(２ )集 落 環 境 の 整 備  【 3-1-3-2】 

３ ． 集 落 の 整 備  【 3-1-3】  

(３ )地 区 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  【 3-1-3-3】 

本町 に おけ る 定住 促 進に 効 果的 な都 市 計画 の在 り 方や 都 市機 能 整備 の 具体 的

な指 針 を樹 立 する と とも に 、各 地域 の 特性 をい か した 集 落環 境 の整 備 を進 めま

す。 ま た、 小 規模 集 落の 動 向に 対応 し た集 落再 編 、生 活 基盤 と 防災 機 能の 充実

など 、 安心 し て生 活 でき る 集落 環境 の 整備 を進 め ます 。 さら に 、地 区 ・地 域・

集落 間相 互 のネ ット ワ ーク を強 化す る 基盤 整備 を進 め ます 。  
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【 施策 】  
 

(１)都市計画の推進 

①都市計画区域等の見直し  

■ 中部 横 断自 動車 道 の波 及効 果を い かし てい くた め の都 市機 能 の整 備、定 住 促

進に 効果 的 な居 住環 境 の整 備な どに つ いて 、長期 的な 視 点か ら方 向 付け るた め 、

都市 計画 マ スタ ープ ラ ンを 策定 し 、都 市 計 画区 域や 用 途地 域指 定 区域 の見 直し

を進 めま す 。  

②都市整備事業の推進  

■ 住民 主 体の 地区 計 画手 法な どを 活 用し なが ら、居 住 環境 を改 善 する 土地 区 画

整理 事業 、歴 史的 な町 並 みと 調和 する 観 光 拠点 機能 を 強化 する 整 備事 業な どを

推進 しま す 。  
 

(２)集落環境の整備 

①集落の生活基盤整備  

■ 上下 水 道や 生活 道 路、交 通 機関 など の 生活 基盤 整 備の 推進 と 連動 して 、防 災

機能 の充 実 など 定住 環 境の 改善 を進 め ます 。  

②集落機能の再編  

■ 集落 機 能の 維持 が 困難 な小 規 模集 落に つい ては 、 集落 間協 力 体制 の構 築 、集

落動 向に 対 応す る集 落 再編 を進 め、 安 心し て生 活で き る環 境を 整 えま す。  

 

(３)地区間ネットワークの強化 

①中核・地域拠点の機能強化  

■ 役場 本 庁舎 を中 核 拠点 に、 支所 や地 区 公民 館を 地 域拠 点と し て、地 域 づく り

活動 の支 援 を図 るコ ミ ュニ ティ プラ ザ 機能 ＊ ）を 整備 す ると とも に 、公的 施設 な

ど地 区生 活 関連 施設 の 機能 充実 を進 め ます 。  

②身近なサブ拠点の整備  

■ 公民 館 分館 単位 の 地域 をサ ブ地 域 拠点 とし て、地 域 拠点 を補 完 する 機能 を 整

備す ると と もに 、各 集 落の 拠点 とし て 活用 しま す。  

③地域相互の連携を強化する基盤整備  

■ 各拠 点 をつ なぐ 道 路、 交通 、情 報等 の 基盤 整備 を 進め 、地 区・ 地域 ・ 集落 相

互の 連携 を 強化 する ネ ット ワー クを 充 実し ます 。  
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４．地域情報化の推進  
 

【現状と課題】  

近年 ICT（ 情報 通信 技 術） が急 速 に進 展し 、 パソ コン な どの 情報 通 信機 器の 普

及や 情報 通 信基 盤の 整 備進 展に より 、 住民 生活 ・地 域 社会 の諸 活 動に おい ても 情

報化 が不 可 欠の もの と なっ てい ます 。  

CATVに つい ては 、下 部 地区 では 平 成 22年度 から ネッ ト ワー ク下 部 にほ ぼ全 世

帯が 加入 し 、中 富地 区 と身 延地 区で は 、民 間の CATVに それ ぞれ 約 5割 、約 7割 が

加入 して お り、町全 世 帯の 70%以 上が CATVを利 用し て いま す。山 間地 の集 落 では

13組 合を 組織 し 共聴 アン テ ナに よる 受 信、 その 他は 個 別受 信と な って いま す。  

前期 計画 に おけ る課 題 であ った 、下 部 地区 の 町営 CATVに つい ては 、PFI＊ ）方式

で民 間資 金 と民 間の ノ ウハ ウの 活用 に より 平成 22年 度に 構 築さ れ指 定 管理 者に

よる 運営 が なさ れて お り、併 せて イ ンタ ーネ ット など の ブロ ード バ ンド ＊ ）環 境 も

整い まし た 。ま た、 中 富、 身延 地区 の CATVにつ いて は 、同 じく 平 成 22年度 に、

民間 会社 に よる 光フ ァ イバ ーに よる 高 速通 信環 境（ FTTH）で整 備 され まし た 。下

部地 区の 自 主放 送に つ いて は、 議会 中 継や 富士 山ラ イ ブ映 像な ど 住民 の強 い継 続

要望 のあ っ たも のが 、 町の ホー ムペ ー ジで 公開 され る こと によ り 、イ ンタ ーネ ッ

ト環 境が あ る町 内全 て の世 帯で 視聴 で きる よう にな り 、さ らに 町 外へ の発 信も 可

能に なり ま した 。  

自宅 や職 場 や学 校で の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 率 が 高 ま っ て い ま す が 、 本 町 で は 、

民間 業者 に より 高速 通 信可 能な 光フ ァ イバ ーの 敷設 が 行わ れ、 イ ンタ ーネ ット 環

境は 整い つ つあ りま す 。今 後も 地域 情 報化 の推 進に 向 けて は、 山 間地 域の ブロ ー

ドバ ンド 化 など 課題 を 抱え てい ます 。 携帯 電話 につ い ては 、固 定 電話 を抜 く普 及

率と なっ て いま すが 、 本町 にお ける 携 帯電 話の サー ビ ス提 供エ リ アは 年々 拡大 さ

れつ つあ り ます が、 狭 小な 現状 にあ り 、全 町に おい て 利用 でき る エリ ア拡 大へ の

対策 が必 要 です 。  

国の 政策 と して 電子 自 治体 の構 築が 求 めら れて おり 、情 報 技術 を活 用し 、「 い

つで も」 「 どこ でも 」 「必 要な とき に 」「 簡単 かつ 迅 速に 」行 政 サー ビス が受 け

られ るこ と が基 本と さ れて いま す。 こ のよ うな 環境 変 化の 中で 、 本町 でも 電子 申

請・電子 予約 な ど一 部シ ステ ム は他 市町 村 と 共同 で利 用 でき る環 境 にあ りま すが 、

さら に効 果 的な 利用 に 向け てシ ステ ム の充 実・拡充 に努 め てい く必 要が あ りま す 。 

町で は、 地域 情 報化 に伴 う 様々 な課 題 解消 に向 けて 、「 身延 町 情報 化計 画」 を

策定 し、 情 報基 盤の 整 備、 住民 生活 の 利便 性向 上へ の 情報 提供 の 充実 など につ い

て、 年次 に 沿っ た実 施 目標 を定 めて 計 画的 に進 めて 参 りま した が 、計 画期 間が 平

成 22年度 で終 了 して いる こ とか ら、 新 たな 計画 の策 定 が求 めら れ てい ます 。  
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【基本方針】  

 

 

 

 

 

【 施策 体 系 】  
 

(１ )地 域 情 報 化 基 盤 の 整 備  【 3-1-4-1】 ４ ． 地 域 情 報 化 の 推 進  【 3-1-4】  

(２ )情 報 提 供 の 充 実 と 住 民 生 活 の

利 便 性 向 上  

【 3-1-4-2】 

 

【 施策 】  
 

(１)地域情報化基盤の整備 

①身延町情報化計画の策定 

■ 平成 18年度に策定した身延町情報化計画が計画期間である平成 22年度を経

過したので、時代に沿うように早急に策定を行います。 

②情報基盤の充実  

■ 情報 通 信の 高度 な 活用 を総 合的 に 推進 して いく た めに 、 CATV 網や 地域 イ ン

トラ ネッ ト を活 用し て 広域 的な 公共 ネ ット ワー クの 構 築を 進め ま す。  

■  庁 内各 課等 で 利用 の出 来る 統 合的 な GIS の構 築を 検 討し ます 。  

③携帯電話エリアの拡大  

■ 住民 へ の情 報提 供 やそ の他 連携 シ ステ ムに 活用 し てい くた め、 携帯 電話 の サ

ービ ス提 供 エリ ア拡 大 を各 関係 機関 に 引き 続き 要請 し てい きま す 。  

④ブロードバンド環境の整備  

■ 町内 に おい てブ ロ ード バン ド環 境 を実 現す るた め 、民 間 CATV 業 者や ブ ロー

ドバ ンド 業 者も 含め た 関係 機関 に働 き かけ るな ど、 様 々な 整備 手 法を 追及 し実

現に 引き 続 き努 めま す 。  
 

(２)情報提供の充実と住民生活の利便性向上 

①地域ポータルサイトの創設  

■  地 域 ポ ー タ ル サ イ ト 構 築 に か か る 費 用 が 高 額 で あ る こ と と 、 運 用 管 理 に 対 し

て も 費 用 が か さ む こ と か ら 、 ブ ロ グ な ど 民 間 の シ ス テ ム を 利 用 し た 方 法 で 所 期

の目 的を 達 成で きる か 検討 して いき ま す。  

急 速 に 進 展 す る 高 度 情 報 化 に 対 応 し た ま ち づ く り を 進 め て い く た め 、 身 延 町

情 報 化 計 画 に 基 づ い て 、 地 域 情 報 化 基 盤 の 整 備 、 様 々 な 媒 体 に よ る 情 報 提 供 の

充実 、電 子 自治 体の 着 実な 構築 によ る 住民 生活 の利 便 性の 向上 に 努め ます 。  
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②防災関連施設の充実  

■ 地域 防 災無 線設 備 の一 部が すで に 耐用 年数 を超 過 して いる こ とを 踏ま え、 シ

ス テ ム の デ ジ タ ル 化 構 築 を 進 め 、 こ れ を 活 用 し た 同 報 系 無 線 の 設 置 や 高 齢 者 、

障害 者等 へ も配 慮し た 情報 伝達 手段 や 機器 の検 討並 び に運 用体 制 を精 査 ・検 討

し、 設備 の デジ タル 化 を目 指し ます 。  

③行政手続の電子化  

■ 行政 手 続き の電 子 化を さら に拡 充 させ るた め、県 下 の市 町村 と 共同 開発 し て

い る 「 市 町 村 電 子 申 請 受 付 共 同 シ ス テ ム 」 の 構 築 に 積 極 的 に 係 わ る と と も に 、

こ の 利 用 に 欠 か せ な い 住 基 カ ー ド の 普 及 促 進 を は じ め と す る 各 種 啓 発 活 動 を

展開 して い きま す。  

④情報システム化の推進  

■ 防災 情 報を はじ め、 観 光情 報、 医療 ・ 健康 福祉 情 報、 教育 分野 な どの 情報 シ

ステ ム化 を 推進 し、 住 民ニ ーズ を踏 ま えた 施策 展開 に さら に努 め ます 。  

⑤情報セキュリティの強化  

■ 情報 セ キュ リテ ィ 対策 をさ らに 強 化し てい きま す 。  
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第２節 産業の振興  
 

１．農林業の振興  
 

【現状と課題】  

（農業）  

本町 の農 業 は、 52.05haの 経営 耕 地面 積（ 2010年 農林 業セ ン サス ）を 基 礎に 、

1,091戸の 農家（一 戸当 り の経 営耕 地 面積 4.8a）に よっ て営 ま れて いま す。総農 家

数の 内 、販 売 農家 は 94戸で 兼 業が 多く 、自 給的 農家 は 997戸 と約 9割 を 占め てい ま

す。  

農業 従事 者 につ いて は、 高齢 化 が進 み、 農 家数 と経 営 耕地 面積 及 び農 業粗 生産

額が 減少 す ると とも に 、耕 作放 棄地 の 拡大 も進 行し て おり 、農 業 の現 状維 持さ え

困難 な状 況 に直 面し て いま す。 加え て 鳥獣 被害 が深 刻 化し 、営 農 意欲 の減 退に 拍

車を かけ て いま す。  

こう した 中 、機 械化 、 省力 化等 によ る 農業 振興 を図 る ため 、農 道 や用 排水 路な ど

農業 生産 基 盤整 備が 必 要で すが 、全 般 的に 営農 意欲 が 低下 する 中 で、 未整 備地 域

にお いて の 事業 推進 が 困難 な状 況に あ りま す。今後 とも 地 域ニ ーズ の把 握 に努 め 、

農地 の保 全 と活 用を 着 実に 進め てい く 必要 があ りま す 。ま た、 農 業の 新た な担 い

手づ くり と して 、企 業 の農 園づ くり 、 教育 ファ ーム 、 農業 体験 等 の事 業を 推進 す

るこ とも 必 要で す。  

農地 の流 動 化に つい て は 、農 業経 営基 盤 の 強化 の促 進 に関 する 基 本構 想に 定め

た利 用権 設 定等 促進 事 業の 推進 に努 め てお り、NPO法 人 、農 事 組合 法人 等の 農 業

生産 組織 な どが 新た に 設立 され 、活 動 を拡 大し てい ま す。 しか し 、ま だま だ後 継

者・ 担い 手 不足 の中 で 借り 手が 足り な い状 況に あり 、 今後 、更 な る農 業生 産組 織

の育 成 と受 委託 体 制の 強 化に つ なが る耕 作 を請 け 負う 組織 の 拡大 な どが 必 要で す 。 

集落 営農 に つい ては、中 山間 地域 等 直接 支 払制 度に お ける 13箇 所の 集 落協 定が

あり 、組 合 を組 織し て 計画 的な 作付 け をは じめ 耕作 放 棄地 の抑 制 や環 境保 全型 農

業に 努め る 集落 もあ り ます 。今 後、 団 塊の 世代 等の 農 業参 入等 も 促し なが ら、 集

落営 農に 対 する 公的 補 助の 活用 など に より 集落 ぐる み の事 業を 展 開す るこ とが 必

要で す。  

今後 の農 業 にお いて は 、 食 の 安 全 ・ 安 心 に 対 す る 消 費 者 ニ ー ズ が 高 ま る 中 で 、

農産 物の 生 産履 歴の 開 示（ トレ ーサ ビ リテ ィ） や環 境 にや さし い 農業 への 取り 組

みも 不可 欠 とな り、 本 町の 環境 保全 対 策と 連携 した 着 実な 推進 が 必要 です 。  

地産 地消 へ の取 り組 み にお いて は 、自 給 的 農家 等の 余 剰生 産物 を 道の 駅や 農林

産物 直売 施 設で 販売 す るこ とや 、味 噌 づく りな どの 農 業体 験企 画 の実 施を 進め る

こと など に より 、野 菜 等の 換金 化や 農 家女 性の 就業 、 活躍 の場 づ くり など の面 に

おい て成 果 をあ げて い ます 。今 後と も 、自 給的 農家 や 小規 模農 家 で可 能な 少量 多

品種 の農 産 物生 産に 着 目し 、特 産物 や 農産 物加 工材 料 の生 産な ど と結 び付 けて い

くと とも に、グリ ー ン・ツー リズ ム ＊ ） の 推 進な ど農 業 と観 光・交流 事業 と の連 携
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をさ らに 進 める こと が 必要 です 。  

特産 物づ く りに おい て は 、 曙 大 豆 の 生 産 拡 大 を 図 り 、 曙 大 豆 で の 味 噌 づ く り 、

地場 産を 材 料と した ゆ ば等 の加 工品 づ くり 、南天 の生 産、EMを活 用し た環 境 保全

型農 業の 実 践か ら EM卵の 生 産な どが 取 り組 まれ てお り、一定 の 成果 をあ げ てい ま

す。 今後 も 、特 産物 の 生産 と直 売、 特 産物 の付 加価 値 化を 図る 加 工品 づく りの 推

進体 制を 強 め、 住民 や 観光 客等 の消 費 拡大 への 取り 組 みを さら に 推進 して いく と

とも に、 地 域団 体商 標 の登 録を 含め た 身延 ブラ ンド づ くり を目 指 して 、地 産地 消

を基 本に 町 外へ も販 路 拡大 して いく こ とが 必要 です 。  

（林業）  

本町 の森 林 面積 （森 林 整備 計画 ）は 、 24,341haで 、 町域 面積 の約 8割 を 占め て

いま す。保有 形態 別 では 国有 林 305ha（ 1.3%）、公有 林 7,382ha（ 30.3%）、私 有

林 16,654ha（ 68.4%）で 構 成さ れ 、人 工林 率 は約 4割（ 9,368ha）とな っ てい ます 。

林業 経営 体 数（ 2005年 農 林業 セン サス ）は 33戸を 数 える のみ で、減少 の 一途 をた

どっ てい ま す。  

木材 価格 が 低迷 する 中 で、林 業 経営 意欲 が 減退 し、 また 、林 業 労働 力の 減少 と

高齢 化が 進 み、 保育 管 理が 実施 され な い放 置山 林が 増 加し てい ま す。 この よう な

森林 の荒 廃 は、 林業 生 産機 能の 低下 と とも に、 水源 涵 養や 土砂 災 害防 止機 能の 低

下、河川 環 境の 悪化 や 洪水 の危 険性 の 拡大 、鳥獣 被害 の 増加 など を もた らす など 、

本町 の将 来 に関 わる 大 きな 課題 とな っ てい ます 。  

町で は森 林 整備 計画 を 策定 し、 民有 林を 対 象に 造林 、保 育、 間 伐等 の森 林整 備

の推 進、 そ の基 盤と な る林 道網 整備 、 林業 従事 者の 養 成、 特用 林 産物 の振 興、 林

業機 械化 の 促進 、流 通 の合 理化 など を 方向 付け てお り 、計 画の 着 実な 推進 によ る

森林 整備 が 必要 です 。  

さら に、 森林 の 持つ 保健 ・休 養・ 文化 的 機 能に 大き な 関心 が寄 せ られ てき てい

るこ とか ら 、森 林レ ク リエ ーシ ョン 等 の利 用を 含め た 総合 的な 森 林・ 林業 の活 性

化を 図る 必 要が あり ま す。  
 

【基本方針】  

 

 

 

 

 
 

 

 

農 用 地 を 確 保し 、 生 産 条 件 を 整 え る 農 業 生 産 基 盤 の 整 備、 多 様 な 担 い 手 の 育

成 と 営 農 体 制の 整 備 を 推 進 す る と と も に、 森 林 の 適 正 な管 理 を 促 進 す る 林 業生

産 基 盤 の 整 備、 林 業 経 営 体 の 育 成 を 推 進し 、 農 地 や 森 林が 持 つ 水 源 涵 養 や 土砂

災害 防止 な どの 公益 的 機能 の維 持に 努 めま す。  

ま た 、 自 給 型農 家 等 の 生 産 を 含 め た 地 産 地 消 の 仕 組 み づく り な ど 農 林 産 物 の

流 通 ・ 販 売 の強 化 、 観 光 ・ 交 流 事 業 と の効 果 的 な 連 携 を図 り 、 農 林 業 の 新 たな

付加 価値 の 向上 を促 進 しま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )農 業 生 産 基 盤 の 整 備  【 3-2-1-1】 

(２ )担 い 手 ・ 農 業 経 営 組 織 の 育 成  【 3-2-1-2】 

(３ )生 産 体 制 の 強 化  【 3-2-1-3】 

(４ )林 業 の 振 興  【 3-2-1-4】 

(５ )農 林 産 物 の 流 通 ・ 販 売 の 強 化  【 3-2-1-5】 

１ ． 農 林 業 の 振 興  【 3-2-1】  

(６ )観 光 ・ 交 流 と の 連 携  【 3-2-1-6】 

 

【施策】  
 

(１)農業生産基盤の整備 

①農業振興地域整備計画の適正な管理  

■ 農業 振 興地 域整 備 計画 の適 正な 管 理を 行い ます 。  

②農業基盤整備の促進  

■ 農用 地 の確 保や 良 好な 生産 条件 を 確保 する ため、 受 益者 や地 域 ニー ズに 対 応

し、 農業 基 盤の 整備 を 進め ます 。  

■  農 作 業 の 受 委 託 や 省 力 化 の 促 進 に つ な が る 生 産 条 件 を 確 保 す る た め 、 農 道 、

用排 水施 設 など ほ場 条 件の 改善 を進 め ると とも に、 農 地集 積を 促 進し ます 。  

③鳥獣被害対策の推進  

■ 集落 環 境の 向上 と 農作 物被 害の 軽 減を 目指 し、中 山 間地 域総 合 整備 事業 獣 害

防止 柵設 置 工事 を推 進 しま す。  

■ 鳥獣 害 防除 資材 へ の補 助の 継続 、有 害 鳥獣 駆除 隊 への 駆除 依 頼、捕 獲 用の 箱

檻の 設置 等 を進 め、 農 作物 被害 の軽 減 を目 指し ます 。  

■ 鳥獣 被 害対 策の た め、野 生動 物 との 緩 衝地 帯に 当 たる 里山 の 整備 を地 域住 民

との 協働 に より 推進 し ます 。  

 

(２)担い手・農業経営組織の育成 

①担い手の育成 

■ 認定 農 業者 や新 規 就農 者を はじ め とし た担 い手 を 育成 する た め、関 係機 関 と

連携 して 情 報提 供や 技 術普 及な どの 支 援を 行い ます 。  

②農作業受託組織の育成  

■ 農作 業 受委 託を 促 進す るた め、 農 作業 受託 組織 の 育成 を促 進 しま す。（ ★）  

③集落営農体制の強化  

■ 農地 の 利用 調整 と 集積 を進 め、 集 落営 農体 制の 強 化を 支援 し ます 。  

④集団化の促進  

■ 集団 化 ・作 業委 託 ・共 同機 械の 整 備な ど農 業省 力 化へ の支 援 を進 めま す。  

⑤生きがい型シルバー農業の振興  

■ 高齢 農 業者 、休 日 農業 者な ど多 様 な担 い手 を育 成 する 支援 を 進め ます 。  

⑥企業・NPO等の農業参入の促進 
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■ 農業 生 産組 織の 法 人化、企業・NPO ボ ラン ティ ア 組織 等の 農 業参 入を 啓発 し

てい きま す 。  

■ 企業 の 農園 づく り 、CSR（企 業 の社 会的 責任 ）活動 の受 け 入れ を推 進 しま す 。  

 

(３)生産体制の強化 

①特産品生産をいかす農業経営の展開  

■ 曙大 豆 の枝 豆生 産 など 身延 なら で はの 特産 物生 産 を強 化し 、農 作業 受 託・ 請

負の 円滑 化 、特 産品 の製 造・販 売等 、農業 の 6 次 産業 化 を目 指し 新 たな 農業 経

営を 推進 し ます 。（★ ）  

②環境保全型農業の促進  

■ 有機 無 農薬 栽培 な ど環 境保 全型 農 業、 安全 ・安 心な 農畜 産 物の 生産 を 促進 し

ます 。（★ ）  

 

(４)林業の振興 

①林業生産基盤の充実  

■ 林道 、 作業 道の 整 備な ど森 林施 業 の基 盤整 備を 進 め維 持管 理 に努 めま す。  

②森林施業の合理化  

■ 森林 施 業の 合理 化 を図 るた め、 林業 機 械の 導入 に よる 作業 の 省力 化、 効率 化

を促 進し ま す。  

③林業経営体の育成  

■ 森林 の 保育 管理 体 制を 強化 する た め、 森林 組合 な ど林 業経 営 体の 強化 、担 い

手の 育成 に 努め ます 。  

④森林の適正管理  

■ 森林 の 保育 管理 、広 葉 樹林 の育 林を 進 め、 森林 の環 境 保全 に努 め、 水 源涵 養

をは じめ 、土 砂災 害 や河 川氾 濫 の防 止な ど 国土 保全 、鳥 獣被 害 の防 止な ど 多様

な公 益機 能 を強 化し ま す。  

⑤特用林産物の生産振興  

■ シイ タ ケ、 山菜 等 の特 用林 産物 の 生産 振興 を図 り ます 。  

⑥間伐材の利用促進  

■ 間伐 材 の利 用促 進 など 新し い林 産 物づ くり を促 進 しま す。  

⑦鳥獣の生息環境の改善  

■ 鳥獣 に よる 農産 物 被害 対策 の一 環 とし て、 集落 周辺 の里 山 づく り、 広葉 樹 林

の拡 大や 植 林地 の混 植 など 林相 の転 換 を促 進し 、鳥獣 の 生息 環境 を 改善 しま す 。

（★ ）  

⑧森林整備の活動支援  

■  森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 が 充 分 発 揮 さ れ る よ う 森 林 整 備 活 動 支 援 交 付 金 等

によ り森 林 整備 を支 援 しま す。  

⑨広域林道の整備  

■  林 業 振 興 や 観 光 振 興 に 資 す る 広 域 林 道 (県 営 林 道 )の 整 備 を 要 請 し て い き ま す 。 
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(５)農林産物の流通・販売の強化 

①小口農産物の流通確保  

■  自給型 ・小規 模農 家 が生 産す る 少量 多 品種 の新 鮮 農産 物を 直 売施 設等 に円 滑

に供 給す る 地産 地消 の 仕組 みを つく り ます 。（★ ）  

■ 農林 産 物の 地域 内 流通 の推 進に 加 えて 、都市 部で の 定期 的な 産 地直 送販 売 や

イン ター ネ ット 販売 な ど地 域外 販売 を 促進 しま す 。（ ★）  

②農産物加工・食への展開  

■ 地産 地 消の 仕組 み づく りの 中で 、生 産 ・農 産物 直売 ・食 品 加工 の施 設 整備 な

どと とも に 、そ れに 取り 組 むグ ルー プ の育 成 と連 携の 強 化を 図り 、「食 」と「 農」

のネ ット ワ ーク づく り を進 めま す 。（ ★）  
③スローフード＊）への取り組み  

■ 郷土 料 理や 地域 の 特色 ある 野菜 な どの 食材 等を 見 直し、 伝 統的 食材 ・料 理 を

通じ てゆ っ くり とし た 健康 な生 活を 楽 しむ 「スロ ー フー ド」 への 取 り組 みを 進

め、 農産 物 の流 通付 加 価値 を高 めま す 。（ ★ ）  

④加工分野の開拓  

■ 林産 物 や地 域木 材 の加 工分 野の 開 拓を 進め ます 。  

⑤林産物の地産地消  

■ 地域 木 材の 活用 な ど、 林産 物の 地 産地 消を 促進 し ます 。  

⑥環境関連ビジネスの推進  

■ 木 材資 源 等 バイ オ マス を 活用 し た竹 炭 や竹 粉 砕屑 肥 料 の販 路 拡大 、 EM 等 を

活 用 し た 環 境 保 全 型 農 業 生 産 の 拡 大 や 物 産 開 発 な ど 地 域 資 源 循 環 型 の 環 境 関

連ビ ジネ ス の推 進に 努 めま す。（ ★）  

 

(６)観光・交流との連携 

①農業体験機能の充実  

■ 農工 商 連携 によ る 6 次産 業化 を 進め 、農業 体験 、教育 ファ ー ム、企業 の 農園

づく り、 CSR（企 業の 社会 的責 任） 活 動や 作物 のオ ー ナー 制度 等 の充 実を 支援

して いき ま す。（ ★）  

②グリーン・エコツーリズムの展開  

■ 田舎 体 験機 能の 充 実、農 林産 物 を材 料 にし たも の づく り体 験 や郷 土料 理の 提

供な ど、 身延 町の 特 性を いか し た体 験プ ロ グラ ムの 提 供に よる グ リー ン・ エコ

ツー リズ ム の受 け入 れ 事業 を展 開し ま す。（ ★）  
③農業をいかした交流  

■ 都市 部 の住 民等 を 対象 とし た貸 農 園の 運営 や作 業 体験、 農家 と とも に農 作 業

を 手 伝 い 交 流 す る ワ ー キ ン グ ホ リ デ ィ ＊ ） の 情 報 提 供 な ど 団 塊 世 代 等 の 田 舎 暮

らし と就 農 希望 者等 へ の斡 旋機 能を 充 実し 、近年 増加 し てい る空 き 家の 利活 用

と遊 休農 地 等の 再利 用 を図 りま す 。（ ★）  
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２．商業の振興  
 

【現状と課題】  

本町 の商 業 （平 成 19年商 業 統計 ・卸 売 業と 小売 業） は 、事 業所 数 304店 、従 業

者数 1,112人、 年 間商 品販 売 額 137億 1,639万 円で 、事 業 所数 及び 販 売額 は減 少傾

向に あり ま す。 特に 、 車社 会な どの 進 展に 伴う 商圏 の 拡大 から 、 甲府 都市 圏の 郊

外型 大型 商 業施 設な ど への 購買 力の 流 出が 続い てお り 、経 営環 境 は一 段と 厳し さ

を増 して い ます 。  

JR身延 駅 前 、身 延山 門 内に 商店 街 が形 成さ れて おり 、さ らに 国道 52号 沿 いの 西

嶋や 飯富 に はホ ーム セ ンタ ーや スー パ ー、 飲食 店等 の 商業 立地 が 見ら れま すが 、

その 他の 地 区は 商店 が 散在 して いる 形 態と なっ てい ま す。  

JR身延 駅 前に ある し ょう にん 通 りは、身 延 山に 訪れ る 観光 客等 を 主な 対象 とし

鎌倉 時代 を イメ ージ し た街 路景 観で 統 一し 、住 民自 ら まち づく り に取 り組 んだ 事

例と して 、 高い 評価 を 受け てい ます 。 また 、身 延山 門 内の 活性 化 ビジ ョン が樹 立

され てお り 、今 後も 、 下部 温泉 など と とも に観 光と 連 携し た魅 力 ある 商業 機能 の

整備 が求 め られ てい ま す。  

この よう な 中で、 商 工会 では 、ポ イン ト カ ード 加盟 組 織の 拡大 な ど町 外へ の購

買力 流出 へ の対 策を 推 進す ると とと も に、 地域 商品 券 の発 行や 観 光と 連携 した 特

産品 開発 な ど、 観光 関 連消 費の 拡大 に 取り 組ん でい ま す。 しか し なが ら、 商業 事

業者 の高 齢 化が 進ん で おり 、空 き店 舗 が増 え、 活性 化 への 課題 が 深刻 化し てい ま

す。  

日常 の消 費 生活 を支 え る商 業は 、定 住環 境 の充 実に お いて 重要 で あり、 地 域に

おけ る商 業 機能 を確 保 する とと もに 、 観光 振興 面と の 効果 的な 連 携強 化が 必要 で

す。 また 、 地域 商業 の 振興 には 、商 業 者の 経営 意識 と 改善 への 努 力と とも に、 他

の産 業分 野 等と の連 携 も含 めた 商業 者 が持 つ経 営ノ ウ ハウ をい か した 共同 事業 な

ど、 地域 環 境の 変化 に 即し た取 り組 み が必 要で す。 特 に、 高齢 化 が進 む中 で、 買

い物 代行 サ ービ ス等 の 高齢 者に 対応 す る新 たな 事業 展 開、 農業 や 観光 、交 流や 田

舎暮 らし 、 物産 等の モ ノづ くり と販 売 など 、商 業関 連 の事 業分 野 を開 拓、 起業 し

てい くこ と が必 要で す 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 
 

定 住 環 境 に 不 可 欠 な 商 業 機 能 の 充 実 を 図 る た め 、 商 工 会 等 と の 連 携 に よ る 住

民 生 活 に 密 着 し た 商 業 活 動 、 観 光 や 交 流 と 連 携 し た 商 業 活 動 な ど 、 商 業 者 の 共

同事 業や 新 たな 事業 分 野へ の取 り組 み を支 援し ます 。  
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【施策体系】  
 

(１ )地 域 商 業 の 育 成  【 3-2-2-1】 ２ ． 商 業 の 振 興  【 3-2-2】  

(２ )事 業 分 野 の 拡 大  【 3-2-2-2】 

 

【施策】  

 

(１)地域商業の育成 

①経営指導の促進と後継者の育成 

■ 商工 会 等と の連 携 によ り、 経営 相談 、 経営 指導 の 充実 、講 習会 の 実施 等に よ

り事 業者 の 経営 基盤 の 強化 を支 援し 、合 わ せて 後継 者 や新 規事 業 者の 育成 に取

り組 みま す 。  

②経営の安定化  

■ 商工 会 及び 関係 機 関と の連 携を 強 化し ，更な る資 金 融資 制度 の 充実 を図 る こ

とに より ， 小規 模商 店 の強 化・ 近代 化 及び 経営 の安 定 化を 推進 し ます 。  

③事業活動への支援  

■  高 度 情 報 化 に 対 応 す る 商 業 展 開 や 環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 な ど に つ い て 情

報提 供を 行 うと とも に 、商業 者の 共同 事 業 など 主体 的 な取 り組 み を支 援し ます 。 

④観光商業の展開  

■ 地域 資 源を いか し た観 光・ 交 流客 の滞 留の 場づ く りな ど、 観 光商 業機 能 の整

備を 促進 し ます 。  

⑤商業空間の形成  

■ 各地 区 の環 境整 備 事業 と連 携し た 商業 空間 の形 成 に努 めま す 。  

 ⑥地域商店街育成の推進  

  ■  商工 会や 各 関係 機関 と 連携 し、 地 域商 店街 の 育成 に努 め ます 。 

 

(２)事業分野の拡大 

①新規創業支援  

■ 空き 店 舗等 を活 用 した チャ レン ジ ショ ップ ＊ ）等 の 事業 、観光 関 連事 業の 起 業

など 、新 規 創業 のた め の支 援体 制を 整 備し ます 。  

②まちづくり活動と連動する商業展開  

■ 乗合 タ クシ ーを 活 用し た、 買い 物難 民 対策 や、 高齢 者対 応 の宅 配や 出 張サ ー

ビス など 町 内消 費者 の 購買 利便 性の 改 善を 図る 取り 組 み 、地 域特 産 品づ くり と

連携 した 活 動な ど、 地 域課 題と 連携 す る活 動を 支援 し ます 。（★ ）  

③コミュニティ・ビジネスの促進  

■ 商業 者 が持 つ経 営 ノウ ハウ をい か し、 コミ ュニ テ ィ・ビ ジ ネス 起業 へ の商 業

者の 事業 参 画を 促進 し ます 。（ ★ ）  
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３．工業の振興  
 

【現状と課題】  

本町 の工 業 （平 成 21年工 業 統計 ・ 4人以 上の 事業 所） は 、事 業所 数 43、 従業 者

数  930人 、製 造品 出 荷額 等 171億 4,946万円 であ り 、い ず れも 大幅 に減 少 して いま

す。  

身延 工業 団 地や 峡南 地 域中 核工 業団 地 には 、金 属、 電気 、プ ラス チ ック 等の 工

場が 立地 し てお り、 農 村地 域工 業等 導 入促 進法 等の 活 用に より 、 税制 面で の支 援

をし てき ま した 。こ の 企業 進出 によ り 、町 内雇 用の 場 の拡 大に 大 きな 役割 を果 た

して きま し たが 、製 造 業に おけ る厳 し い経 営環 境の 中 で合 理化 が 進み 、雇 用の 増

加に は制 約 が大 きい 現 状に あり ます 。 また 、よ り迅 速 な物 流が 求 めら れる 中で 、

交通 条件 の 改善 が課 題 とな って いま す 。  

現在 、製 造業 は、 経 済の グロ ーバ ル 化， 情 報化 の進 展 など によ り 世界 規模 での

激し い競 争 の時 代に 置 かれ てお り、 急 速な 技術 革新 や 産業 の情 報 化に 対応 する た

め， 経営 の 改善 ，人 材 育成 ，異 業種 間 交流 など によ る 新た な事 業 展開 への 支援 が

必要 です 。  

今後、 東 日本 大震 災 の影 響に よ るエ ネル ギ ー政 策の 転 換へ の対 応 や、中 部 横断

自動 車道 の 早期 開通 を はじ め、 国道 52号や 国道 300号の 防災 工事 を 進め 、降 雨 の

通行 規制 を 緩和 する な ど、 企業 進出 の 基盤 整備 の推 進 を図 ると と もに 、企 業誘 致

の積 極的 な 推進 や既 存 企業 の育 成を 図 り、 雇用 を「 つ なぎ 」、 「 まも る」 こと が

必要 です 。  
 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )地 域 工 業 の 育 成  【 3-2-3-1】 ３ ． 工 業 の 振 興  【 3-2-3】  

(２ )企 業 の 立 地 促 進  【 3-2-3-2】 

 

関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ り 各 種 支 援 制 度 を 活 用 し な が ら 、 既 存 工 業 の 経 営 安

定 化 の 促 進 、 企 業 育 成 に 努 め ま す 。 ま た 、 立 地 環 境 の 充 実 に 努 め 、 環 境 負 荷 の

少な い企 業 等の 誘致 活 動を 進め ます 。  
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【施策】  
 

(１)地域工業の育成 

①経営基盤の強化  

■ 商工 会 など 関係 機 関と の連 携に よ り、 企業 の経 営 基盤 を強 化 する ため 、国 ・

県の 各種 支 援制 度を 活 用し た企 業の 経 営改 善、設 備 投資 、製 品開 発 や技 術開 発

など を促 進 し、 企業 の 安定 経営 を支 援 しま す。  

②新規事業等への支援  

■ 新規 創 業や 新規 事 業化 に関 する 国・ 県 等の 支援 制 度に つい て の積 極的 な情 報

提供 を行 う とと もに 、産 学間 連 携や 企業 間 相互 の情 報 交換 、共 同研 究、 異業 種

交流 など を 促進 し、 企 業育 成を 図り ま す。  

 

(２)企業の立地促進 

①企業誘致条件の整備  

■ 工業 団 地等 への 地 元雇 用率 の 高い 優良 企業 の誘 致 を積 極的 に 推進 する た め、

企業 支援 に 関す る町 条 例を 活用 する と とも に、 業種 要 件の 緩和 や 賃貸 借方 式な

ど、 柔軟 な 対応 によ り 立地 を促 進し ま す。  

②企業立地環境の改善  

■ エネ ル ギー 政策 の 転換 に対 応 した 支援 策の 検討 や 、流 通を 支 える 道路 等 の生

活基 盤の 整 備を 進め 、 企業 立地 の環 境 整備 を進 めま す 。  

③優遇税制の検討  

■ 優良 企 業の 誘致 を 積極 的に 推 進す るた め、 更な る 優遇 税制 に つい て検 討 して

いき ます 。  
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４．地場産業の振興  
 

【現状と課題】  

本町 には 、伝 統技 術 をい かし た 地場 産業 と して、 西 嶋和 紙や 印 章業 など が 継承

され てい ま す。 また 、 地域 の生 産物 や 資源 をい かし た ゆば やミ ネ ラル ウォ ータ ー

の製 造な ど 、本 町の 風 土に 根ざ した 特 色あ る特 産品 の 生産 も行 わ れて いま す。  

画仙 紙、書道 紙 を主 とす る 西嶋 和紙 は、後継 者問 題や 従 業者 の高 齢 化を はじ め 、

外国 製品 に 押さ れる な ど、 厳し い経 営 環境 にあ りま す 。こ うし た 中、 なか とみ 和

紙の 里に お いて は、 日 本全 国の 和紙 販 売や 、地 元生 産 業者 と連 携 した 和紙 漉き 体

験も 行っ て いま す。 今 後と も、 なか と み和 紙の 里と の 効果 的な 連 携を 図る とと も

に、 技術 を 伝承 する 後 継者 育成 、新 製 品開 発や 調査 研 究、 販路 拡 大な どの 活性 化

への 取り 組 みが 必要 で す。  

印章 業に つ いて は、 後継 者も 少 なく 、需 要 の低 迷が 続 いて おり 、後 継者 の 確保

とと もに 、 特色 ある 製 品づ くり や販 路 の拡 大を 進め る 必要 があ り ます 。  

特産 品に つ いて も、 こ れま での 取り 組 み実 績を 踏ま え なが ら、 地 域の 資源 や農

林産 物を 効 果的 に活 用 した 製品 開発 や 販路 開拓、農 工商 の連 携 によ る 6 次 産 業化

など の、 新 たな 振興 策 を推 進し てい く 必要 があ りま す 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【 施策 体 系 】  
 

(１ )伝 統 産 業 の 振 興  【 3-2-4-1】 ４ ． 地 場 産 業 の 振 興  【 3-2-4】  

(２ )特 産 品 づ く り の 推 進  【 3-2-4-2】 

 

【施策】  

 

(１)伝統産業の振興 

①和紙や印章業の振興  

■ 各種 支 援制 度を 活 用し なが ら、 和紙 振 興事 業補 助 金、地 場 産業 振興 支 援事 業

など によ り 新た な商 品 開発 など を支 援 しま す。  

■ 和紙 な どの 伝統 的 な地 場産 業の 振 興の ため、 商工 会 等を 中心 に 町内 の各 観 光

地と の連 携 やイ ンタ ー ネッ トに よる 都 市部 への 販路 の 拡大 ・開拓 を 促進 しま す 。 

■ 効果 的な PR につ なが る 篆刻 体験 など 、伝統 産業 と 親し む機 会 を増 やす など 、

観光 ・交 流 の分 野と の 連携 を強 めま す 。  

 伝 統 技 術 の 継 承 に 努 め る と と も に 、 新 た な 製 品 開 発 や 販 路 開 拓 、 観 光 ・ 交 流

分野 との 連 携な どを 強 化し 、地 場産 業 の振 興を 図り ま す。  
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 (２)特産品づくりの推進 

①地域資源の効果的な活用 

■ 地域 で 生産 され る 農林 産物 を活 用 した 物産 づく り の調 査・ 研 究を 進め 、 6 次

産業 化に よ る新 たな 特 産品 開発 を促 進 しま す。  

■ 地域 資 源活 用促 進 法に 基づ き、 特産 品 づく り等 へ の取 り組 み を積 極的 に支 援

する とと も に、コ ミ ュテ ィ・ ビジ ネス な ど の事 業組 織 の設 立と 起 業を 促進 しま

す。（ ★）  

■ 農業 者 を中 心に 、商 工会 や 農協 など が コー ディ ネ ート 役と な り、農 工 商連 携

を推 進し 、曙 大 豆の 地域 団 体商 標登 録、 ゆ ば、 しい たけ 、 味噌 など の「 身 延ブ

ラン ド」 の 更な る育 成 ・定 着に 努め ま す。  
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５．観光の振興  
 

【現状と課題】  

本町 の地 域 経済 の活 性 化に 果た す観 光 の役 割は 大き く、 観光 ・交 流 客を 拡大 す

る取 り組 み をさ らに 強 化す ると とも に 、観 光や 交流 に 関連 して 地 域経 済効 果を 生

む仕 組み づ くり が課 題 とな って いま す 。  

本町 の観 光 は、北 に は西 嶋和 紙 をテ ーマ と した なか と み和 紙の 里 のあ る「 中富

エリ ア 」、東 には 千円 札 のデ ザイ ン であ る 本栖 湖 、1200年 の歴 史 を誇 る下 部 温泉

郷や 湯之 奥 金山 のガ イ ダン ス館 とし て 立地 して いる 甲 斐黄 金村 ・ 湯之 奥金 山博 物

館の ある 「 下部 エリ ア 」が 、ま た、 南 には 日蓮 宗総 本 山身 延山 久 遠寺 があ る「 身

延エ リア 」 など 、三 つ のエ リア に区 分 でき ます 。  

観光 客の 動 向は 、身 延 山久 遠寺 への 参 拝・ 観光 客は 年 間約 120万 人 、下 部温 泉

の入 湯者 数 は年 間約 10万 人 と推 定さ れ てい ます が、近年 の観 光 スタ イル の 変化 と

とも に減 少 を続 けて い ます 。  

観光 資源 と して は、身延 山と 下部 温 泉の ほか 、甲斐 黄 金村・湯 之奥 金山 博 物館 、

富士 川ク ラ フト パー ク 、な かと み青 少 年自 然の 里、 な かと み和 紙 の里 、ヤ マメ の

里、 さら に 本栖 湖、 富 士川 、富 士山 の 眺望 を誇 る山 岳 トレ ッキ ン グコ ース 、町 内

JR身延 線 駅周 辺散 策 コー ス 、道 の駅 し もべ・下 部 農村 文化 公 園、み のぶ ゆば の 里

とよ おか 、 一色 のホ タ ルの 里な ど多 く の資 源が あり 、 それ ぞれ に 誘客 イベ ント も

実施 され て いま す。  

近年 の体 験 志向 の高 ま りを 背景 に、 甲斐 黄 金村・ 湯 之奥 金山 博 物館 の砂 金 採り

体験 、な か とみ 和紙 の 里の 紙漉 き体 験 をは じめ 、道 の 駅富 士川 ふ るさ と工 芸館 や

なか とみ 青 少年 自然 の 里な どで は各 種 体験 メニ ュー を 提供 して い ます 。ま た、 特

産曙 大豆 の 枝豆 オー ナ ー制 度と 収穫 体 験、 ゆば づく り 、味 噌づ く り体 験を 実施 す

ると とも に 、さ らに 都 市住 民と の交 流 を通 じ て、農地 や 農業 体験 の 場の 提供 など 、

農工 商連 携 事業 を強 化 して いま す。  

こう した 中、 町 と商 工会 と で策 定し た、 「 新し い身 延 の観 光振 興 ビジ ョン 」に

より、 短・ 中・長 期 の行 動計 画 を定 め、観 光事 業の マ ネジ メン ト 組織 とな る NPO

法人 みの ぶ 観光 セン タ ーに よる 、身 延 ブラ ンド 構築 、 富士 川ラ フ ティ ング ツア ー

の実 施、 人 材育 成な ど 具体 的な 事業 を 展開 して いま す 。  

今後 、観 光や 交 流、 田舎 暮ら し等 の 情報 発 信を さら に 強化 する と とも に、 資源

相互 の連 携 によ る観 光 プロ グラ ムの 開 発な ど観 光の 魅 力を 強化 し 、来 訪者 を迎 え

る環 境づ く りや 受け 入 れ体 制の 整備 に 努め るこ とが 必 要で す。 町 民自 らが 楽し め

る観 光地 づ くり を目 指 しつ つ、 観光 客 誘致 を促 進し 、 雇用 の維 持 ・創 造を 基軸 と

した 地域 内 消費 の拡 大 によ る活 性化 に 効果 的に 結び 付 けて いく 必 要が あり ます 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 豊 か な 自 然 と 歴 史 文 化 、 多 様 な 地 域 資 源 を い か し た 観 光 の 魅 力 づ く り を 促 進

す る と と も に 、 観 光 推 進 体 制 の 強 化 や 観 光 関 連 事 業 を 推 進 し 、 観 光 振 興 に よ る

地域 経済 効 果を 生む 仕 組み づく りを 一 層強 化し 、観 光立 町 を実 践し てい き ます 。 
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【施策体系】  
 

(１ )観 光 推 進 体 制 の 強 化  【 3-2-5-1】 

(２ )観 光 地 の 整 備  【 3-2-5-2】 

(３ )観 光 プ ロ グ ラ ム の 開 発  【 3-2-5-3】 

(４ )観 光 事 業 連 携 の 促 進  【 3-2-5-4】 

５ ． 観 光 の 振 興  【 3-2-5】  

(５ )水 辺 ・ 水 産 資 源 の 活 用  【 3-2-5-5】 

 

【施策】  

 

(１)観光推進体制の強化 

①観光推進組織体制の整備  

■ 観光 連 盟を 中心 と した 観光 関係 団 体の 活動 を育 成 する とと も に、観 光立 町 を

支え る推 進 母体 とし て 、NPO 法人 みの ぶ 観 光セ ンタ ー をは じめ と する 関係 団体

の体 制を 強 化し ます 。  

②広域観光づくりの強化  

■ 富士 川 地域 に立 地 する 身延 町・ 市 川三 郷町 ・富 士 川町 ・早 川 町・ 南部 町の 5

町を はじ め、 関 係機 関、 団体 等が 官 民一 体 で広 域的 な 連携 をと り、 富士 川 地域

の広 域観 光 コー スづ く りな どの 連携 事 業を 強化 し 、峡 南 地域 への 誘 客を 図り ま

す。  

③観光情報の発信  

■  各種 メ デ ィ ア やイ ン タ ー ネ ット に よ る 情 報 の発 信 、 PR 活 動 を 強 化 し ，幅 広

い観 光客 の 誘致 に努 め ます 。  

④観光受け入れ体制の整備  

■ 体験 学 習に おい て 観光 機能 を強 化 する ため， ボラ ン ティ アガ イ ドの 育成 や 組

織化 を支 援 し、 来訪 者 との 交流 を促 進 しま す。  

■ 遊休 施 設等 の利 活 用と 各観 光地 と の連 携の 観点 か ら、修 学 旅行 ・林 間学 校 等

の教 育旅 行 の受 け入 れ 体制 整備 を推 進 しま す。  

⑤外国人観光客の誘客  

■ 広域 的 連携 の中 で、2009 年に 開 港し た 富士 山静 岡 空港 や中 部 横断 自動 車道 の

開通 を視 野 に入 れた 外 国人 への 観光 PR と 誘客 や富 士 山世 界文 化 遺産 登録 運動

を推 進し ま す。  
 

(２)観光地の整備 

①観光資源の発掘・整備  

■ 豊か な 自然 や文 化・ 歴史 遺産 等 の点 在 する 既存 の 観光 資源 を 活用 する とと も

に， 新た な観 光 資源 の発 掘・ 整備 を 行い ， 個々 の観 光 資源 を効 果 的に 結ぶ ネッ

トワ ーク づ くり に努 め ます 。  
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②景観づくりの促進  

■ 地域 拠 点景 観づ く り事 業な どに よ り、 ホタ ルの 里、 句 碑の 里、 しだ れ 桜の 里

をは じめ 特 色あ る里 づ くり の整 備を 進 めま す。  

③観光基盤施設の整備  

■ 観光 の 基盤 とな る 、観 光サ ービ ス 施設 の整 備（ 駐 車場 、ト イ レ、 案内 所等 ）

を促 進し ま す。 

 

(３)観光プログラムの開発 

①体験機能の整備  

■ 体験 型 施設 の機 能 充実 を図 ると と もに 、相 互の 連携 を促 進 し、 一体 的な 活 用

を進 めま す 。  

②グリーン・ツーリズムの展開  

■ 農業 体 験・ 民泊 等田 舎 体験 機能 、農 地 や作 物の オ ーナ ー制 度 の提 供、 農林 産

物を 材料 に した もの づ くり 体験 など 、農工 商が 連携 して 6 次 産業 化 によ るグ リ

ーン ・ツ ー リズ ムを 展 開し ます 。（★ ）  

③エコツーリズムの展開  

■ 本栖 湖 畔の 豊か で 多様 な自 然環 境 を中 心に、 都市 部 との 交流 を 含め た環 境 講

座や 自然 体 験ツ アー の 開催 など を通 じ て 、エコ ツー リ ズム プロ グ ラム を提 供し

ます 。（★ ）  

④温泉保養プログラムづくり  

■ 温泉 関 係事 業者 を 中心 に、 保健 ・保 養 医学 関係 機 関と 連携 し、 温 泉効 能を い

かし た健 康 づく りプ ロ グラ ムの 開発 を 進め ます 。  
 

(４)観光事業連携の促進 

①観光関連商品の開発支援  

■  関連事 業者 や 団体 等の 連 携に より 特 産 品の PR 及 び販 売拡 大 を図 ると と もに ，

地域 資源 を 活用 した 郷 土色 豊か な個 性 ある 新た な特 産 品・土 産 物、料 理 の開 発

を積 極的 に 支援 しま す 。  

②関連事業者と連携した商品づくり  

■  グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム や エ コ ツ ー リ ズ ム の 受 け 入 れ 体 制 等 の 整 備 に 対 応 し 、

旅行 会社 や 鉄道 事業 者 等と の連 携強 化 によ り 、町 内観 光 施設 利用 や 宿泊 を効 果

的に 組み 合 わせ た身 延 パッ クな ど、 観 光商 品の 開発 を 促進 しま す 。  

③事業おこしの支援  

■ NPO 等 の民 間 活力 を活 用 した 、新し い 観光 プロ グ ラム の開 発 と観 光客 受け 入

れ組 織の 整 備、都 市 部等 との 交 流企 画な ど 、新た な 観光 交流 関 連の 事業 お こし

を支 援し ま す。（ ★）  
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(５)水辺・水産資源の活用 

①水産資源の確保  

■ 河川 ・ 湖や 水辺 の 環境 保全 を図 り つつ 、水 産資 源 の確 保に 努 めま す。  

②内水面漁業組織の育成  

■ ヤマ メ の里 生産 組 合、富 士 川漁 業協 同 組合 、本 栖湖 漁業 協 同組 合等 の 内水 面

漁業 組織 を 育成 しま す 。  

③遊魚の振興  

■ 観光 ・ 交流 と連 携 した 釣り 等の 遊 魚の 振興 を図 り ます 。  

④本栖湖の活用  

■ 世界 文 化遺 産登 録 を視 野に、 本 栖湖 の 優れ た環 境 をい かし た 多様 なレ ジャ ー

機能 の整 備 を促 進し ま す。  
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第３節 産業間連携と就労環境  
 

１．新たな事業おこし  
 

【現状と課題】  

定住 促進 の ため には 、就 労・ 雇用 の 場の 創 出が 不可 欠 とな りま す。 交通 環 境の

変革 など 町 の優 位な 条 件を いか した 企 業等 の誘 致も 重 要で すが 、 企業 の合 理化 が

進む 中で 雇 用に も制 約 があ ると とも に 、我 が国 の経 済 状況 から も 地域 外の 他力 に

依存 する 対 策は 厳し い 状況 があ りま す 。  

その ため に は、 観光 立町 によ る まち づく り を推 進し 、観 光 の充 実を 図り 、そ れ

らに 伴う 起 業と 就労 ・ 雇用 の方 向付 け を行 う必 要が あ りま す。 ま た、 各産 業間 、

異業 種が 横 断的 に連 携 しな がら 、町 が 保有 する 資源 に 改め て目 を 向け て、 新た な

付加 価値 を 生み 出す 事 業分 野の 開発 に よる 産業 づく り が重 要な 課 題に なり ます 。  

平成 21年 度に は 、建 設 業者 、商工 会、身 延 観光 セン タ ー等 で設 立 した 身延 町観

光振 興協 議 会が、富 士川 を利 用 した ラフ テ ィ ング ツア ー を開 始し 、23年度 には「株

式会 社富 士 川倶 楽部 」 とし て起 業し て いま す。  

さら に、身延 竹炭 企 業組 合、企業 組合 み の ぶゆ ばの 里 とよ おか 、NPO法人 エ コ

クラ ブみ の ぶ、 農事 組 合法 人下 部特 産 物食 品加 工組 合 、大 島農 林 産物 加工 所管 理

会な どの 特 産品 生産 施 設と 直売 所を 運 営す る先 導的 な 事業 体が 活 動し てい ます 。

この よう な 住民 自ら 取 り組 む事 業（ コ ミュ ニテ ィ・ ビ ジネ ス） お こし をさ らに 活

発化 し、 就 労・ 雇用 の 場を つく り出 し てい くこ とが 必 要で す。  

コミ ュニ テ ィ・ビ ジ ネス とは 、住 民自 らが 主 体性 を持 ち、地域 の 課題 に対 して 、

地域 資源 （ 労働 力、 原 材料 、技 術力 等 ）を 活用 した 小 規模 ビジ ネ スで 、有 償で 行

う事 業で す 。こ うし た 事業 は、 従来 の 雇用 形態 には な じみ にく い 高齢 者、 主婦 、

また 、団 塊 世代 等の 退 職後 の就 労・ 雇 用の 受け 皿と も なる こと が 期待 でき ます 。  

コミ ュニ テ ィ・ ビジ ネ ス の 事 業 範 囲 は 、 暮 ら し の 環 境 改 善 、 雇 用 の 場 の 創 出 、

経済 的な 事 業お こし に 対応 する もの で あり 、地域 協働（ 住民 が力 を 合わ せる 協働 、

地域 社会 を 構成 する 多 様な 主体 の連 携 と協 働）によ る推 進 を図 る必 要が あ りま す 。 

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

産 業 間 連 携 に よ る 新 規 事 業 の 開 発 や 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス の 起 業 な

ど 、 新 た な 産 業 創 造 と 就 労 ・ 雇 用 の 場 の 創 出 に つ な が る 事 業 お こ し へ の 積 極 的

な支 援を 進 めま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )産 業 間 連 携 の 促 進  【 3-3-1-1】 １ ． 新 た な 事 業 お こ し  【 3-3-1】  

(２ )コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス の 起

業 促 進  

【 3-3-1-2】 

 

【施策】 

 

(１)産業間連携の促進 

①事業おこし活動の推進  

■ 産業 間 の連 携、異 業種 交流 を 強化 する とと もに 、JA、森 林組 合 、商 工会 な ど

産業 団体 間 の情 報交 換 を支 援し 、産業 振 興 や事 業お こ しに 向け て の研 究開 発活

動を 促進 し ます 。（★ ）  

②産業複合型の事業化促進  

■  観 光 体 験 プ ロ グ ラ ム や モ ノ づ く り 事 業 な ど 産 業 複 合 型 の 新 規 事 業 の 開 発 や

起業 への 支 援を 進め ま す。（★ ）  

③特産品販売施設の連携  

■ 各特 産 品販 売施 設 相 互 の 連 携 と イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 機 能 の 充 実 を 図 り ま す 。 
 

(２)コミュニティ・ビジネスの起業促進 

①コミュニティ・ビジネスの研究支援  

■ 新た な 産業 創出 と 育成 、地 域内 の就 労 ・雇 用に 貢献 す るコ ミュ ニ ティ ・ビ ジ

ネス の起 業 を促 進す る ため、 各 種団 体、 自 治会 等集 落 組織 、産 業団 体等 に おけ

るコ ミュ ニ ティ ・ビ ジネ スに つ いて の学 習 会、 話し 合い 、ワ ー クシ ョッ プ開 催

など を通 じ て、 事業 お こし の可 能性 を 研究 する 活動 を 進め ます 。（★ ）  

②起業支援の強化  

■  起 業 講 座 の 開 講 、 既 存 の 事 業 に 体 験 研 修 的 に 参 画 で き る プ ロ グ ラ ム の 実 施 、

事業 おこ し 補助 金な ど 、事 業お こし を 推進 する 環境 を 整備 しま す 。（ ★）  

③多様な事業組織の育成  

■ 事業 内 容に 応じ て 任意 団体 、自 治 会、NPO 法人 、組 合、会社 等 の事 業体 な ど、

事業 を担 う 多様 な組 織 形態 を育 成し ま す。（ ★）  
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２．就労環境の充実  
 

【現状と課題】  

本町 の就 業 者総 数は 7,275人 （国 勢調 査 ・常 住地 によ る 平成 17年 ）で 、 減少 を

続け てお り 、15歳 以上 人口 に 占め る就 業率 も 、人 口の 高齢 化 を背 景に 低 下を 続け

てい ます 。  

農業 を主 と する 第一 次 産業 就業 者数 （ 249人 、 3.4%）は 急激 に 減少 を続 けて お

り 、特 に就 業 者の 高齢 化も 進 んで いま す 。第二 次産 業（ 2,560人 、35.2%）や第 三

次産 業（ 4,453人 、61.2%）の就 業者 数 は、とも に減 少 して いま す が、第 二次 産業

の構 成比 率 はや や減 少 、第 三次 産業 の 構成 比率 は拡 大 を続 けて い ます 。  

本町 は古 く から 農林 業 を基 幹と し 、多 く の 参詣 者が 訪 れる 身延 山 と下 部温 泉郷

等の 観光 地 があ るこ と から 商業 ・サ ー ビス 業が 発展 し 、さ らに 近 年は 造成 した 工

業団 地へ の 企業 誘致 に より 、雇 用の 場 を拡 大し てき ま した 。ま た 、町 外周 辺地 域

への 通勤 就 労は 、広 域 的な 雇用 動向 に も影 響さ れま す が、 甲府 市 と近 郊地 域へ の

通勤 が増 え てい ます 。  

本町 の定 住 促進 にと っ て、就 労 環境 の充 実 は大 きな 課 題で あり 、こ れま で 地域

産業 の振 興 対策 に努 め ると とも に、 関 係機 関と 連携 し た雇 用情 報 の提 供や 勤労 者

福祉 など 雇 用労 働対 策 を進 めて きま し た。 今後 も、 よ り働 きや す い職 場環 境、 福

利厚 生の 改 善な どを 促 進し てい くと と もに 、町 内で の 身近 な就 労 ・雇 用の 場の 創

出に 取り 組 むこ とが 必 要で す。 また 、 中部 横断 自動 車 道の 工事 が 進む 中、 中部 横

断自 動車 道 ICへ 接続 す る町 内交 通網 の 整備 など 周辺 地 域へ の通 勤 就労 の環 境改 善

も重 要な 取 り組 みと な りま す。  

さら に、 高齢 者 層、 特に 団塊 世代 等 の退 職 後の 就労 ・雇 用 の場 をつ くり 出 すと

とも に、 女 性の 就業 志 向、 働く 女性 の 拡大 に対 応す る 職場 や就 労 環境 、子 育て 環

境の 改善 が 重要 です 。また 、U・J・ Iタ ー ン を促 進す る とと もに 、経験 をい か しう

る就 業や 起 業及 び定 住 を支 援し 、地 域 産業 の担 い手 を 育成 する こ とが 重要 です 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 
 

 

【施策体系】  
 

(１ )勤 労 者 福 祉 の 充 実  【 3-3-2-1】 ２ ． 就 労 環 境 の 充 実  【 3-3-2】  

(２ )雇 用 ・ 就 労 の 安 定  【 3-3-2-2】 

 

関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 勤 労 者 が 働 き や す い 職 場 づ く り を 促 進 す る と と も

に 、 町 内 企 業 の 安 定 化 、 企 業 等 の 誘 致 、 通 勤 環 境 の 整 備 、 ま た 高 齢 者 や 女 性 の

就業 機会 の 拡大 など 、 定住 促進 と連 携 する 就労 ・雇 用 の場 の充 実 に努 めま す。  

黄 色 い 網 掛 け の 数 値 は 、 22 年 度 国

勢調 査の 結 果 が 24 年 2 月 に公 表さ

れま すの で 、そ の後 修 正し ます 。  
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【施策】 

 

(１)勤労者福祉の充実 

①勤労者の福利厚生  

■ 勤労 者 が健 康で 、安 心 して 就労 する こ とが でき る よう 、保 健・ 福祉 対 策の 充

実や 福利 厚 生施 設の 利 用を 促進 しま す 。  

②働きやすい職場づくり  

■ 商工 会 等と の連 携 を図 りな がら 、雇 用 労働 条件 の 向上 や安 全 な職 場環 境づ く

りを 促進 し ます 。  

③子育て支援の職場づくり  

■ 仕事 と 子育 てが 両 立で きる 環境 改 善を 働き かけ て いき ます 。  

 

(２)雇用・就労の安定 

①雇用情報の提供と技能習得の促進  

■ 関係 機 関と 連携 し、 広 域的 な求 人・ 雇 用情 報の 提 供に 努め ま す。 また 、職 業

訓 練 校 等 で の 技 能 習 得 の 促 進 や 生 涯 学 習 で の 職 業 人 実 践 講 座 の 開 講 を 進 め ま

す。  

②町内雇用の促進  

■ 地域 で の雇 用・ 就労 環境 の 向上 を図 る ため 、企 業の 経営 安 定化 の支 援 を進 め

ると とも に、 中部 横 断自 動車 道 の波 及効 果 を見 据え た 工業・ 流 通業 等の 企 業誘

致を 推進 し 、町 内雇 用 の場 の充 実に 努 めま す。  

③通勤環境の整備  

■ 中部 横 断自 動車道 IC へ接続 す る町 内 交通 網の 整 備な ど周 辺 地域 への 通勤 就

労を 利便 化 する 環境 改 善に 努め ます 。  

④就業機会の拡充  

■ 高齢 者 や女 性、 U・ J・ I ター ン 者な ど の経 験や 技 術を いか し うる 雇用 ・就 労

の場 の拡 大 を促 進す る とと もに 、コ ミュ ニ ティ・ ビ ジネ ス等 の 起業 を支 援 しま

す。（ ★）  
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第４章 人と文化をはぐくむ（生涯学習・教育・文化） 

 

第１節 まちづくりを支える人づくり  
 

１．生涯学習の充実  
 

【現状と課題】  

本町 では 、合併 して 7 年 が経 過し 生涯 学 習 推進 体制 を 見直 しな が ら旧 町か らの

伝統 を生 か した 学習 事 業は 継続 して い ます 。公民 館に お いて も少 子 高齢 化が 進 み

公民 館活 動 が困 難な 傾 向で ある 中、 自己 啓 発や 自己 充 実を 目指 す 人づ くり であ る

こと を基 本 に自 主自 立 に向 け進 めて い ます 。  

生涯 学習 施 設と して は、 身 延町 立図 書 館、 中央 公民 館、 地 区公 民館 （中 富 総合

会館、身延 町 総合 文化 会 館）、公 民館 分 館（ 下部 3、中 富 5、身延 4）、さら に 集落

公民 館（ 下部 61、 中富 29、 身延 39） が あ り、 また 、 なか とみ 青 少年 自然 の里 、

甲 斐 黄 金 村 ・ 湯 之 奥 金 山 博 物 館 、 な か と み 和 紙 の 里 、 な か と み 現 代 工 芸 美 術 館 、

歴史 民俗 資 料館、 木喰 の 里微 笑館 等 は地 域 の特 色を い かし た生 涯 学習 の拠 点と な

って いま す 。  

身延 町立 図 書館 では 、全 ての サー ビス の 基 本と なる 蔵 書の 充実 に 努め ると とも

に、 読書 活動 推進 の ため の各 種 講座 やイ ベ ント 等の 開 催、貴 重 な地 域資 料 のデ ジ

タ ル 化 と 公 開 （ ウ ェ ブ サ イ ト 「 身 延 町 地 域 資 料 」 の 開 設 ）、 公 民 館 図 書 室 や 学 校

図書 館と の 連携、 図 書館 ボラ ン ティ アの 育 成と その 活 動支 援な ど を通 じ、 住民 の

学習 活動 に 寄与 して い ます。 今 後も これ ら の活 動を 継 続さ せな が ら、地 域 や住 民

に と っ て 役 立 つ 図 書 館 と な り 得 る よ う 、  “ 地 域 を 支 え る 情 報 拠 点 ” と し て の 機

能強 化を さ らに 図っ て いく こと が必 要 です 。  

生涯 学習 事 業に つい て は、各 種 団体 が衰 退 する 傾向 の なか、 あ すな ろ塾 型 の自

主企 画講 座 の浸 透に 努 めて いま す。ま た、な かと み青 少 年自 然の 里、甲 斐黄 金村 ・

湯之 奥金 山 博物 館や な かと み和 紙の 里、 な かと み現 代 工芸 美術 館 など の主 催講 座

に加 えて 、 身延 山大 学 と公 開講 座も 共 催し てい ます 。  

公民 館分 館 事業 は、各地 域 の特 色を いか し た 事業 を進 め てい ます が、24 年 度か

ら分 館事 業 は住 民に よ る自 主管 理・ 自主 運 営体 制に な りま す。 旧町 ごと の 異な る

運営 体制 の 中、根 付 いた 伝統 や 文化 を地 域 住民 によ り 伝承 し、 一人 ひと り の知 恵

と技 の宝 庫 とな る地 域 事業 の推 進と 今 後、 まち づく り に密 接な 生 涯学 習を 進め る

ため 、指 導者 の 発掘 と養 成、 学 習ボ ラン テ ィア グル ー プの 育成 、学 習 情報 の整 備

と提 供な ど を進 め、町 民 の自 主的 な 活動 を 促進 する た めの 支援 体 制を 強化 して い

くこ とが 必 要で す。  
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【基本方針】  

 

 

 

 
 

【施策体系】  
 

(１ )生 涯 学 習 推 進 体 制 の 強 化  【 4-1-1-1】 

(２ )学 習 情 報 の 整 備 ・ 提 供  【 4-1-1-2】 

(３ )学 習 機 能 の 整 備  【 4-1-1-3】 

(４ )学 習 施 設 管 理 ・ 運 営 の 充 実  【 4-1-1-4】 

１ ． 生 涯 学 習 の 充 実  【 4-1-1】  

(５ )学 習 活 動 の 支 援  【 4-1-1-5】 

 

【施策】  

 

(１)生涯学習推進体制の強化 

①学習指導者等の発掘  

■ 指導 者 の発 掘と 養 成 、 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 育 成 ・ 支 援 に 努 め ま す 。 

②学習団体への支援  

■ 自発 的 意志 によ り 学習 活動 して い る団 体は 生涯 学 習に 不可 欠 です。 これ ら の

団体 の活 動 に可 能な 範 囲に おい て支 援 を行 いま す。  
 

(２)学習情報の整備・提供 

①学習情報の整備  

■ 各種 地 域資 料の 保 存、集積 を進 め、資 料 のデ ジタ ル 化に よる 学 習教 材化 など 、

学習 活動 へ の活 用を 図 りま す。  

②学習情報の提供  

■ 身近 な とこ ろで 生 涯学 習に 取 り組 める よう に、 公 民館 、町 内 の学 習団 体 及び

個人 に学 習 機会 や学 習 指導 者等 の情 報 提供 に努 めま す 。  
 

(３)学習機能の整備 

①学習施設の機能充実  

■ 町民 相 互及 び町 外 との 交流 拠点 と して 、ま た、多 様 な学 習の 場 とし て生 涯 学

習施 設、 公民 館施 設 等の 機能 充 実を 進め る とと もに 、施 設間 の ネッ トワ ー ク体

制の 充実 を 進め ます 。  

生 涯 学 習 の 推 進 体 制 と 学 習 拠 点 を 整 え 、 自 主 活 動 を 促 す 情 報 と 学 習 機 会 の 提

供 の 充 実 を 図 り 、 様 々 な 学 習 成 果 が 地 域 協 働 の ま ち づ く り 活 動 の 実 践 に 還 元 さ

れる こと を 目指 しま す 。  
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②図書館機能の充実  

■ 町の 情 報拠 点と な る身 延町 立図 書 館の 機能 整備 を 進め ると と もに、 職員 の 資

質向 上 、公 民 館図 書室 や 学校 図書 館等 と の ネッ トワ ー ク化 の推 進 など を図 りつ

つ、 図書 館 サー ビス の 内容 とそ の提 供 体制 を充 実し ま す。  

③施設開放及び利用の利便化  

■ 学校 教 育施 設の 地 域開 放を 進 める とと もに 、地 域 情報 化と 連 携し た施 設 利用

など の予 約 シス テム を 導入 しま す。  
 

(４)学習施設管理・運営の充実 

①学習施設管理体制の充実 

■ 公民 館 分館 の自 主 運営 化を 促進 す ると とも に、生 涯 学習 施設 の 目的 に応 じ て、

運営 管理 体 制の 最適 化 に取 り組 みま す 。  

 

(５)学習活動の支援 

①学習機会の提供 

■  だ れ も が 興 味 と 必 要 性 に 応 じ た 学 習 プ ロ グ ラ ム に 参 加 で き る よ う 各 種 の 学

習事 業を 開 催し 、生 涯学 習へ の 意識 高揚 を 図り ます 。ま た、 長 年培 った 優れ た

経験 ・知 識・ 技術 等 の成 果を いか し、 身 近 な講 師が 企 画し た自 主 企画 講座 を設

定し 、あ ら ゆる 学習 機 会が 提供 でき る よう 努め ます 。  

②地域資源をいかす学習  

■ なか と み青 少年 自 然の 里、 甲斐 黄金 村 ・湯 之奥 金山 博 物館 、な かと み 和紙 の

里 、な かと み 現代 工芸 美 術館 等を 町民 の 生 涯学 習拠 点 とし て効 果 的に 活用 する

とと もに 、こ れら 施設 や 地域 資源 を教 材 と する 学習 プ ログ ラム の 企画 を進 めま

す。  

 



 

79 

 

２．スポーツの振興  
 

【現状と課題】  

本町 の社 会 体育 施設 は、体育 館、グラ ウン ド 、野球 場、学校 施設（グ ラウ ン ド、

体育 館 ）、テ ニ スコ ート 、弓 道場 、武 道場 、ゲー トボ ー ル場 など 32 施 設が 各 地区

に点 在し、 各 施設 ごと の 利用 者に よ る自 主 管理 を基 本 とし た管 理 運営 体制 にあ り

ます が、 施 設全 体の 管 理運 営面 の統 一 が必 要と なっ て いま す。  

体育 協会 専 門部 の競 技 スポ ーツ をは じ め 、スポ ーツ 推 進員 の企 画 によ るス ポー

ツ教 室、 イ ベン ト開 催 など によ り生 涯 スポ ーツ の普 及 に努 めて い ます 。  

また 、ス ポー ツ 少年 団 13 団、クラ ブチ ー ム（中 学生 ）1 チ ーム も 独自 の活 動 を

展開 し、 青 少年 のス ポ ーツ 活動 も盛 ん に行 われ てい ま す。  

今後 も、 生涯 に わた って スポ ー ツを 楽し み 、生 きが いづ く りや 健康 づく り、 ま

た 、 住 民 相 互 の 交 流 に い か し て い く こ と が で き る 環 境 を 整 え る こ と が 重 要 で す 。

その ため 、競 技ス ポ ーツ に加 え て、 老若 男 女を 問わ ず だれ もが 取 り組 める 軽ス ポ

ーツ の導 入 を進 め、 様々 なス ポ ーツ を自 由 に選 択で き る場 の提 供 を目 指し 、総 合

型地 域ス ポ ーツ クラ ブ の育 成な ど、 活動 の 場づ くり を 検討 して い く必 要が あり ま

す。 さら に、 指導 者 の確 保を は じめ 、体 育 協会 専門 部 や各 団体 に よる 教室 開催 な

どを 通じ た スポ ーツ 活 動へ の参 画推 進 を支 援し てい く 必要 があ り ます 。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )ス ポ ー ツ 施 設 の 活 用  【 4-1-2-1】 

(２ )ス ポ ー ツ 指 導 者 の 育 成 ・ 確 保  【 4-1-2-2】 

２ ． ス ポ ー ツ の 振 興  【 4-1-2】  

(３ )ス ポ ー ツ 活 動 へ の 支 援  【 4-1-2-3】 

 

【施策】  

 

(１)スポーツ施設の活用 

①スポーツ施設等の充実 

■ 社会 体 育施 設の 維 持管 理と 補修 、夜 間 照明 施設 等 の有 効活 用 を進 めま す。 ま

た、 各施 設 の管 理運 営 の充 実と 効率 化 を図 りま す。  

ス ポ ー ツ 施 設 の 維 持 管 理 ・ 整 備 と 有 効 利 用 を 進 め る と と も に 、 軽 ス ポ ー ツ の

普 及 や 地 域 ス ポ ー ツ 組 織 の 育 成 を 支 援 し 、 生 涯 に わ た る 健 康 づ く り の た め に ス

ポー ツを 楽 しむ こと が でき る環 境整 備 に努 めま す。  
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②予約システムの検討  

■ 情報 ネ ット ワー ク によ る施 設利 用 など の予 約シ ス テム を研 究 しま す。  
 

(２)スポーツ指導者の育成・確保 

①指導者の育成  

■ スポ ー ツ推 進員 の 育成 を図 ると と もに 、各種 の指 導 者の 育成 や 資質 の向 上 を

進め ます 。  

②指導者の確保  

■ 各種 ス ポー ツ・レ ク リエ ーシ ョ ン指 導 者に つい て 幅広 い人 材 を確 保す るス ポ

ーツ 指導 者 バン クの 推 進に 取り 組み ま す。  
 

(３)スポーツ活動への支援 

①スポーツ教室の開催促進 

■  生 涯 ス ポ ー ツ 振 興 の た め 各 地 域 に お け る 各 種 ス ポ ー ツ 教 室 の 開 催 を 支 援 し 、

軽ス ポー ツ など の普 及 を促 進し ます 。  

②競技スポーツの振興  

■ 体育 協 会の 育成 を 図り、 各 種競 技の 指 導レ ベル の 向上、 各 種大 会へ の 出場 奨

励や 大会 誘 致を 進め 、 競技 スポ ーツ の 振興 に努 めま す 。  

③スポーツ少年団等への支援推進  

■  町 内 に お い て そ れ ぞ れ 独 自 に 活 動 し て い る ス ポ ー ツ 少 年 団 や ク ラ ブ チ ー ム

（中 学生 ） に対 し、 そ の育 成を 図り 、 支援 して いき ま す。  

④総合型地域スポーツクラブの育成  

■ だれ も が生 涯を 通 じて スポ ーツ を 楽し み、健 康づ く りを 進め る 生涯 スポ ー ツ

活動 の実 現 に向 け 、各 年 代層 のス ポー ツ 活 動を 普及 す る総 合型 地 域ス ポー ツク

ラブ の育 成 を進 め、 活 動を 支援 しま す 。  
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第２節 明日を担う人づくり  
 

１．学校教育の充実  
 

【現状と課題】  

本町 では 、児 童 生徒 の減 少に 伴 い、 小中 学 校の 小規 模 化・ 過小 規模 化が 急 激に

進行 し、 学校 運営 や 教育 活動 な どに 様々 な 課題 を生 じ させ てい る こと から 、小 中

学校 の適 正 規模 ・適 正 配置 等を 確立 す るべ きも のと 考 え、 平 成 19 年 5 月に は 身

延町 立小 中 学校 適正 配 置審 議会 を設 置 し、平 成 20 年 8 月 22 日 に教 育委 員 会に 対

して 答申 が され まし た。 教育 委 員会 では 、 この 答申 の 趣旨 に沿 い 本町 の現 状を 認

識し たう え で、 学校 統合 計 画・ 前期 計画 を 策定 し、 学校 統 合に 取り 組 んで きま し

た。  

その 取り 組 みの 結果 、平成 22 年 度ま でに 、学校 統合 に より 2 校が 閉 校と なり 、

さら に平 成 23 年度 中 には 1 校が 閉 校予 定で あり、平 成 24 年度 当初 には 小 学校 7

校、中 学校 4 校の 体 制に なる 予 定で す 。し かし なが ら 、児 童 ・生 徒 数の 減少 が 今

後も 続く こ とが 予測 さ れて おり 、小 中学 校 の適 正規 模・ 適 正配 置、 学区 の 再編 に

つい ては さ らに 推進 し なけ れば なら な い状 況に なっ て いま す。  

町で は、 学校 教 育内 容の 充実 に 努め 、学 校 司書 配置 に よる 読書 教 育、英 語 指導

助手 によ る 英語 教育 、学 校 農園 での 稲作 や 野菜 、シ イタ ケ 栽培 、先 人の 知 恵に 学

ぶ体 験教 育 など を各 学 校で 進め てい ま す。  

なお、 教 職員 研修 は、 教 科別 研究 会や 問 題 別研 究会 な どに よる 研 修を 進め てい

ます が、 さ らに 12 校 の 学校 体制 の 中で 教 師間 の連 携 や交 流、 現 在的 な課 題に 対

する 指導 力 の強 化、 向 上な どが 求め ら れて いま す。  

近年、 児 童生 徒の 基 礎学 力の 向 上が 求め ら れて おり 、学 力向 上 に資 する 教 育指

導の 方策 な どを 研究 し てい くこ とが 必 要で す。 また 、よ り広 い 課題 とし て、 生 き

る力 の育 成 が問 われ て いま すが 、こ のた め 、生 徒指 導や 教 育相 談の 充 実、 障害 の

ある 児童 生 徒に 対応 す る特 別支 援教 育 の推 進な ど、き め 細や かな 教 育指 導の 充 実

が必 要で す 。  

学校 給食 は、 中 富地 区・ 身延 地 区は セン タ ー方 式で 、下 部 地区 は親 子 方式 （調

理場 を持 つ 学校 が「 親 」、 持た ない 学 校が 「 子」）で 行 って いま す が、 設備 面で 老

朽化 が進 ん でい る状 況 です。 学 校給 食の 充 実を 図る た め、食 材 の地 産地 消 など を

推進 する と とと もに、 小 中学 校の 適 正配 置 の方 向に 応 じた 施設 整 備を 検討 する 必

要が あり ま す。 

また、 児 童生 徒の 体 力低 下傾 向 が心 配さ れ てい ます が、 子ど も たち の健 全 な心

と身 体を 培 うた め、野 菜 作り 等の 農 業体 験な どを 通じ て「 食」に 関 する 知識 と「 食」

を選 択す る 力を 習得 さ せる 食育 を推 進 する こと が重 要 にな って い ます 。 
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【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【 施策 体 系 】  
 

(１ )学 校 教 育 環 境 の 整 備  【 4-2-1-1】 

(２ )学 校 教 育 内 容 の 充 実  【 4-2-1-2】 

１ ． 学 校 教 育 の 充 実  【 4-2-1】  

(３ )健 康 な 児 童 生 徒 の 育 成  【 4-2-1-3】 

 

【 施策 】  

 

(１)学校教育環境の整備 

①各学校における適正配置の推進 

■  町 立 小 中 学 校 統 合 計 画 ・ 前 期 計 画 推 進 過 程 で の 意 見 や 審 議 会 答 申 等 踏 ま え 、

早期 に後 期 計画 を策 定 し、小 中 学校 にお け る 児童 生徒 の 適正 配置 を 推進 しま す 。 

②学校の安全の強化  

■ 不審 者 の侵 入対 策 や快 適で 安心 ・ 安全 な教 育環 境 を確 保し ま す。  

③教育環境の充実  

■  教 材 備 品 の 改 善 、 学 校 図 書 館 の 充 実 、 校 外 学 習 施 設 の 有 効 利 用 な ど を 図 り 、

教育 環境 の 充実 を進 め ます 。  

④教職員の指導力の向上  

■ 教科 別・ 問 題別 研修 会、 交 流研 修、 現 代的 な課 題 に対 応す る 授業 指導 力の 向

上の ため の 研修 や教 職 員と して の基 本 を強 化す る研 修 等の 実施 に より 、教職 員

の資 質や 指 導力 の向 上 を図 りま す。  

⑤地域と連携する学校運営の確立  

■ 学校 評 議員 制度 の 充実、 地域 の 人材 や 地域 資源 を 活用 した 体 験学 習や 職場 体

験な どを 通 じて 、学 校運 営 への 地域 住 民の 参 画を 進め る とと もに 、家 庭・地 域・

学校 の連 携 を一 層強 化 し 、地 域ぐ るみ で 子 ども たち を はぐ くむ 環 境づ くり を進

めま す。  

⑥スクールバス運行の充実  

■ 各学 校 や地 域の 実 情に 応じ て、 児童 生 徒が 最も 利 用し やす い、 安全 な スク ー

ルバ ス運 行 の充 実に 努 める とと もに 、地 域 にお ける 効 率的 な利 用 の在 り方 につ

学校 規模 の 適正 化や 学 区の 見直 しを 進 めな がら、学 校施 設・設備 の計 画 的な

整備 を図 リ ます。ま た、学 校 運営 への 地 域住 民の 参加 や 地域 教育 資 源の 積極 的

活用 など 、家 庭・地域・学 校 が協 働し て 子ど もた ちを は ぐく む環 境 づく りを 強

化し ます 。  

児童 生徒 の 個性 を尊 重 した 教育 、社 会の 変 化、地 域 課題 など に 対応 した 教 育

を推 進す る ほか、確 かな 学力 の 向上 と生 き る力 の育 成、豊か な 人間 性を は ぐく

む教 育を 進 め、 心身 と もに 健康 な子 ど も達 を育 てま す 。  
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いて 検討 し ます 。  

⑦学校給食施設の整備  

■ 学校 統 廃合 の計 画 に対 応し た学 校 給食 施設 の整 備 を図 りま す 。  

 

(２)学校教育内容の充実 

①基礎学力の向上 

■ 基礎 ・基 本の 確 実な 理解 を 図り 、確 か な学 力の 向 上の ため の 指導 方法 を研 究

しま す。  

②体験的地域学習の展開  

■ 地域 環 境や 地域 資 源を 教材 に、 地域 の 人材 を活 用 した 郷土 学 習、産 業 等の 体

験学 習を 充 実し 、自 ら調 べ、 発 表し 、討 議 する 活動 、問 題 解決 的な 学 習を 重視

し、 自ら 学 び考 える 力 など の生 きる 力 の育 成を 進め ま す。  

③新たな教育課題への対応  

■ 英語 指 導助 手の 活 用に よる 英語 教 育や 外国 語活 動 の充 実、情 報 活用 能力 を 育

成す る情 報 教育 、環 境教 育、 福祉 教 育な ど 、現 代的 な課 題 に対 応し た教 育 を推

進し ます 。  

④高度情報化の活用  

■  情 報 技 術 を 活 用 し た 学 校 間 や 遠 隔 地 と の 交 流 や 都 市 部 等 と の 学 校 間 交 流 を

進め ます 。  

⑤障害児等教育の充実  

■ 特別 支 援教 育支 援 員の 配置 によ り、 学 習障 害、 注意 欠陥 多 動性 障害 な ど障 害

のあ る児 童 生徒 一人 ひ とり に対 して 、持 て る力 を高 め、 生活 や 学習 上の 困 難の

改善 を目 指 した 適切 な 教育 的支 援を 進 めま す。  

 

(３)健康な児童・生徒の育成 

①いのちの大切さを教える取り組み 

■ 家庭 ・地 域・ 学 校が 連携 し なが ら、 一 人ひ とり が 自分 自身 を 大切 にす ると と

もに 、他 者 への 思い や り や い の ち を 大 切 に す る 児 童 ・ 生 徒 の 育 成 に 努 め ま す 。 

②相談体制の充実  

■ スク ー ルカ ウン セ ラー の配 置等 に より 、教 育相 談活 動を 充 実し 、児 童生 徒 へ

の対 応を 強 化し ます 。   

③健康管理の強化  

■ 健康 管 理と 体育 ・ 健康 教育 を充 実 し、 心身 とも に 健康 な児 童 生徒 を育 成し ま

す。  

④食育の推進  

■ 地産 地 消の 推進 に よる 安全 ・安 心な 食 材の 確保 、伝 統食 な どを 取り 入 れた 給

食内 容の 充 実、 また 、学 校・ 家庭 ・地 域 の 連携 を図 り なが ら子 ど もの 時か ら望

まし い食 習 慣を 身に 付 ける 食育 を推 進 しま す。  
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２．青少年の育成  
 

【現状と課題】  

家庭、 地 域の 教育 力 の低 下や 連 帯感 の希 薄 化な どが 進 んで いる 中、 青少 年 が心

身と もに 健 全に 成長 し てい くこ とが で きる 環境 づく り や家 庭・ 地域 ・学 校が そ れ

ぞ れ 機 能 を 発 揮 し つ つ 緊 密 に 連 携 し て 青 少 年 の 健 全 育 成 に 取 り 組 む こ と が 求 め

られ てい ま す。  

青少 年育 成 身延 町民 会 議で は、 町民 総参 加 のも と、 総会 や青 少 年健 全育 成 身延

町推 進大 会 など を通 じ て町 民意 識の 高 揚を 図り、 町内 一 斉地 域環 境 美化 活動 な ど

の地 域活 動 への 参画、 子 ども クラ ブ 親睦 グ ラウ ンド ゴ ルフ 大会 な ど交 流機 会の 拡

大に も取 り 組ん でい ま す。 また 、旧 町 単位 に各 支部 組 織を 設置 し て、 各育 成会 ・

子ど もク ラ ブに おい て 地域 に根 付い た 特色 ある 事業 を 主体 的に 進 めて いま す。  

少子 化が 進 む中 で、 育成 会・ 子ど もク ラ ブ 活動 が困 難 にな って き てい る状 況も

あり 、活 動組 織の 再 編成 、公 民館 活 動や コ ミュ ニテ ィ 活動 との 一 体化 など を検 討

する 必要 が あり ます 。  

さら に 、本 町 の恵 まれ た 自然 環境 や歴 史 文 化資 源を 青 少年 育成 活 動に 効果 的に

活用 して い くこ とが 必 要で す。 特に 、な か とみ 青少 年 自然 の里 で 行わ れて いる 青

少年 育成 の 様々 な体 験 学習 メニ ュー や 季節 に応 じた 体 験教 室を は じめ、 本町 が 保

有 し て い る 多 様 な 資 源 を 教 材 に い か し た 取 り 組 み を 広 く 展 開 す る こ と が 求 め ら

れま す。  

今 後 も 青 少 年 の 非 行 防 止 活 動 や 相 談 体 制 の 充 実 、 親 子 で の 地 域 活 動 へ の 参 画 、

異世 代交 流 や町 外と の 交流 活動、 健 全な 地 域環 境づ く りを 継続 的 に進 めて いく 必

要が あり ま す。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 
 

【施策体系】  
 

(１ )青 少 年 育 成 推 進 体 制 の 強 化  【 4-2-2-1】 ２ ． 青 少 年 の 育 成  【 4-2-2】  

(２ )青 少 年 育 成 活 動 の 推 進  【 4-2-2-2】 

 

次 代 を 担 う 青 少 年 を 地 域 ぐ る み で 育 て て い く 体 制 を 整 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

など 地域 活 動と 連携 し た育 成活 動を 促 進し 、青 少年 の 社会 参加 を 進め ます 。  
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【施策】  
 

(１)青少年育成推進体制の強化 

①青少年育成組織の強化 

■ 家庭 ・地 域・ 学 校等 の連 携 、子 育て 支 援対 策と の 連携 など 、青 少 年の 健全 育

成を 図る た めの 総合 的 な施 策を 効果 的 に推 進す るた め 、青少 年育 成 身延 町民 会

議の 取り 組 みを 強化 し ます 。  

②相談体制の充実  

■  小 中 学 校 、 高 校 と の 情 報 共 有 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 や 関 係 機 関 等 と 連 携 し 、

教育 や学 校 生活 相談 な ど青 少年 相談 体 制を 充実 し、 問題 の早 期 発見 、対 応に 努

めま す。  

③青少年育成団体の活性化  

■ 青少 年 育成 活動 を 円滑 に推 進す る ため 、育 成会・ 子 ども クラ ブ 活動 組織 の 再

編成 を検 討 して いき ま す。  

 

(２)青少年育成活動の推進 

①社会参加・交流機会の拡充  

■ 育成 会・ 子 ども クラ ブ 活動 を支 援す る とと もに 、青 少 年の 自立 心 を育 て、 社

会性 を養 う ボラ ンテ ィ ア活 動な ど社 会 参加 を促 進し ま す。ま た、 コ ミュ ニテ ィ

活動 や公 民 館活 動と の 連携、 三 世代 交流 、 親と 子・ 家族 が 一緒 に参 加す る 活動

を促 進し ま す。  

②地域環境の浄化  

■ 有害 な 環境 の浄 化 活動 、声 かけ 運 動、 夜間 パト ロ ール など 、 地域 ぐる みで 青

少年 の非 行 防止 に努 め ます 。  

③体験活動の拡充  

■ 本町 が 保有 して い る多 様な 自 然や 歴史 文化 資源 を 活用 して 、 学校 教育 と 連携

しな がら 、本町 な らで はの 青 少年 期に お ける 体験 活動 を つく り出 し てい きま す 。 
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第３節 地域文化をはぐくむ  
 

１．文化活動の展開  
 

【現状と課題】  

本町 では 、身 延町 総 合文 化会 館 が文 化事 業 の中 核拠 点 とな って お り、コ ン サー

ト及 び講 演 会、 映画 上 映会 など の主 催 事業 と貸 館事 業 を実 施し 、 21 年 度 から は 、

身 延 町 総 合 文 化 祭 を 開 催 し て い ま す 。 ま た 、 各 地 域 の 文 化 活 動 の 拠 点 と し て は 、

地区 公民 館 が利 用さ れ てい ます 。  

郷土 の歴 史 文化 を継 承 する なか とみ 和 紙の 里、な か とみ 現代 工 芸美 術館 、甲 斐

黄金 村・ 湯之 奥 金山 博物 館 など では 、企 画 展や 文化 講 座、 体験 学習 イ ベン トな ど

の文 化事 業 を実 施し て いま す。  

今後 も、 こう し た文 化施 設に つ いて は、 地 域の ニー ズ に対 応す る とと もに 、独

自性 と継 続 性の ある 運 営を 図る ため 、文 化 事業 を支 え るサ ポー タ ー及 びボ ラン テ

ィア スタ ッ フ体 制、施設 管理・運 営の 在 り方 等を 検証 し、改善 を 図っ て行 き ます 。

これ まで も、 町民 が 優れ た文 化 芸術 に触 れ る機 会を 提 供す ると と もに、 文 化協 会

の活 動を 支 援し、 文化 祭 や展 示会 の 開催 な ど文 化活 動 への 町民 参 加と 文化 交流 を

促進 して き まし た。 また 、住 民の 自 主的 な 活動 を強 化 し地 域活 性 化を 促進 して き

まし た。  

心の 豊さ を 求め る志 向 が高 まる 中で 、町 民 がよ り充 実 した 文化 芸 術を 楽し める

機会 や場 づ くり を進 め、 町内 外 の交 流を 深 めて いく こ とが 必要 で す。今 後 とも 文

化団 体の 自 主活 動や 指 導者 の育 成に 努 める とと もに、 多 様な 文化 情 報の 提供 や 文

化施 設相 互 の情 報ネ ッ トワ ーク 化を 推 進し ます 。ま た、 地域 文化 活 動と 交流 の 促

進や 観光 誘 客な どと 連 携し、 これ か らも 地 域活 性化 と のつ なが り を深 めて いく こ

とが 重要 で す。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )文 化 振 興 体 制 の 充 実  【 4-3-1-1】 １ ． 文 化 活 動 の 展 開  【 4-3-1】  

(２ )芸 術 文 化 活 動 の 推 進  【 4-3-1-2】 

 

芸 術 文 化 の 振 興 体 制 を 充 実 し 、 活 動 を 活 発 化 す る と と も に 、 芸 術 文 化 事 業 へ

の町 民参 画 、芸 術文 化 を通 じた 幅広 い 交流 活動 を促 進 しま す。  
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【施策】  
 

(１)文化振興体制の充実 

①活動団体の育成  

■ 身延 町 文化 協会 及 び各 種文 化 団体 ・グ ルー プの 育 成、 相互 の 交流 、指 導 者の

育成 など 、 活動 団体 の 育成 を図 りま す 。  

②文化施設の整備  

■ 文化 施 設の 機能 整 備を 進め てい き ます 。  

③文化施設管理の強化  

■ 文化 施 設の 管理 に つい て、 指 定管 理者 制度 の導 入 検討 も含 め 事業 充実 な ど管

理運 営体 制 の強 化と 効 率化 を進 めま す 。  

④文化による情報発信  

■ 観光 ・ 交流 等と 連 携し た文 化イ ベ ント や施 設の 情 報発 信を 強 化し ます 。  

 

(２)芸術文化活動の推進 

①鑑賞・発表機会の充実  

■ 優れ た 芸術 文化 に 触れ 、体 験し 、交 流 する 機会 の 充実 を図 る とと もに 、文 化

祭、 芸術 企 画展 など 文 化団 体・ グル ー プの 活動 の発 表 機会 を充 実 しま す。  

②文化事業の推進  

■ 文化 講 演会 の開 催 や総 合文 化会 館、 甲 斐黄 金村 ・湯 之奥 金 山博 物館 等 の自 主

事業 を推 進 しま す。  

③文化芸術サポ－ターの育成  

■ 芸術 文 化事 業の 企 画段 階か らの 町 民参 画を 図る と とも に、事 業 実施 を支 え る

サポ ータ ー 及び ボラ ン ティ アス タッ フ の育 成を 進め ま す。  

④博物館ネットワークとの連携  

■ 県の ハ ブ博 物館 ネ ッ ト ワ ー ク と 連 携 し た 企 画 展 示 や イ ベ ン ト を 推 進 し ま す 。 

⑤地域文化活動の支援  

■ 句碑 の 里を 育て る 会な ど地 域づ く り団 体と の連 携 を深 め、地 域 に根 ざし た 文

化活 動を 支 援し てい き ます 。  

⑥文化観光づくり  

■ 観光 ツ アー 企画 と 文化 事業 を組 み 合わ せる など 、文化 観 光づ くり を 進め ます 。  
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２．歴史と文化遺産の継承  
 

【現状と課題】  

本町 は、 甲斐 と 駿河 を結 ぶ 身延 道（ 河内 路 ・駿 州往 還） の中 心 とし て古 く より

開け、13 の 国 指定 文化 財 をは じめ 多 くの 歴 史文 化遺 産 に恵 まれ た 特色 ある 固有 の

歴史 と伝 統 文化 を誇 る 地域 です 。  

身 延 山 久 遠 寺 は 日 蓮 宗 の 総 本 山 と し て  多 く の 人 々 の 信 仰 を 集 め 、 年 間 を 通 じ

て全 国各 地 から 数多 く の参 拝者 や観 光 客な どが 訪れ て いま す。 身延 山に は、 古 来

から の伝 統 行事 をは じ め身 延山 宝物 館 の文 化財 、日 蓮聖 人 草庵 跡、 総門 、三 門 等

の建 築物 、周 辺 の宿 坊・ 古刹 な ど、 貴重 な 歴史 文化 遺 産が 継承 さ れて いま す。 ま

た、 身延 山は しだ れ 桜の 名所 で あり 、復 元 され た五 重 塔や ゆば に 代表 され る精 進

料理 など も 含め 、国 際 的な 歴史 文化 遺 産と して の価 値 を有 して い ます 。  

この ほか に、 国指 定 史跡 であ る 中山 金山 遺 跡は、 戦 国時 代の 鉱 山技 術を 伝 える

貴重 な遺 跡 です 。甲 斐黄 金 村・ 湯之 奥金 山 博物 館で は、 そ の出 土品 や 歴史 事実 を

紹介 する と とも に、金山 史 研究 書の 刊行 、企 画展 や公 開 講座 など を 開催 して おり 、

本町 の歴 史 文化 を発 信 する 拠点 とし て 全国 的に も高 い 評価 を受 け てい ます。 ま た、

砂金 採り 体 験や イベ ン トの 開催 など 、 特色 ある 観光 拠 点と なっ て いま す。  

西嶋 和紙 の 活性 化拠 点 であ るな かと み 和紙 の里 は 、紙 漉 き体 験施 設 での 各地 の

小中 学生 の 卒業 証書 づ くり など が行 わ れて いま す。今 後 も伝 統技 法 を受 け継 ぐ た

め後 継者 育 成に 努め る とと もに 、観 光・ 交 流と の連 携 強化 など 、更 な る利 用促 進

が必 要で す 。  

これ らの ほ か、 本遠 寺、 門西 家 住宅 、旧 市 川家 住宅 な どの 建造 物、 寺 社が 所蔵

する 美術 工 芸品、 南 部氏 や穴 山 氏の 史跡 、 富士 山世 界 文化 遺産 登 録の 構成 資産 候

補で ある 本 栖湖、 オ ハツ キイ チ ョウ やブ ッ ポウ ソウ に 代表 され る 天然 記念 物、 西

島の 神楽 、下 山甚 句 など の無 形 民俗 文化 財 と多 様な 文 化財 を保 有 して いま す。 ま

た、 木喰 の里 微 笑館 、歴 史民 俗 資料 館が あ り、 さら に下 山 大工 の系 譜 など 本町 を

彩る 歴史 文 化資 源が あ りま す。  

これ らの 多 様な 歴史 文 化遺 産を 町民 共 有の 財産 とし て 大切 に保 護 し 、次 世代 に

継承 する と とも に、 学校 教育 や 生涯 学習 に おけ る郷 土 学習 への 活 用を 図り 、郷 土

に対 する 理 解を 深め て いく とこ とが 重 要で す。 また 、観 光・ 交流 の 振興 への 活 用

を進 め、歴 史 と文 化を 感 じる こと が でき る まち づく り に取 り組 む こと が必 要で す 。 

   

【基本方針】  

 

 

 

 

本 町 固 有 の 貴 重 な 歴 史 文 化 遺 産 の 調 査 と 適 切 な 保 護 ・ 保 全 、 継 承 に 努 め 、 町

の誇 りと し ての 情報 発 信と 有効 活用 を 図り ます 。  
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【施策体系】  
 

(１ )文 化 財 の 保 護 と 活 用  【 4-3-2-1】 ２ ． 歴 史 と 文 化 遺 産 の 継

承  

【 4-3-2】  

(２ )地 域 文 化 の 継 承 と 育 成  【 4-3-2-2】 

 

【施策】  

 

(１)文化財の保護と活用 

①文化財調査・保護活動の促進  

■ 歴史 文 化遺 産の 調 査研 究、 指 定文 化財 の保 護・ 保 全対 策、 文 化財 指定 と 公開

を進 める と とも に、 地 域住 民に よる 保 護活 動を 促進 し ます 。  

②文化財の活用  

■ 文化 財 等の 紹介 冊 子や マッ プ の作 成、 分か りや す い誘 導案 内 標識 の設 置 を図

り、フィ ール ドミ ュ ージ アム ＊ ）機 能整 備の 一環 とな る 身延 道ウ ォ ーキ ング コー

スづ くり を 進め ます 。  

③専門的人材の確保  

■  文 化 財 保 護 等 の 専 門 的 人 材 の 確 保 や 文 化 財 保 護 審 議 会 の 活 動 の 促 進 を 図 り

ます 。  
 

(２)地域文化の継承と育成 

①郷土芸能等の伝承  

■ 郷土 芸 能や 伝統 技 術等 の伝 承育 成 のた めの 支援 を 進め ます 。  

②伝統文化の掘り起こし  

■ 地域 コ ミュ ニテ ィ 活動 と連 携 した 伝統 行事 や伝 統 食な ど地 域 固有 の伝 統 文化

の掘 り起 こ しと 継承 を 支援 しま す。  

③文化をいかした地域づくり  

■ 本町 の 歴史 文化 遺 産を 活用 する 学 習教 室な どの 開 催、県 のハ ブ 博物 館ネ ッ ト

ワー クと 連 携し たイ ベ ント・ 体 験事 業を 推 進し、 町 民の 郷土 学 習の 場を 拡 大す

ると とも に 、町 外か ら の誘 客を 図り ま す。  

④人材の育成  

■ 身延 道 歴史 文化 ガ イド など の 人材 育成 を図 り、 郷 土学 習や 観 光へ の利 用 を促

進し ます 。  

⑤歴史文化資料の蓄積・情報提供  

■ 古文 書 など 歴史 文 化資 料の デ ジタ ル化 とウ ェブ サ イト によ る 情報 提供 を 進め

ます 。  

⑥有形民俗資料の収集・保存  

■ 民具 な ど有 形民 俗 資料 の収 集 を進 めな がら 、展 示 ・保 管方 法 を検 討し て いき

ます 。  
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第５章 協働のまちづくりを進める（交流・協働・行財政） 

 
第１節 多様な交流の力をいかす  
 

１．町内外の交流の展開  
 

【現状と課題】  

本町 では 、合 併後 も 住民 や各 種 団体 の交 流 、情報 の 交流 と相 互 理解 を促 進 する

こと に努 め てき まし た。町民 や 各種 団体 な ど が多 様に 交 流す る機 会 と場 を拡 大し 、

相互 の親 睦 を図 り、 町 民の 一体 感を 醸 成し 、町 民の 力 を結 集し て いく 必要 があ り

ます 。  

町外 の地 域 との 交流 に お い て は 、 鴨 川 市 と 姉 妹 都 市 協 定 の 締 結 が さ れ て お り 、

教育 ・文 化 ・産 業等 の 交流 を継 続し て きま した 。ま た 、か つて こ の地 を治 め、 や

がて 東北 の 地に 移り 住 み南 部藩 を興 し た南 部氏 との ゆ かり から 、 青森 、岩 手、 山

梨 3県 の 関係 9市 町で 平成・南 部藩 と して 交 流を 通し た まち づく り も行 われ てき ま

した 。  

八重 瀬町 と は、 青少 年 の交 互訪 問が 行 われ てき まし た 。  

林道 豊岡 梅 ヶ島 線で 繋 がる 静岡 県静 岡 市と は 、地 元住 民 を中 心と し た実 行委 員

会に よる イ ベン ト開 催 を通 じて 地域 興 しと 交流 を続 け てい ます 。  

今後 はこ れ まで の交 流 を見 直し なが ら 、交 流目 的を 明 確化 し、 ま ちづ くり に有

効な 交流 を 進め 、交 流 地域 相互 の活 性 化に 結び 付け て いく 必要 が あり ます 。  

本町 は身 延 山や 下部 温 泉な どに 多く の 観光 客が 訪れ る 観光 のま ち であ り 、観 光

客と の様 々 な交 流も な され てい ます 。 青垣 倶楽 部（ 古 関） や句 碑 の里 を育 てる 会

（中 富） の よう な地 域 住民 自ら の工 夫 によ る都 市住 民 との 交流 活 動を 推進 して い

るグ ルー プ もあ りま す が、 さら に交 流 を力 にす る地 域 活性 化へ の 取り 組み が必 要

です 。近 年 、キ ャノ ン マー ケテ ィン グ ジャ パン やパ ナ ソニ ック と いっ た国 内大 企

業が CSR（企 業 の社 会的 責 任） の一 貫 とし て実 施し て いる 、町 内 住民 と都 市住 民

の農 業体 験 交流 など も 広が りを 見せ て いま す。  

また 、身 延 町の 特産 品を お 送り する「 みの ぶ ふる さと 便 」へ 申し 込み 頂 いた 方々

との 交流 会 を開 催し 、 身延 町の 魅力 を 理解 して いた だ くと 共に 親 睦を 深め てい ま

す。  

この よう な 多様 な交 流 を通 じて 、町 民の 結 集力 に町 外 の人 々の 力 を加 えて 、ま

ちづ くり を 推進 する 力 を増 強し てい く こと が重 要で す 。特 に、 交 流の 展開 は、 観

光振 興に つ なが り、 地 域を 訪れ る人 々 を拡 大し 、観 光 関連 事業 の 振興 、域 内消 費

の拡 大に つ なが りま す。ま た、交流 を通 じ て 本町 を広 く PR・情報 発信 す るこ とが

でき ると と もに 、地 場 産品 の販 路拡 大 や田 舎暮 らし を 求め る人 々 の定 住も 期待 で

きま す。  

今後 とも 、町 内の 関係 組 織の 育成 等を 図 り なが ら地 域 活性 化に 効 果的 な交 流活

動を 進め 、 様々 な分 野 にお いて 、本 町 のま ちづ くり を 町外 から 応 援し てく れる 人

たち とな る パー トナ ー を増 やし てい く こと が必 要で す 。  
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【基本方針】  
 

 

 

 
 

 

【施策体系】  
 

(１ )町 民 相 互 の 交 流 の 推 進   【 5-1-1-1】 

(２ )町 外 と の 交 流 活 動 の 推 進  【 5-1-1-2】 

１ ． 町 内 外 の 交 流 の 展 開  【 5-1-1】  

(３ )町 内 外 へ の 情 報 発 信 の 強 化  【 5-1-1-3】 

 

【施策】  

 

(１)町民相互の交流の推進 

①町民の一体感の醸成 

■ 町民 相 互の 親睦 と 融和 を図 るた め、 町 民交 流イ ベ ント の開 催、 各種 団 体等 の

交流 と相 互 理解 を深 め る機 会を 拡大 し 、町 民の 一体 感 の醸 成に 努 めま す。  

②我が町を知る機会の充実  

■ 我が 町 を学 ぶ再 発 見講 座の 開講 を 進め ると とも に、 町内 各地 区 の様 々な 地 域

活動 の紹 介 など 情報 提 供を 強化 し、 我 が町 を知 る機 会 を充 実し ま す。  

 

(２)町外との交流活動の推進 

①町の資源をいかした交流の推進  

■  身 延 ふ る さ と 便 や 大 豆 オ ー ナ ー 制 度 の 組 み 合 せ な ど を 通 じ た 交 流 事 業 を 推

進す ると と もに 、町 出 身者 との 交流 を 深め る機 会を 充 実し ます 。  

②交流活動組織の検討  

■  静 岡 市 ・ 身 延 町 交 流 イ ベ ン ト 実 行 委 員 会 等 の 交 流 活 動 組 織 へ の 支 援 に よ り 、

教育 文化 、 スポ ーツ 、 産業 など 交流 分 野の 拡大 に努 め ます 。  

■ 全国 各 地で 活躍 し てい る身 延町 出 身、 身延 にゆ か りの 深い 人 たち の情 報を 集

め、 ふる さと 交 流会 の開 催、 ふる さ と大 使 の委 嘱な ど、 ま ちづ くり に有 益 な情

報を 収集 し たり 、助 言 を得 てい く仕 組 みを 検討 しま す 。  

③自主的な交流活動の促進  

■ 空き 家 や遊 休農 地 の活 用に つな が る交 流活 動な ど、 地域 活性 化 に取 り組 む 住

民の 自主 的 な交 流活 動 を促 進し 、支 援 しま す。（ ★）  

④姉妹都市交流等の推進  

■ 平成 20 年度 に締 結 した 千葉 県 鴨川 市 との 姉妹 都 市協 定に 基 づき 、市 町相 互

の活 性化 や まち づく り に有 効な 交流 を 推進 しま す。  

 

町 民 相 互 の交 流 と 相 互 理 解 を 深 め、 一 体 感 を 醸 成 す ると と も に 、 本 町 の 特性

を い か して 地 域 活 性 化 に 効 果 的な 多 様 な 地 域 間 交 流活 動 を 進 め 、 ま ち づ くり を

応 援 し てく れ る パ ー ト ナ ー を 増や し て い く な ど 、 交流 を 力 に す る ま ち づ くり を

強化 しま す 。  
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(３)町内外への情報発信の強化 

①様々な機関や媒体の活用  

■ 田舎 暮 らし やふ る さと 志向 に対 応 する 全国 的な 組 織と 連携 し た情 報提 供、 観

光情 報の 発 信と の連 携 など、 様 々な 機関 や 媒体 を活 用 した 情報 提 供を 進め 、町

から の情 報 発信 機能 を 強化 し、効果 的な イ メ ージ アッ プ、PR を 進 めま す 。（ ★ ） 

②リアルタイムな情報発信  

■ 地域 ポ ータ ルサ イ トの 創設 と連 携 し、 ホー ムペ ー ジや ブロ グ （身 延 Life） 等

で各 種の 情 報発 信を 行 うと 共に 、町 内ブ ロ ガー の参 画 を得 て、 身延 町か ら のリ

アル タイ ム な情 報発 信 を強 化し ます 。  

③町内観光関連施設との連携  

■ 町内 に 点在 する 「 なか とみ 和 紙の 里 」、「道 の駅 し もべ 」、「 ゆ ばの 里」 な どの

観光 関連 施 設と 連携 し 、施 設に 立ち 寄 った 観光 客に 情 報提 供し て いき ます 。  
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２．国際交流の展開  
 

【現状と課題】  

学校 教育 で は、 外国 青 年招 致事 業（ JETプロ グラ ム） に よ り 、 現 在 2名 、 ま た 、

県内 在住 外 国人 3名 を加 えた 計 5名が 中 学校・小学 校 で語 学指 導 など を行 っ てい ま

す。 また 、 なか とみ 青 少年 自然 の里 を 利用 する 在日 外 国人 学校 の 児童 ・生 徒と 町

内小 中学 校 児童 ・生 徒 との 交流 が行 わ れて いま す。  

今後 とも 、学 校に お ける 国際 理 解や 英語 教 育、国 際 交流 機会 の 充実 を図 る とと

もに 、町 民 対象 の英 語 講座 の開 講な ど 、広 く外 国人 と 町民 との 交 流機 会を 拡大 し

てい く必 要 があ りま す 。  

近年、 本 町に も外 国 人観 光客 が 見ら れる と とも に、 工業 団地 従 業員 等の 外 国人

登録 者が 増 加し てき て おり 、国 際理 解 を深 めな がら 、 国際 化に 対 応し たま ちづ く

りを 強め て いく こと が 必要 です 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )国 際 交 流 の 推 進  【 5-1-2-1】 ２ ． 国 際 交 流 の 展 開  【 5-1-2】  

(２ )国 際 化 対 応 の 地 域 環 境 の 整 備  【 5-1-2-2】 

 

【施策】 

 

(１)国際交流の推進 

①国際化の啓発  

■ 町民 に 広く 国際 化 を啓 発し 、国 際的 な 視野 と知 識 を広 げる た め、生 涯 学習 と

連携 した 講 座の 開設 を 進め ます 。  

②国際交流活動組織の育成支援  

■ 国際 交 流を 推進 す る た め 、 住 民 主 体 の 国 際 交 流 組 織 の 育 成 支 援 を 進 め ま す 。 
 

③児童生徒の交流機会の確保  

■  本 町 の 豊 か な 自 然 を い か し た な か と み 青 少 年 自 然 の 里 な ど の 体 験 型 学 習 施

設の 在日 外 国人 学校 の 利用 促進 と合 わ せて 、町内 小 中学 校児 童・ 生 徒と の交 流

活動 を促 進 しま す。  

④英語教育の充実  

■ 学校 教 育に おけ る 国際 理解 ・英 語 教育 の充 実を 図 りま す。  

国 際 理 解 を 深 め る と と も に 、 海 外 と の 交 流 、 来 訪 す る 外 国 人 、 在 住 す る 外 国

人と の交 流 を進 める と とも に、 国際 化 対応 の地 域環 境 を整 備し ま す。  
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(２)国際化対応の地域環境の整備 

①外国人が暮らしやすい環境整備  

■ 町内 に 在住 する 外 国人 の生 活実 態 把握 に努 めな が ら、外 国人 対 応の 行政 サ ー

ビス の在 り 方を 検討 し 、暮 らし やす い 環境 整備 に努 め てい きま す 。  

■ 在住 外 国人 と町 民 の交 流機 会を 充 実し ます 。  

②国際化対応の観光地づくり  

■ 外国 人 観光 客に 分 かり やす い観 光 ガイ ド、外 国語 併 記の サイ ン や案 内板 の 整

備、外 国 人誘 客の た めの 観光 商 品開 発な ど 、関係 組 織や 町民 の 理解 と協 力 を得

なが ら国 際 化対 応の 観 光地 づく りを 進 めま す。  
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３．定住の促進  
 

【現状と課題】  

本町 は、 高齢 化 と少 子化 が進 む 過疎 の地 域 構造 下に あ り、 今後 も少 子化 ・高 齢

化が 進行 し 、人 口の 減 少は 避け られ な い状 況が 見通 さ れま す。 こ のよ うな 中で 人

口減 少に 歯 止め をか け るこ とは 容易 な こと では あり ま せん が、 定 住促 進の ため の

様々 な分 野 での 対策 を 継続 的に 積み 上 げ、 人口 減少 幅 を着 実に 縮 小し 、定 住人 口

を確 保し て いく こと が 重要 です 。  

その ため に は先 ず、 町内 の若 者 が結 婚相 手 を見 つけ 、結 婚し 家 庭を 築く こ とが

大切 です 。 また 、定 住 でき る環 境整 備 、特 に若 者定 住 を拡 大す る 住宅 建設 ・宅 地

供給 や子 育 て世 代へ の 医療 ・教 育環 境 の整 備と 支援 の 充実 、高 齢 者が 安心 して 暮

らせ る環 境 への 着実 な 改善 、そ して 、 地域 産業 の振 興 と新 たな 事 業お こし の促 進

によ る就 労 ・雇 用の 場 の拡 大が 必要 で す。 さら に、 周 辺地 域へ の 通勤 就労 環境 の

整備 によ る 雇用 ・就 労 の場 の創 出な ど 、住 み続 けた い 人が 住み 続 けら れる ため の

定住 環境 の 様々 な改 善 を重 点的 に進 め なけ れば なり ま せん 。  

また、 青 垣倶 楽部 の 取り 組み に 見ら れる よ うな 空き 家 や空 き公 共 施設、 遊 休農

地等 の活 用 によ る交 流 活動 を推 進し な がら 、着 実に 身 延フ ァン を つく り出 し、 定

住に つな げ てい くこ と も必 要で す。そ のた め、U・J・ Iタ －ン 情 報の 提供 を 強化 す

ると とも に 、定 住者 の 受け 入れ 環境 を 整え てい くこ と が必 要で す 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )様 々 な 分 野 で の 定 住 促 進 対 策

の 推 進  

【 5-1-3-1】 

(２ )U・ J・ I タ － ン の 促 進  【 5-1-3-2】 

３ ． 定 住 の 促 進  【 5-1-3】  

(３ )受 け 入 れ 環 境 の 整 備  【 5-1-3-3】 

 

定 住 人 口 を 確 保 す る た め 、 様 々 な 分 野 で の 取 り 組 み の 総 合 力 を 発 揮 し て 、 住

み 続 け た い 人 が 住 み 続 け ら れ る よ う 定 住 環 境 の 改 善 に 重 点 的 に 取 り 組 み ま す 。

また 、 U・ J・ I タ－ ン を促 進し 、 居住 ・定 住 者を 増や し ます 。  
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【施策】  

 

(１)様々な分野での定住促進対策の推進 

①暮らしの環境改善の重点 

■ 産婦 人 科、 小児 科の 整 備検 討、 子育 て 支援 対策 や 学校 教育 の 充実 など 、子 育

て世 代が 定 住で きる 環 境改 善を 進め ま す。  

■ 若者 向 け住 宅の 建 設・宅 地 供給 の円 滑 化な ど、 若者 層が 住 み続 けら れ る環 境

改善 を進 め ます 。  

■ 住宅 改 築や 持ち 家 確保 等へ の支 援、 特 に若 者世 帯 向け 低価 格 住宅 など 定住 促

進に 向け た 新た な優 遇 ・支 援策 の検 討 を進 めま す。  

■ 福祉 と 生活 支援 、生 きが い 対策 など 、 高齢 者が 安 心し て暮 ら せる 環境 改善 を

進め ます 。  

■町 内結 婚 適齢 期の 若 者に 生涯 の伴 侶 を見 つけ ても ら うた め、出 会 いの 場の 提 供

を進 めま す 。  

②就労・雇用の創出の重点  

■ 農業 ・林 業、 商 工業 、観 光関 連 業の 従 事者 の主 体 的な 振興 策 への 取り 組み を

促進 し、 地 域経 済の 着 実 な 発 展 と 町 内 で の 雇 用 ・ 就 労 環 境 の 改 善 を 進 め ま す 。 

■  中部横 断自 動 車道 の早 期 完成 を目 指 す と共 に 、幹 線道 路の 雨 量規 制の 着 実な

改善 を促 進 し、 周辺 地 域へ の通 勤就 労 環境 の整 備を 進 めま す。  

■ 産業 間 連携 によ る 事業 おこ し、 コミ ュ ニテ ィ・ ビジ ネス の 起業 の促 進 を図 る

とと もに 、事 業 組織 の育 成に 努 める など 、 就労 ・雇 用の 創 出を 積み 重ね て いき

ます 。（★ ）  
 

(２)U・J・Iターンの促進 

①U・J・Iターンに関する情報提供の強化  

■ 田舎 暮 らし を求 め る志 向の 高ま り に対 応し、 本町 を 訪れ る交 流 企画 の実 施 や

全国 的な 情 報提 供機 関 と連 携し て、U・J・I ター ン希 望 者に 対す る 住ま い情 報、

求人 情報 な ど、 定住 に 関す る情 報提 供 を強 化し ます 。（★ ）  

■ 本町 の 出身 者等 と の交 流を 通じ て、 ふ るさ と回 帰 を促 進す る ため、 各 種情 報

提供 を強 化 しま す 。（ ★）  
 

(３)受け入れ環境の整備 

①定住者への支援  

■  田 舎 暮 ら し 情 報 の 提 供 と 合 わ せ て 町 民 有 志 に よ る 定 住 促 進 組 織 の 設 立 と 活

動を 支援 し ます 。（★ ）  

■ 空き 家 の利 活用 を 含め た住 宅、 町内 で の雇 用・ 就労 情 報の 提供 な ど、 定住 へ

の多 面的 な 支援 を検 討 しな がら 、定 住 の促 進に 努め ま す。（ ★）  

②起業や就業の支援  

■ 定住 者 の経 験を い かし て取 り組 む コミ ュニ ティ・ ビ ジネ スの 起 業な ど新 た な

事業 おこ し 、新 規就 農 など を支 援し ま す。（ ★）  
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第２節 住民が主体となる  
 

１．コミュニティ活動の展開  
 

【現状と課題】  

本町 の基 礎 的な 自治 （コ ミュ ニ ティ ）活 動 の単 位は 、概 ね 集落 に相 当す る 行政

区（ 153区） に相 当し 、 各種 の地 域 活動 の単 位と なっ て いま す。 組 や区 など の自

治組 織の 行 政に 対す る 役割 、組 織系 統 、組 織の 運営 方 法、 組織 の 呼称 等に つい て

は、旧 町そ れぞ れに 相 違が あり 、平成 18年 度か らは 、「身 延 町区 長及 び 組長 設置

等に 関す る 規則 」を 施 行し て機 能の 明 確化 や組 織系 統 の統 一を 進 めて いま す。  

また 、公 民 館組 織は 、 中央 公民 館を 中 核と して 、旧 町 単位 に 3地区 館が 、 地区

館の もと に は分 館が 、 さら にそ の下 に は概 ね行 政区 単 位に 集落 館 が配 置さ れ、 自

治活 動と 連 動し た公 民 館活 動が 行わ れ てい ます 。  

近年 は、 高齢 化 と人 口減 少、 就業 構 造の 変 化な どを 背 景に 、連 帯感 や共 同 意識

の希 薄化 、地域 活動 の 衰退 が見 られ 、自治 組 織運 営の 大 きな 課題 と なっ てい ます 。

特に 、山 間 地の 集落 で は過 疎と 高齢 者 世帯 の増 加が 著 しく 、空 き 家も 増え て集 落

コミ ュニ テ ィ機 能の 維 持が でき なく な りつ つあ ると こ ろも あり 、 集落 及び 自治 活

動組 織の 再 編も 検討 し てい く必 要が あ りま す。  

集落 コミ ュ ニテ ィは 、 住 民 自 治 と 地 域 協 働 に お け る 基 礎 的 な 活 動 組 織 で あ り 、

今後 の住 民 自治 の強 化 と地 域協 働の ま ちづ くり を推 進 して いく た めに 不可 欠な 活

動組 織で す 。そ のた め 、住 民自 治組 織 とし ての 機能 が 発揮 され る 仕組 みと 全町 的

なコ ミュ ニ ティ 組織 体 制の 再構 築を 検 討し てい く必 要 があ りま す 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 
 

【施策体系】  
 

(１ )コ ミ ュ ニ テ ィ 組 織 の 育 成  【 5-2-1-1】 １ ． コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の

展 開  

【 5-2-1】  

(２ )コ ミ ュ ニ テ イ 活 動 の 活 性 化  【 5-2-1-2】 

 

集 落 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 組 織 の 育 成 と 活 動 を 支 援 す る と と も に 、 住 民 自 治 意 識

を 高 め 、 地 域 協 働 の ま ち づ く り を 推 進 し て い く た め 、 住 民 自 治 組 織 と し て の 機

能が 発揮 さ れる 全町 的 な仕 組み を強 化 しま す。  
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【施策】  

 

(１)コミュニティ組織の育成 

①集落コミュニティ組織の育成  

■ 集落 （行 政 区） にお ける 組 織機 能の 明 確化 を進 め ると とも に、 集 落機 能の 低

下な どに 対 処す るコ ミ ュニ ティ 組織 の 再編 を進 め 、住 民 自治 と地 域 協働 のま ち

づく りの 基 礎を なす 集 落コ ミュ ニテ ィ 組織 の育 成に 努 めま す。  

②公民館分館組織の充実  

■  集 落 コ ミ ュ ニ テ ィ 相 互 の 連 携 活 動 な ど の 推 進 母 体 と な る 公 民 館 分 館 単 位 の

事業 運営 組 織の 充実 、 強化 を進 めま す 。  

 

(２)コミュニティ活動の活性化 

①拠点施設の整備と自主運営化  

■ 公民 館 分館、 地区 公 民館 など の コミ ュ ニテ ィ活 動 の拠 点施 設 の整 備及 び集 落

公民 館整 備 の支 援を 進 める とと もに 、公 民 館分 館及 び 地区 公民 館 事業 の地 域に

よる 自主 運 営化 を促 進 しま す。  

②コミュニティプラザ機能の強化  

■ 各支 所 施設 及び 周 辺に おけ る既 存 施設 等を 活用 し、 地域 活動 の 支援 を図 る コ

ミュ ニテ ィ プラ ザ機 能 の強 化を 進め ま す。  

③まちづくりを担う人材の発掘と育成  

■ 住民 の 主体 的な ま ちづ くり 参画 意 識の 普及 を図 り なが ら、生 涯 学習 の展 開 と

密接 に連 携 して 、各種 ま ちづ くり 情報 の 提 供や 住民 自 治と コミ ュ ニテ ィ活 動な

どに つい て の学 習講 座 や研 修会 の開 催 を進 め 、ま ちづ く りを 担う 人 材の 発掘 と

育成 を強 化 しま す。  

④地域課題に取り組む活動への支援  

■ 町内 に おけ る地 域 内分 権を 促進 す るた め、 地域 住民 自ら が、 創 意工 夫を も っ

て地 域課 題 の解 消に 取 り組 む住 民自 治 活動 、地域 協働 活 動に 対す る 財政 面で の

支援 を検 討 しま す。  
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２．男女共同参画  
 

【現状と課題】  

男女 共同 参 画社 会の 実 現は 、我が 国に お け る重 要な 課 題の 一つ と なっ てい ます 。

男女 共同 参 画社 会づ く りの ため 、様 々 な取 り組 みが 進 めら れて い ます が、 家庭 、

地域 、職 場 等に おい て 、依 然と して 男 女の 格差 が私 た ちの 意識 や 生活 習慣 の中 に

存在 して い ます 。  

本町 では 、男 女 共同 参画 プ ラン （「 みの ぶ ヒュ ーマ ン プラ ン」 ）を 定 め、 男女

がお 互い の 人権 を尊 重 し、 それ ぞれ の 能力 を発 揮で き る地 域社 会 づく りへ の行 動

目標 を定 め てい ます 。  

今後 は、 様 々な 機会 を 捉 え 、 性 別 役 割 分 担 意 識 の 是 正 を 働 き か け る と と も に 、

男女 共同 参 画を 基本 と する 学習 と啓 発 機会 の拡 充、 政 策決 定に お ける 女性 の登 用

など に力 を 注ぐ こと が 大切 です 。ま た 、育 児・ 介護 支 援の 充実 や 就業 機会 の拡 大

など を通 じ 、「 女性 の 社会 参加 」・ 「 男性 の家 庭参 加 」が しや す い環 境づ くり を

進め る必 要 があ りま す 。  

女性 が中 心 とな って 活 動を 進め てい る 組織 とし ては 、食 生活 改 善推 進員 会、 愛

育会 、交 通 安全 母の 会 、消 費生 活研 究 会な どが あり ま すが 、女 性 の社 会参 画の 核

とな る推 進 組織 とし て 位置 付け 、一 層 の支 援を 進め る こと が必 要 です 。  

また、 各 種行 政委 員 への 女性 の 登用 を推 進 し、き め 細や かな 感 性と 実行 力 を活

かし てい く こと が大 切 です 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )男 女 共 同 参 画 意 識 の 浸 透  【 5-2-2-1】 ２ ． 男 女 共 同 参 画  【 5-2-2】  

(２ )男 女 共 同 参 画 の 環 境 整 備  【 5-2-2-2】 

 

男 女 が お 互 い の 人 権 を 尊 重 し 、 そ れ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 発 揮 で き る 男 女 共 同

参 画 社 会 を 目 指 し 、 意 識 改 革 を 進 め る と と も に 推 進 体 制 を 整 備 し 、 女 性 の 力 が

発揮 され る 場づ くり と 活動 を促 進し ま す。  
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【施策】 

 

(１)男女共同参画意識の浸透 

①推進体制の整備  

■  男 女 共 同 参 画 プ ラ ン （「 み の ぶ ヒ ュ ー マ ン プ ラ ン 」） の 実 践 を 推 進 す る た め 、

推進 本部 、 町民 によ る 推進 委員 会を 設 置し 、総 合的 な 施策 を進 め ます 。  

②意識改革への啓発  

■ 講演 会 やフ ォー ラ ム等 を通 じて 、家 庭 、地 域、 職場 等に お ける 性別 役 割分 担

意識 の是 正 など 共同 参 画社 会実 現へ の 意識 の変 革、 啓 発に 努め ま す。  

■ 生涯 学 習や 公民 館 活動 、学 校教 育 にお ける 男女 平 等教 育を 推 進し ます 。  

■  現在 社 会 問 題 とな っ て いる DV＊ ）（ ド メ ステ ィ ッ ク バ イオ レ ン ス ）に 関 す る

情報 を提 供 し、 DV へ の認 識 を高 めま す 。  

 

(２)男女共同参画の環境整備 

①女性の参画の場の拡大  

■  ま ち づ く り 懇 話 会 や コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 な ど へ の 女 性 の 参 画 を 促 進 す る と と

もに 、政 策決 定 の場 への 参画 、各 種 審議 会 等へ の女 性 の登 用を 進 め、男 女 共同

参画 を促 進 しま す。  

■ 女性 組 織の ネッ ト ワー クづ くり と リー ダー 等の 人 材育 成を 推 進し、 女性 自 ら

力を 付け て いく 活動 を 支援 しま す。  

②就労環境の整備  

■ 就労 の ため の条 件 整備、 女 性の 多様 な 働き 方へ の 支援 を進 め、 男女 が 共に 助

け合 い、 平 等に 働け る 環境 づく りに 努 めま す。  

■  「 次 世 代 育 成 支 援 対 策 行 動 計 画 （ み の ぶ 子 育 て 応 援 プ ラ ン ）」 に 基 づ き 、 女

性が 働き 続 けら れる た めの 子育 て環 境、 保 育サ ービ ス、 学童 保 育な どの 充 実を

図り ます 。  

■ 女性 の 能力 をい か す特 産品 販売 な ど、 起業 講座 を 開講 する な ど、女 性 のビ ジ

ネス 意欲 を 高め 、起 業 を促 進し ます 。（★ ）  
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３．住民と行政との情報交流  
 

【現状と課題】  

住民 自治 の 強化 と地 域 協働 のま ちづ く りを 進め るた め には 、住民 の まち づく り

への 関心 を 高め ると と もに 、住 民と 行 政相 互の 情報 の 交流 ・共 有 が不 可欠 です 。

情報 の交 流 ・共 有と は 、行 政運 営や 施 策事 業に つい て の住 民へ の 様々 な情 報提 供

を進 めな が ら、 住民 の 意向 やニ ーズ を 把握 し、 まち づ くり 施策 に 反映 する こと で

あり 、住 民 と行 政双 方 が地 域課 題の 解 決に 向け て共 に 考え 、意 見 を交 わし 合う 仕

組み を円 滑 に進 めて い くた めの 基礎 と なる もの です 。  

本町 では 、町 広 報誌 や議 会 広報 、防 災行 政 無線 を活 用 した 放送 、ま た、 ホ ーム

ペー ジな ど によ り様 々 な行 政情 報を 提 供し てい ます 。 今後 とも 、 「身 延町 情報 化

計画 」の 実施 に よる 町民 への 情 報提 供の 一 層 の充 実を 図 って いく 必 要が あり ます 。 

広聴 活動 に おい ては 、ホ ーム ペ ージ で意 見 募集 を行 う とと もに 、各 種の 事 業実

施に あた っ て関 係住 民 との 懇談 会等 を 開催 して いま す 。そ の他 、 審議 会等 の各 種

の諮 問審 議 機関 があ り 、事 案に 応じ て 開催 して いま す 。今 後は 、 住民 自治 の強 化

や地 域協 働 のま ちづ く り推 進に 効果 的 で、 多く の町 民 参画 が得 ら れる 多様 な広 聴

方法 を検 討 して いく 必 要が あり ます 。  

本町 では 、「 身延 町 情報 公開 条 例及 び身 延 町個 人情 報 保護 条例 」に 基 づき 、情

報の 公開 を 実施 して い ます 。行 政か ら の説 明責 任を 果 たし 、透 明 性と 信頼 関係 を

確保 する た めに 、今 後 も積 極的 に情 報 公開 して いく こ とが 求め ら れて おり 、文 書

管理 の徹 底 など 公開 体 制を 整え てい く 必要 があ りま す 。  

また 、町 民の 町 政へ の一 層 の関 心度 を高 め る ため 、制 度的 な 運用 だけ で はな く、

地域 や現 地 に出 向い て の出 前講 座の 実 施な ど、 各種 の 行政 情報 を 分か りや すく 公

開し てい く 方法 も必 要 にな って いま す 。  

今後 とも 、住 民の ニ ーズ に合 っ た情 報提 供 を行 うと と もに、 住 民か らの 各 種情

報や 町政 に 関す る意 見 ・提 案を 把握 で きる 、双 方向 型 の情 報交 流 の仕 組み を充 実

して いく 必 要が あり ま す。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 
 

多 様 な 手 法 に よ る 広 報 ・ 広 聴 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 適 正 な 情 報 公 開 を 実

施 し 、 行 政 の 透 明 性 を 高 め ま す 。 ま た 、 出 前 講 座 の 実 施 な ど 、 職 員 が 出 向 い て

地域 の理 解 を深 め、 町 民と の信 頼関 係 を築 いて いき ま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )広 報 ・ 広 聴 の 充 実  【 5-2-3-1】 ３ ． 住 民 と 行 政 と の 情 報  

交 流  

【 5-2-3】  

(２ )情 報 公 開 の 推 進  【 5-2-3-2】 

 

 

【施策】 

 

(１)広報・広聴の充実 

①広報媒体の充実  

■ 町民 と 行政 の情 報 の共 有化 を強 め るた め、地 域情 報 化の 推進 と 連携 した 広 報

誌や 議会 広 報誌 、ホ ー ムペ ージ など 引 き続 き広 報媒 体 の充 実に 努 めま す。  

②双方向型の情報交流  

■ 住民 の ニー ズに 合 った 情報 提供 を 行う とと もに、 住 民か らの 各 種情 報や 町 政

に関 する 意 見・提 案 を把 握で き る双 方向 型 の情 報交 流 の場 とし て、 懇談 会 の開

催や 住民 か らの 要望 に こた える 出前 講 座の 実施 を進 め ます 。  

③パブリックコメント制度＊）の推進  

■ 町政 の 重要 な計 画 や条 例等 の素 案 等を 公表 し、 町民 意見 を 公募 し、 政策 等 立

案に 反映 さ せる パブ リ ック コメ ント 制 度を 推進 しま す 。  

④ワークショップの開催  

■ 地域 課 題を テー マ とす る町 民参 画 のワ ーク ショ ッ プの 開催 を 進め、 提言 を 施

策に 反映 し てい きま す 。  

 

(２)情報公開の推進 

①文書等行政資料管理の強化  

■  各種 文 書、各 種 の統 計デ ー タな ど、 行 政文 書資 料 の収 集管 理 体制 の強 化や 文

書管 理シ ス テム の構 築 によ り、 的確 で 迅速 な情 報公 開 を進 めま す 。  

②制度の適正な運用  

■ 町情 報 公開 条例 及 び個 人情 報保 護 条例 の適 正な 運 用に 努め ま す。  
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４．地域協働のまちづくり  
 

【現状と課題】  

地方 分権 の 進展 に伴 い 、これ まで のよ う な 行政 主導 に よる まち づ くり から 住民

主導 のま ち づく りに 脱 皮し てい く、 新 たな まち づく り の仕 組み へ の変 革が 必要 と

なっ てい ま す。 地方 自 治体 は、 これ ま で以 上に 自立 性 を高 め、 限 られ た財 源と 人

材を 有効 に 活用 する 行 財政 改革 を一 層 推進 する とと も に、 地域 住 民・ コミ ュニ テ

ィ組 織・ 各種 団体 ・ NPO・企 業な ど、 多様 な主 体が 参 画し、 連 携と 分担 で 公共 的

なサ ービ ス 分野 を担 っ てい く地 域協 働 型の 自治 体経 営 に変 革し て いく 必要 があ り

ます 。  

本町 では 、集 落コ ミュ ニ ティ や各 種団 体 の 主体 的な 活 動を 支援 し てき まし たが 、

これ まで の 活動 は、 旧 町を 単位 とし た 活動 が多 く、 町 全体 の活 動 に展 開し てい く

仕組 みが 弱 い現 状に あ りま す。 その た め、 活動 団体 相 互の 交流 や 連携 を進 め、 ま

ちづ くり を 担う 組織 と して 育成 して い くこ とが 必要 で す。 特に 、 コミ ュニ ティ 活

動の 強化 を 図る とと も に、 公的 なサ ー ビス を担 う力 を 備え た NPOやコ ミ ュニ テ

ィ・ ビジ ネ ス事 業体 、 民間 事業 者な ど の育 成が 必要 で す。  

また 、住民 の自 主的 な 活動 を促 進 する ため 、平 成 17年 度か ら「身 延町 ま ちづ く

り推 進事 業 」を 創出 し 、地 域の 創意 と 工夫 に基 づい て 、活 力あ る 住み よい まち づ

くり に資 す る諸 活動 を 推進 する グル ー プの 育成 と、 事 業を 補助 支 援し てい ます 。

平成 18年 度か ら は 、「 行 政改 革大 綱 ・集中 改革 プラ ン 」の 樹 立に 基づ い て 、地 域

協働 のま ち づく りを 推 進す るた めの 町 民活 動へ の支 援 、団 体等 の 組織 化や 活動 の

自主 運営 化 など を推 進 して いま す。  

今後 とも 、住 民自 治意 識 の高 揚と 自主 的 な まち づく り を担 う人 材 の育 成に 努め

ると とも に 、地 域課 題 の解 消に 向け て 、公 共 的な サー ビ スを 行政 と 住民 が連 携し 、

分担 して い く地 域協 働 のま ちづ くり を 円滑 に推 進す る 仕組 みを 構 築し 、主 体的 な

活動 を助 長 する ため の 支援 体制 を一 層 充実 して いく こ とが 必要 で す。  

   

【基本方針】  

 

 

 

 

 

 

分 権 社会 に 対 応 し た 町 民主 導 の ま ち づ く り 活 動 を進 め て い く た め 、住 民 自 治

の 確 立と 地 域 協 働 を 進め て い く 指 針 を 樹立 す る とと も に 、 住 民 自治 意 識 の 高 揚

を 図 りな が ら 、 ま ち づく り を 支 え る 人 材や 公 共 的な サ ー ビ ス を 担う 多 様 な 主 体

を育 成す る ほか 、主 体 的な 活動 を支 援 しま す。  
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【施策体系】  
 

(１ )地 域 協 働 の 仕 組 み づ く り  【 5-2-4-1】 ４ ． 地 域 協 働 の ま ち づ く

り  

【 5-2-4】  

(２ )ま ち づ く り 協 働 活 動 の 展 開  【 5-2-4-2】 

 

【施策】 

 

(１)地域協働の仕組みづくり 

①地域協働の指針の制定 

■ 住民 自 治と 地域 協 働の まち づく り の仕 組み を強 化 する ため、 町 の制 度と し て

の指 針を 定 める 基本 条 例の 制定 （仮 称「 自 治基 本条 例」 等） を 町民 との 協 働で

進め るこ と を目 指し ま す。  

②協働意識の高揚と活動組織の育成  

■ 生涯 学 習と 連携 し たま ちづ くり 研 修会 、出前 講座 や フォ ーラ ム の開 催な ど を

通 じ て 、 地 域 住 民 の 協 働 意 識 の 高 揚 と 活 動 リ ー ダ ー 等 の 人 材 養 成 を 進 め ま す 。

（★ ）  

■ 公共 的 なサ ービ ス 提供 を担 うま ち づく りグ ルー プ や各 種団 体 、NPO、コ ミ ュ

ニテ ィ・ ビ ジネ ス事 業 体、 民間 事業 所 など 多様 な主 体 の育 成を 図 りま す。  

（★ ）  

③町民活動への支援  

■ 本庁 及 び各 支所 に おい て、 コミ ュニ テ イ組 織や 各 種団 体、 活動 グル ー プ等 の

人材 育成 、相 互 の情 報交 流、 活動 資 金調 達 等へ の助 言、 コ ーデ ィネ ート 調 整な

ど町 民活 動 への 支援 を 図り ます 。（★ ）  

④まちづくり組織の設置  

■ 地域 審 議会 との 連 携の 中で 、そ の機 能 の全 町的 視 野へ の拡 大 を図 り、 まち づ

くり 組織 設 置へ の取 り 組み を進 めま す 。  

⑤事業計画から評価までの各段階での住民参画促進  

■ 事業 等 の企 画立 案、 実施 及 び評 価の そ れぞ れの 過 程に おい て、 町民 の 事務 事

業へ の参 画 を促 進し ま す。  

 

(２)まちづくり協働活動の展開 

①ともに考える機会の充実  

■  ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 な ど を 通 じ て 、 町 民 と 行 政 相 互 が 情 報 交 流 し な が ら 、

地域 課題 の 解決 に向 け た対 策と 地域 協 働の 活動 など に つい て 、共 に 考え る機 会

を充 実し ま す。（ ★）  

②地域協働を促進する事業の拡充  

■  自 主 的 な ま ち づ く り 活 動 を 助 成 す る ま ち づ く り 推 進 事 業 や 地 域 協 働 を 促 進

する 事業 を さら に拡 充 しま す。（ ★）
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③まちづくり自主活動の支援  

■ 地域 の 創意、 工 夫に 基づ い た快 適な 生 活の 実現 、地 域経 済 の活 性化 の ため の

事業 など 、地 域課 題の 解 消に 取り 組む 多 様 な主 体に よ るま ちづ く り活 動や コミ

ュニ ティ ・ ビジ ネス を 積極 的に 支援 し ます 。（★ ）  

④自主運営化の促進  

■ 各種 団 体活 動や 公 民館 等の 各種 講 座等 の自 主運 営 化を 促進 す ると とも に、 一

部行 政が 運 営し てい る 公民 館分 館の 自 主運 営化 を促 進 しま す。  

⑤業務委託の推進  

■ まち づ くり を担 う 多様 な主 体の 育 成を 図る とと も に、指 定管 理 者制 度や 業 務

委託 等に よ る施 設管 理 、各 種事 務等 の 業務 委託 を段 階 的に 進め ま す。（★ ）  
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第３節 行財政改革を進める  
 

１．行政運営の効率化  
 

【現状と課題】  

   町に お ける 行政 運 営の 現状 は 少子 高 齢化 によ る 人口 減少 が 著し く、同 時 に地 方

分権 型社 会 の進 展等 々、 行 政を 取り 巻 く環 境は しだ い に厳 しい も のと なり 、特 に

情勢 の早 さ に対 応し き れず、 町 の財 政面 に おけ る将 来 への 不透 明 感は その 影を 大

きく して お り不 安要 素 が多 く厳 しい 環 境下 にあ りま す 。  

こう した 中 、こ れま で のよ うに 各種 計 画に 基づ いた 事 業や 「あ れ も」「こ れ も 」

と拡 大し て きた 様々 な 行政 サー ビ ス、 今ま で通 りの 職 員意 識等 々 これ まで の 行政

運営 につ い て考 え直 す 必要 があ りま す 。  

特に 、今 後 の行 政運 営 を考 える 上で の 課題 とし て「 職 員の 行動 改 革」、「行 財政

の健 全化 」、「 町民 自治 の 充実」を 基本 とし 、「人事 評 価制 度導 入 」、「行 政評 価 制度

導入 」、「 事 務事 業の 整 理合 理化 」、「情 報公 開の 推進 」 など 評価 と 検討 、公 表 、再

評価 等々 を 繰り 返し 、 透明 性の 高 い行 政運 営に 心が け なが ら、 前 節に 挙げ た 「町

民と 協働 の まち づく り 」実 現に 向 けて 、行 政運 営の 改 革に 積極 的 に取 組む 必 要が

あり ます 。  

こう した 取 組み が行 政 運営 改革 の第 一 歩と して 、町 の 進む べき 方 向を 示し 、未

来あ るま ち づく りの 指 針と し進 むこ と が必 要で す。  

    

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  

(１ )行 政 組 織 と 人 事 管 理 の 適 正 化  【 5-3-1-1】 １ ． 行 政 運 営 の 効 率 化  【 5-3-1】  

(２ )行 政 事 務 の 改 善  【 5-3-1-2】 

 

【施策】  
 

(１)行政組織と人事管理の適正化 

①行政組織・機構の改善  

■ 事務 事 業の 見直 し を進 める とと も に、 定員 適正 化 計画 に連 動 した 、ま た、 そ

の時 代に お いて 最も 望 まし い組 織・ 機 構の 編成 に努 め ます 。  

行 政 改 革 大 綱 ・ 行 政 改 革 実 行 プ ラ ン を 実 践 し 、 職 員 の 行 動 改 革 、 行 財 政 の 健

全 化 、 町 民 自 治 の 充 実 を 図 り 、 限 ら れ た 財 源 と 人 材 を 有 効 に 活 用 し 、 新 た な 行

政課 題に 柔 軟に 対応 し 得る 、小 さく て 効率 的な 役場 経 営を 目指 し ます 。  
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②本庁と支所の在り方の検討  

■ 本庁 と 支所 の役 割 分担 や支 所機 能 の在 り方、 それ に 伴う 組織 体 制な どに つ い

ての 検討 を 進め ます 。  

■ 本庁 及 び支 所を 地 域づ くり の拠 点 とし 、各種 団体 や グル ープ 等 の支 援、また 、

情報 提供 、コ ーデ ィネ ート 等 行う 他 、NPO 法人 やコ ミ ュニ ティ・ビジ ネ ス設 立

の支 援等 を 行い ます 。（★ ）  

■ 新庁 舎 につ いて は 財政 面や 新た な 合併 を視 野に 入 れて 検討 し ます 。  

③職員の育成  

■ 人材 育 成基 本方 針 に基 づき 計画 的、 積 極的 に職 員 研修 を推 進 し、職 員 の行 動

改革 を推 進 する とと も に 、地 方分 権型 社 会 に対 応で き る能 力と 資 質を 持っ た職

員ま た、 町 民の 視点 で 発想 ので きる 職 員の 育成 に努 め ます 。  

④職員の人事諸制度の充実  

■ 職員 の 持つ 多様 な 能力 を最 大限 に 引き 出し 、職 員の 意欲 や 能力 を客 観 的、 継

続的 に把 握 ・評 価す る 人事 評価 制度 を 確立 しま す。  

■ 人材 育 成の 観点 か ら計 画的 なロ ー テー ショ ンや 適 材適 所の 人 事配 置な ど、 効

率的 な人 事 異動 を実 施 しま す。  
 

(２)行政事務の改善 

①行政評価制度の導入と事務事業の見直し  

■ 予算 編 成、政 策形 成に 連 動す る PDCA サイ クル を 行う 行政 評 価制 度の 導入 を

進め ると と もに 、評 価 結果 を町 民に 公 表し ます 。  

■ 行政 評 価制 度の 活 用な どに より 、必 要 性・ 優先 性・ 効率 性 など 町民 ニ ーズ と

費用 対効 果 を重 視し た 事務 事業 の継 続 的な 見直 しを 進 め 、事 務事 業 の整 理合 理

化を 図り ま す。  

②民間活力の導入  

■ 公的 な サー ビス を 担う 力を 備え た NPO やコ ミュ ニテ ィ ・ビ ジネ ス事 業 体、

民間 事業 者 など の育 成 を進 めな がら 、現 状 の行 政コ ス トを 把握 し、 民間 で 行っ

た 方 が 効 率 的 に 出 来 る 業 務 に つ い て は 、 積 極 的 に 民 間 に 任 せ て い き ま す 。 PFI

事業 指定 管 理者 制度 の 導入 、行政 評価 を 踏 まえ た業 務 の民 間委 託 を適 正に 進め

ます 。（★ ）  

③積極的な情報公開と情報の共有化  

■ 町民 と の信 頼関 係 を深 める ため 、よ り 多く の情 報 を積 極的 に 公開 し、 透明 性

の高 い役 場 を目 指す と とも に、 情報 の共 有 化を 図り 、町 民の 要 求を 適確 に 把握

し町 民参 加 型の まち づ くり を推 進し ま す。  



 

108 

④経営意識と経営能力の向上  

■ 事務 ・ 事業 は、 短 期的 な成 果 目標 を設 定し 、単 に 事務 ・事 業 を続 ける こ とが

目的 にな ら ない よう 目 標実 現へ の課 題 解決 に向 けて 、 最小 の経 費 で最 大の 成果

を生 み出 し てい くこ と が求 めら れ、 職 員に も経 営意 識 と経 営能 力 が求 めら れて

いま す。 そ のた め経 営 意識 と経 営能 力 の向 上を 図り つ つ、 目的 指 向・ 成果 重視

の役 場経 営 を進 めま す 。  
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２．財政運営の健全化  
 

【現状と課題】  

本町 の歳 入 の状 況は 、自 主財 源 の多 くを 占 める 町税 等 の地 方税 が 減少 し、 地方

交付 税等 に 大き く依 存 して いま す。 財 源の うち 最大 の 地方 交付 税 は、 三位 一体 改

革の 推進 に より 年々 減 少し つつ あり 、 また 、税 源委 譲 につ いて も 不透 明で ある こ

とか ら、 今 後の 財源 確 保と 財政 の安 定 化が 大き な課 題 とな って い ます 。特 に、 歳

入の 伸び が 期待 でき な い状 況に おい て 、義 務的 経費 が 増大 する と とも に、 財政 構

造全 体の 硬 直化 が加 速 して いく こと が 懸念 され てい ま す。  

この よう な 財政 見通 し の中 で、 大き な税 収 を望 めな い 本町 とし て は、町 税 収入

など の財 源 確保 対策 、 優先 順位 によ る 事業 の取 捨選 択 や事 業の 見 直し を着 実に 進

める 一方 、 過疎 対策 事 業債 、合 併特 例 債の 有効 活用 、 補助 事業 の 導入 によ って 諸

事業 を進 め ると とも に 、事 務の 効率 化 や人 件費 の抑 制 など によ る 経費 の削 減、 受

益者 負担 の 適正 化な ど を図 り、 財政 の 健全 化に 努め て きま した 。  

今後 本格 的 な税 源移 譲 が進 む中 で、より 自 主・自 立し た財 政 運営 が必 要 とな り、

さら に多 様 化、 高度 化 する 行政 需要 に 対応 する ため に は、 行財 政 改革 を着 実に 進

め、 より 効 率的 な予 算 配分 が必 要と な りま す。 この た め、 行政 評 価制 度と 連動 し

た経 営的 手 法を 重視 し た財 政運 営へ の 取り 組み が必 要 です 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 
 

【施策体系】  
 

(１ )財 政 基 盤 の 安 定 化 の 推 進  【 5-3-2-1】 ２ ． 財 政 運 営 の 健 全 化  【 5-3-2】  

(２ )財 政 運 営 の 適 正 化 の 推 進  【 5-3-2-2】 

 

【施策】  
 

(１)財政基盤の安定化の推進 

①財源の確保 

■ 地域 産 業の 活性 化 支援 、定 住促 進 対策 など 、自 主 財源 を確 保 する 重点 施策 ・

事業 の強 化 を図 りま す 。  

■ 町民 の 納税 意識 の 高揚 への 啓発 や 相談 体制 の強 化 を図 ると と もに、 課税 評 価

や収 納管 理 業務 の充 実 を進 め、 収納 率 向上 に努 めま す 。  

自 主 財源 の 確 保 に 努 め る一 方 、 事 務 能 率 の 向 上 や経 費 の 削 減 、 財 産管 理 や 受

益 者 負担 の 適 正 化 を 進め 、 硬 直 化 し つ つあ る 財 政の 健 全 化 を 図 りま す 。 ま た 、

公 共 的サ ー ビ ス の 向 上と 経 費 の 削 減 に 結び つ く 民間 活 力 の 効 果 的な 活 用 を 積 極

的に 進め ま す。  



 

110 

■ 交付 税 措置 のあ る 地方 債の 有効 活 用、 有効 な補 助 事業 の導 入 によ る諸 事業 の

展開 に努 め ます 。  

②経費の節減  

■ 事務 事 業の 整理 合 理化、 職 員の 定員 管 理を 進め る とと もに 、組 織機 構 のス リ

ム化 、公 共 施設 の統 廃 合を 含め 、経 費 の節 減に 努め ま す。  

③受益者負担の適正化  

■ 事業 の 公共 性や 政 策的 側面 を考 慮 しな がら、 受益 と 費用 負担 の バラ ンス を 検

討し 、受 益 者負 担の 適 正化 を進 めま す 。  

 

(２)財政運営の適正化の推進 

①予算編成手法等の検討  

■  行 政 評 価 の 成 果 を 反 映 し 、 よ り 効 果 的 な 事 業 が 執 行 さ れ る よ う 、 実 施 計 画 、

予算 が連 動 した 成果 主 義に 基づ く 、弾 力 性 のあ る新 た な予 算編 成 手法 等を 検討

しま す。  

②補助金の適正化  

■ 各種 団 体等 の統 合 と自 立の 向 上を 促す とと もに 、 費用 対効 果 など を検 証 し、

補助 金の 内 容見 直し を 進め ます 。  

③公営企業の経営改善 

■ 水道 、 下水 道事 業 等の 経営 状 況の 把握 ・分 析を 行 うと とも に 、経 営計 画 を策

定し 、採 算 性を 重視 し た経 営改 善に 向 けて の取 り組 み を進 めま す 。  

④効果的な民間活力の活用  

■ 業務 の 効率 と質 を 高め、 経 費の 削減 に 結び 付く 事 務事 業に つ いて、 民 間委 託

等を 積極 的 に進 める と とも に 、公 共施 設 管 理運 営の 指 定管 理者 へ の移 行と 業務

内容 の向 上 を促 進し ま す。  

■ 大規 模 な建 設事 業 等の 計画 にあ た って は、 PFI 手 法 によ る事 業 実施 につ い て

も検 討し 、よ り効 率 的、 効果 的に 事業 を 進 める には 如 何な る手 法 を採 るべ きか

多面 的な 検 討を 行い ま す。  

⑤地域協働事業の推進  

■ 新し い 公共 空間 の 形成 に向 けて 、 公的 なサ ービ ス を担 う力 を 備え た NPO や

コミ ュニ テ ィ・ ビジ ネス 事業 体、 民 間事 業 者な どと 連 携を 図り な がら、 行 政が

担う べき 役 割を 明確 に し 、町 民と 行政 の 分 担と 連携 に よる 地域 協 働の まち づく

り事 業を 推 進し ます 。（★ ）  

⑥財政情報の提供  

■ 町民 に 分か りや す い 財 政 状 況 の 情 報 提 供 や 予 算 書 の 作 成 と 公 表 に 努 め ま す 。 

■ 本町 が 保有 する 資 産・負 債の 状 況等 を 明ら かに す るバ ラン ス シー トと とも に 、

新た な財 政 情報 の提 供 を進 めま す。  
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３．広域連携の推進  
 

【現状と課題】  

本町 は、 市川 三 郷町 、富 士川 町、 早 川町 、 南部 町と と もに 峡南 広 域行 政組 合を

組織 し、 消 防本 部、 計 算セ ンタ ー、 特 別養 護老 人ホ ー ム・ 養護 老 人ホ ーム を共 同

で運 営し て おり 、ま た 、情 報ネ ット ワ ーク 構築 、観 光 情報 の発 信 など 峡南 圏域 の

振興 に関 わ る広 域事 業 を実 施し てい ま す。さ らに、市 川三 郷町（旧 六郷 町の 地 域）、

早川 町、 身 延町 で峡 南 衛生 組合 を組 織 し、 ごみ の収 集 と処 理施 設 、し 尿・ 汚泥 処

理施 設、火 葬場 を運 営 して いま す。早 川町 と は飯 富病 院 を共 同で 運 営し てい ます 。  

観光 面で は、 富士 川 地域 ・身 延線 沿線 観 光 振興 協議 会 や富 士川 流 域王 国運 動に

参画 して 広 域的 な観 光 振興 を図 ると と もに 、峡 南地 域 で推 進し て いる 富士 川農 林

学校 で、 広 域連 携に よ るグ リー ン・ ツ ーリ ズム を推 進 して いま す 。  

さら に 、中 部 横断 自動 車 道の 早期 完成 に 向 けて 中部 横 断自 動車 道 建設 促進 連絡

協議 会を 結 成し て、 共 通課 題に 対応 し てい ます 。  

防災 面で は 、富 士北 麓 地域 7市 町村 で構 成す る富 士山 火 山防 災協 議 会、 山梨 ・

静岡 17市 町村 で 非常 時の 相 互応 援協 定 など を締 結し て いる 環富 士 山火 山防 災連

絡会 を組 織 し、 また 、 静岡 ・神 奈川 ・ 山梨 3県と 関係 自 治体 で構 成 する 富士 箱根

伊豆 交流 圏 市町 村ネ ッ トワ ーク 会議 で は、 観光 振興 や 防災 など 多 様な 課題 に対 応

して いま す 。  

今後 とも 、周 辺地 域と 連 携し て施 設共 同 利 用や 共通 す る課 題の 解 消に 取り 組む

とと もに 、幅広 い交 流 活動 を地 域活 性 化に い かし てい く こと が必 要 です 。さ らに 、

広域 圏の 枠 を越 えた 各 地の 自治 体や 企 業・ 団体 、研 究 機関 や大 学 等と 連携 して 、

地域 課題 に 対応 する 事 業や 調査 研究 を 検討 して いく こ とが 重要 に なり ます 。  

 

【基本方針】  

 

 

 

 

 

【施策体系】  
 

(１ )広 域 行 政 の 展 開  【 5-3-3-1】  ３ ． 広 域 連 携 の 推 進  【 5-3-3】  

(２ )そ の 他 連 携 事 業 の 推 進  【 5-3-3-2】  

 

新た な合 併 を視 野に 入 れた 、より 有効 な広 域的 事務 事 業を 推進 し ます 。また 、

広 く 各 地 の 自 治 体 や 企 業 ・ 団 体 、 研 究 機 関 や 大 学 等 と 協 働 し 、 地 域 課 題 の 解 消

を図 る事 業 を進 めま す  
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【施策】 

 

(１)広域行政の展開 

①広域圏事業の充実 

■ 峡南 広 域行 政組 合 の事 業運 営な ど 広域 事業 の充 実 に努 め、広 域 圏の 地域 活 性

化を 図り ま す。  

■ 関係 市 町村 との 連 携・協 力 のも と、 新 たな 公共 的 サー ビス の 広域 事業 化や 新

たな 合併 を 視野 に入 れ た 広 域 事 業 の 在 り 方 に つ い て 、 研 究 ・ 協 議 を 進 め ま す 。 

②広域的な情報ネットワークの強化  

■ 情報 通 信ネ ット ワ ーク の相 互接 続 性・ 運用 性や セ キュ リテ ィ 確保 につ いて の

連絡 ・調 整 を図 り、 広 域的 な情 報ネ ッ トワ ーク の強 化 を進 めま す 。  

 

(２)その他連携事業の推進 

①幅広い共通課題への対応 

■ 広域 市 町村 圏域 や 県境 を越 えた 地 域と の各 種連 携 事業 の推 進 に努 め、相 互 に

共通 する 課 題に 対応 す るま ちづ くり 連 携を 進め ます 。  

②多様な連携事業の推進  

■ 災害 時 の相 互支 援 協定 、観 光や 物 産の 相互 PR な ど 遠方 各地 の 自治 体・ 企 業

や業 界団 体 等と の交 流 を活 発化 し、 相互 の 協力 関係 を 築き、 地 域課 題を 解 消す

る効 果的 な 連携 事業 の 推進 を図 りま す 。  

■ 地域 活 性化 課題 に 対応 し、 研究 機関 や 大学 、企 業等 と協 働 した 産学 官 連携 に

よる 調査 研 究を 進め ま す。  
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【 用語 解 説 】  

 

※Ｎ ＰＯ  

  Ｎ on Ｐ rof i t  Ｏ rganization (利 潤を 分配 しな い組 織 )の 頭文 字を と った もの で 、通

常、 民間 非 営利 組織 と 呼ば れて いま す 。株 式会 社や 営 利企 業と は 違い 、通 常は 収 入

から 費用 を 差し 引い た 利益 を関 係者 に 分配 せず 、次 の 活動 の費 用 にし てい きま す 。

1995 年に 起 きた 阪神 大 震災 で、 NPO の活 動が 社会 の 注目 を集 め 、そ れを きっ か け

とし 、 1998 年 12 月 1 日に 特 定非 営利 活 動 促進 法 (NPO 法 )が施 行さ れま し た。  

 

※ユ ニバ ー サル デザ イ ン  

  文化 ・ 言語 の違 い 、老 若男 女と い った 差異 、障 害 ・能 力の い かん を問 わず に 利用

す る こ と が で き る 施 設 ・ 製 品 ・ 情 報 の 設 計 (デ ザ イ ン )を い い ま す 。 で き る だ け 多く

の人 が利 用 可能 であ る よう にデ ザイ ン する こと が基 本 コン セプ ト です 。  

 

※コ ミュ ニ ティ ・ビ ジ ネス  

  地域 課 題の 解消 に 向け て、 既存 の 行政 や企 業な ど では 対応 し にく い事 業を 地 域住

民自 ら起 業 して いく 有 償で 行う 事業 で あり 、地 域の 需 用対 応型 の 小規 模ビ ジネ ス で

す。事業 内容 に応 じ て任 意団 体、自 治会、NPO 法人、組 合、会社 など 事 業を 担う 組

織形 態は 多 様で す。 国 や県 にお いて も 、コ ミュ ニテ ィ ・ビ ジネ ス を支 援す る体 制 が

強化 され つ つあ りま す 。  

 

※ハ ザー ド マッ プ  

  自然 災 害に よる 被 害を 予測 し、 そ の被 害範 囲を 地 図化 した も ので 、予 測さ れ る災

害の 発生 地 点、 被害 の 拡大 範囲 及び 被 害程 度、 さら に 避難 経路 、 避難 場所 など の 情

報が 既存 の 地図 上に 図 示さ れて いる も ので す。 これ を 利用 する こ とで 災害 発生 時 に

迅速 ・的 確 に避 難を 行 うこ とが でき 、 また 二次 災害 発 生予 想箇 所 を避 ける こと が で

きる ため 、 災害 によ る 被害 の低 減に 非 常に 有効 であ る とさ れて い ます 。  

 

※ビ オト ー プ  

  生き 物 の生 息空 間 を意 味し 、生物 が 生息 でき る自 然 環境 を備 え た場 所の こと で す。

なお 、ビ オ トー プ型 公 共事 業と は、 生 物が 棲め る生 態 的空 間に 配 慮し た建 設工 事 な

どの 公共 事 業の こと を 表し ます 。  

 

※フ ィー ル ドミ ュー ジ アム  

  地域 の 個性 ある 資 源・ 施設 を体 験 や学 習の 場と し てネ ット ワ ーク し、 地域 全 体の

屋 根 の な い ミ ュ ー ジ ア ム (博 物 館 や 美 術 館 )と し て 利 用 す る 考 え 方 で す 。 体 験 や 学習

の解 説・ 案 内者 の提 供 が重 要に なり ま す。  

 

※エ コツ ー リズ ム  

  特有 の 自然 や生 活 文化 につ いて の 知識 を得 て、 体 験や 学習 等 をす る旅 です 。 実地
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での 体験 や 学習 を通 じ て、 自然 や文 化 の保 護の 意識 、 資源 の持 続 と保 全へ の責 任 を

はぐ くむ こ とが 特色 で す。  

 

※バ イオ マ ス  

  石油 等 の鉱 物資 源 では なく 、木 材 をは じめ 、生 ご み、 紙な ど の生 物資 源の こ とを

意味 しま す 。  

 

※ポ ケッ ト パー ク  

  道路 整 備等 に伴 っ て生 まれ た空 き 地や 道路 沿い の わず かな 土 地に つく る小 さ な広

場の こと で 、地 域の 人 達の 気軽 な憩 い の場 とな りま す 。  

 

※パ ーク ア ンド レイ ル ライ ド  

  車交 通 混雑 の緩 和 や公 共交 通機 関 の利 用を 促進 す るた め、 鉄 道駅 周辺 に駐 車 場を

確保 して 、 鉄道 への 乗 り換 えを 利便 化 する 方法 です 。  

 

※Ｐ ＦＩ  

  Ｐ r ivate Ｆ inance Ｉ nit iat ive の略 で、これ まで は 国や 自治 体 が行 って きた 社 会資

本整 備な ど の公 共事 業 を、 民間 の資 金 やノ ウハ ウを 活 用し て行 う 手法 のこ とで す 。

公共 施設 を 民間 主導 で 建設 ・運 営す る こと で、 建設 費 のコ スト ダ ウン や公 共サ ー ビ

スの 効率 化 を図 り、 財 政負 担を 削減 す るこ とが ねら い です 。平 成 １１ 年に 「民 間 資

金 等 の 活 用 に よ る公 共 施 設 等 の 促 進 に 関 す る 法 律 (PFI 推 進 法 )」 が 制 定 さ れ てい ま

す。  

 

※コ ミュ ニ ティ プラ ザ 機能  

  窓口 サ ービ ス等 の 支所 機能 と住 民 の地 域づ くり 活 動の 支援 機 能と とも に、 活 動の

交流 や集 会 の場 、活 動 組織 等の 事務 所 など を備 えた 地 域拠 点の こ とで す。  

 

※グ リー ン ・ツ ーリ ズ ム  

  農山 村 でゆ っく り と滞 在す るこ と を目 的と した 旅 であ り、 作 物栽 培・ 収穫 な どの

農作 業や 自 然と の触 れ 合い など 、農 村 での 生活 を体 験 する 余暇 活 動の こと です 。  

 

※ス ロー フ ード  

  大量 生 産・ 大量 消 費の 経済 の発 展 に伴 い、 ファ ー スト フー ド に代 表さ れる 画 一的

な工 業製 品 の食 が拡 大 し、 地域 独自 の 食文 化が 失わ れ つつ ある 中 で、 地域 が保 有 す

る食 材や 伝 統的 な料 理 など を見 直し 、 風土 に根 ざし た 新鮮 で安 心 でき る健 康的 な 食

べ物 を大 切 にし 、そ れ を継 承す ると と もに 、ゆ っく り 食べ るな ど コミ ュニ ケー シ ョ

ンを 大事 に した 食事 な どを 総称 して 、 スロ ーフ ード と 言わ れて い ます 。地 産地 消 と

の関 連、 食 育と の関 連 も深 い取 り組 み であ ると とも に 、ス ロー ラ イフ と言 われ て い

るよ うに 、 生活 の在 り 方そ のも のを 見 直す 運動 とな っ てい ます 。  
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※ワ ーキ ン グホ リデ ィ  

  本来 は 働い て生 活 費を 補い なが ら 海外 での 生活 を 体験 でき る シス テム のこ と です

が、 例え ば 、農 業や 農 村に 関心 を持 ち 、農 作業 をし て みた いと 希 望す る人 たち を 、

地元 の農 家 が受 け入 れ 、寝 食を と もに しな が ら農 作業 を 体験 する 活 動も 意味 しま す 。

I ター ン等 に よる 新規 就農 に もつ なが る もの とし て取 り 組ま れて い ます 。  

 

※ワ ーク シ ョッ プ  

  地域 の 課題 に応 じ て、 地域 に関 わ る多 様な 立場 の 人々 が参 加 し、 共同 作業 を 通じ

て研 究や 検 討活 動、 計 画づ くり など を 進め てい く方 法 です 。  

 

※チ ャレ ン ジシ ョッ プ  

  活力 と 賑わ いの あ る商 店街 づく り のた め、 商業 団 体や 商業 者 等が 借り 上げ た 空き

店舗 を利 用 して 、新 た な業 種な どを 誘 致し たり 、出 店 して 営業 す るこ とで す。  

 

※ DV 

  Domestic Violence の略 で、 同 居関 係 にあ る配 偶 者や 内 縁関 係の 間 で起 こる 家 庭

内暴 力の こ とを 指し て いま す。 近年 で は同 居の 有無 を 問わ ず、 元 夫婦 や恋 人な ど 近

親者 間に 起 こる 暴力 全 般を 指す 場合 も あり ます 。  

 

※パ ブリ ッ クコ メン ト 制度  

  意見 提 出手 続の こ とで 、行 政が 政 策や 計画 等を 立 案す るに 当 たり 、素 案を 公 表し

て、住 民等 の関 係 者に 意見 を募 集 し、政 策な どの 決定 に 反映 させ る とい う制 度で す 。  
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